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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　神さまの手







　ケイトは、洗面器に張った水に布を浸ひたした。

　キン、と冷える水に手を入れると、寒さで身ぶるいが起こる。

　だが、ケイトの横でベッドに横たわる少女の顔には汗あせが浮うかび、その顔は赤い。

　荒あらい息いき遣づかいの合間に咳せきが出て、呼吸すら苦しそうに顔を歪ゆがめている。

　ケイトはそんな少女の姿を見ながら、自分が風邪かぜをひいた時にしてもらったことを、必死に思い出そうとしていた。

『汗をいっぱいかくと、熱が下がるから、お水をたくさん飲もうね。もし熱いのが我が慢まんできないのなら、おでこを冷やしてあげるから』

　そしてまた、少女が苦しそうに咳をした。ケイトは急いで洗面器の中の布を絞しぼるが、小さな手と子供の握あく力りよくでは、しっかりと水を絞りきることができない。それでも何とか水を切って、ケイトは林りん檎ごのように真っ赤になった少女のおでこに布を当てた。

　すると少女が、きゅうっと目を瞑つぶった。そして気持ちよさそうに、ゆっくりと息を吐はく。

「だいじょうぶ？」

　ケイトが顔を覗のぞき込むと、少女は小さく微笑ほほえんだ。

「……うん。すごいね、ケイトは。何だか、……苦しいの、なおってきたみたい」

　ようやく笑った顔が見られた。楽になったのだと分かって、ケイトも嬉うれしくなる。

「あのね、この間読んでもらった聖書に、書いてあったの。神さまがね……、病気になった人を、なおしていくお話。ケイトの手も、神さまみたいね」

　咳で掠かすれてしまった声で、それでも少女は一いつ生しよう懸けん命めい言葉を紡つむぐ。

「神さま？」

　少女の言葉に、ケイトは冷たい水で赤くなった自分の手のひらを眺ながめる。

「でも、ケイトは女の子だから、えーと、女の神さまは……何て、言うんだっけ？」

「えっと、たしか……、めがみ……女め神がみさま？」




「そうだわ。ケイトの手は、女神さまの手ね」




　その言葉は胸に染しみ渡わたって、ケイトの心をじんわりと温かくさせた。







　一章　死を呼ぶ手帳







　ジリン、と電話の音が鳴り、夜勤中のサニー・ウィルソン中ちゆう尉いは机の上にあげていた足を下ろした。受話器を取りながら、横目で時計の針を確かく認にんする。時刻は深夜二時をまわっていた。

「はい。南部基地指令室です」

　無言。

「もしもし？」

　──いたずら電話か？

　こんな夜中にいい度胸だ、と口を歪め、だがすぐにサニーはその考えを改めた。それ以上促うながすことなく、受話器をしっかりと耳に当て直して待ち続ける。サニーの耳は、相手の逡しゆん巡じゆんするような気配を感じ取っていた。人は本当に重要なことを話す時ほど、すんなりと言葉にできないものなのだ。




「ケイト・エドモンドに危険が迫せまっているわ」




　そして聞こえてきたのは女の切せつ迫ぱくした声で、眉まゆを寄せる。名乗りもせずに突とつ然ぜん告げられた言葉を、どう受け止めるべきなのか。

「革命派に狙ねらわれてる」

　革命派。途と端たんにサニーの目つきが鋭するどくなる。物ぶつ騒そうな内容に、慎しん重ちように言葉を紡ぐ。

「まずは君の名前を教えてくれ」

　しかし、また無言だった。

「自分の名も名乗れない人間の言葉を信じるほど、軍も暇ひまじゃない」

　尊大な口調で突つき放すように言えば、女はようやく、ぽつりとひとつの名を告げた。

「何だって？」

　告げられたその名に、思わず立ち上がる。周りにいた軍人達が、サニーの声に一いつ斉せいに視線を向けた。

「本当か、君は──」

　だが、それ以上はすべて拒きよ絶ぜつするように、電話が切られた。サニーは、自分の髪かみをぐちゃぐちゃと搔かきまわした。

「おい。今の電話、逆探知したか」

　横で待機していた回線係は首を横に振ふる。

「あと数分足りませんでした」

「録音はしてあるな」

「はい」

　その返事を聞いて、サニーは駆かけ出した。目指すは直属の上司の執しつ務む室だ。

　女が告げた名が本物なら、大きな手がかりになる。

　軍が、革命派が、今血ち眼まなこになって探している人物。

　煙けむりのように、鮮あざやかに姿を消した女が、危険を冒おかしてまで軍に電話をかけてきたことの意味は重い。

　サニーは、耳に残る女の声を反はん芻すうした。

『ケイト・エドモンドに危険が迫っているわ』

　その声に急せかされるように、サニーは足を速めた。
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「バルト語は医者になるための必ひつ須すの言語だ。普ふ段だん喋しやべっているウェスハバート語と同じくらい自由に使いこなせないようでは、試験にすら通らないぞ！」

　頷うなずく生徒達に混じって、ケイトも必死にペンを動かしていた。

　ウェスハバート王国の南西部に位置する街、ウィングヒル。

　ウィングヒルには、この国唯ゆい一いつの王立の大学があり、最難関の大学として有名である。

　現在ウェスハバート王国は、十年前に起こった大戦で勝利したことから国軍が力を持ち、国王の権力はもはや飾かざりになっている。軍は国を治める実権を握にぎっており、大学も軍の機関のひとつとして運営されていた。

　軍は優ゆう秀しゆうな人材を大学へ入れるために、様々な援えん助じよを行っている。ケイトの通うスクールもその一つで、王立大学への入学志望者に無料で勉強を教えていた。

　しかし、学費が免めん除じよされる代わりに、厳しい試験が学生達には課せられていた。定期的に行われる試験に合格できなければ、スクールから強制的に退学の措そ置ちがとられる。

　この時期、スクールはいつにもまして殺気立っていた。年に一度の、王立大学の入学試験が近いのだ。

　ケイトもその一人で、王立大学でも一番の難関とされる、医術科への入学を希望していた。

　教師の言葉を書き留めていると、鐘かねが鳴った。今日の授業が終わりを告げる。

　ケイトはすぐさま勉強道具をカバンに詰つめると、教室を飛び出した。

　──今日はイライザがよく行ってた楽器屋に行ってみよう。いや、まずは念のために下宿先にもう一度行ってみようか。

　考え込むケイトの背中に、声がかかった。

「やあ、今日も見み目め麗うるわしい赤毛だね」

　振り向くと、同じく医術科を希望している男子学生が三人、にやにやと笑ってケイトを見ている。

「……それはどうもありがとう」

　ケイトは、引きつりそうになる口元を、笑うことで誤ご魔ま化かした。純じゆん粋すいな褒ほめ言葉でないことは、目の前で見下すように笑う学生達を見れば明らかであった。

　ケイトの髪は、燃えるように鮮やかな赤色をしており、ウェスハバートではとても珍めずらしい髪色である。良くも悪くも目立つこの赤毛は、幼い頃ころからからかわれる対象であったため、ケイトは好きではなかった。両親共に明るい茶色の髪なのに、どうして自分だけ、と思わずにいられない。

　学生達は、ケイトが赤毛をよく思っていないことなど承知の上で、会うたびに嫌いや味みっぽく褒め称たたえた。地味な嫌いやがらせだが、毎回されれば笑えみを作る忍にん耐たい力もすり減ってくる。

「そうそう。最近、いつも君の隣となりにいたイライザが休んでるね。建築家に女性がなるのは無理なんだって、ようやく気付いたのかな」

　その言葉に、ケイトは貼はりつかせていた笑みを消した。

　イライザは、ケイトと同じく王立大学への入学を希望している少女で、一番の親友でもあった。

『あったかくて居い心ごこ地ちのいい、ここが自分の居場所なんだって思えるような家を作りたい』

　建築家になりたい理由を、イライザはそのように語っていた。

「大学入試も近いし、恥はじをかくのが嫌になって逃にげだしたんじゃないか？」

「イライザはそんな人間じゃないわ」

　親友を臆おく病びよう者もの呼ばわりされて、黙だまってなどいられない。ケイトはすぐさま反論した。一いつ生しよう懸けん命めい勉強していたのを、ケイトは一番近くで見てきたのだ。

「じゃあどうして来ないんだい？」

「それは、」

「イライザはある意味賢かしこいよ。君も彼女を見習って、医者なんて大それた夢、早く諦あきらめたほうがいい」

「どうして諦めなくちゃいけないの？　このスクールだって、王立大学だって、すべての人に門戸は開かれてるわ。身分も性別も関係ないはずよ」

「それで実際に医者になった女性がいたかい？　君だって知ってるだろう。結局、結けつ婚こんしてしまったりして、スクールを去っていったじゃないか。王立大学に入学することすらできなかったんだ」

「私は諦めないし、イライザだってそうよ」

　ケイトが揺ゆるぎない声でそう言えば、学生達はつまらなさそうに鼻を鳴らした。

「……よく周りを見てみることだね。結局、スクールに残っているのは僕達みたいな貴族の男だけなんだよ。大学だってそうだ。君とイライザは今まで何とかしがみついてきたみたいだけど、それも大学入試までだね」

　遠ざかっていく笑い声を聞き、悔くやしさで俯うつむきそうになる。だがすぐに、振り切るようにパンッ、と自分の両りよう頰ほほを叩たたいた。

　俯いちゃだめ。顔を上げないと。

　ケイトは、イライザが言ってくれた言葉を思い出した。

『落ち込む必要なんてないわよケイト。女が医者になっちゃダメって法律があった？　女が家を設計したらいけないなんて、誰だれが決めたの。今までずっとなかったからそれが常識なんて、そんな常識は私達がぶち破ってやりましょうよ。絶対二人で、夢を叶かなえるの。だから顔を上げて、ケイト』

　二人で交かわした約束は、ずっとケイトの心の支えとなっている。

　だが今、そう言ってくれたイライザがいない。

　──とにかくイライザを捜さがさなくちゃ。

　ケイトは気合いを入れ直す。

　顔を上げて、ウィングヒルの街へと歩き出した。







　列強を両りよう隣どなりに持つウェスハバート王国は、自国を守るために国軍を組織している。

　ウェスハバート国軍は、首都にある総司令部を中心にして、東西南北に基地が存在し、ウィングヒルにはその四つの基地のひとつが置かれていた。

　ウェスハバート王国国軍南部基地。古めかしいレンガ造りの基地の門には、軍の紋もん章しようである漆しつ黒こくの鷲わしが羽を広げ、ウィングヒルの大通りを見下ろしている。

　基地の長い廊ろう下かを、ローワン・テイ大たい尉いは颯さつ爽そうと歩いていく。黒くろ髪かみは乱れることなくしっかり固められ、黒い軍服には皺しわひとつない。

　脇わきには決裁待ちの書類を抱かかえ、すれ違ちがいざまに敬礼する部下達には目で応じる。

　廊下の突つき当たりにある一室の前で止まり、ローワンは扉とびらを叩いた。

「失礼します。書類をお持ちしました」

「入れ」

　部屋の主あるじは、ローワンが近づいてきても視線を上げず、書類に目を落としたままだ。

　一時間前に上官の机に積み上げた書類は、「決裁済み」の箱へとすべて移動していた。

「ずいぶんと熱心なことですね、イーノット少しよう佐さ。雨でも降りそうだ」

　雲一つない快晴を窓まど越ごしに見ながらそう言うと、イーノットと呼ばれた青年はようやく視線を合わせた。

　混じり気のない、吸い込まれそうな金の瞳ひとみがローワンを見る。

「心外だな。まるで私がいつもは不ふ真ま面じ目めなように聞こえる」

　ぬけぬけと言い放った言葉に、ローワンのこめかみがピクリと動く。

「書類仕事に関しては、それが正しい認にん識しきだと思いますが」

「手が痛くなっても、こうして頑がん張ばって励はげんでいるというのに」

　部下の忍耐力を試ためすかのように、芝しば居いがかった様子で、手をひらひらと振ふる。

「手が痛くてもこれだけの書類が捌さばけるのですね。これは今度からお持ちする書類の数を検討し直さないと」

　ローワンが腹いせに嫌味を返せば、「それはやめてくれ」と苦く笑しようされた。余よ裕ゆうがあるように笑ってはいるが、口元が引きつっている。少しだけローワンの溜りゆう飲いんが下がった。

「任務が始まれば、書類仕事が滞とどこおるからな。今のうちに済ませるものは済ませたいと、思ってはいるんだ」

　もうそろそろ、何かが動き出してもおかしくない。

　五日前に、軍にかかってきた一本の電話。部下から伝えられた、電話の主とその内容を聞いて、ローワン達は動き出していた。しかしそれからは、じりじりとひたすら待つ日々を過ごしてきた。

「彼女から、あれから連れん絡らくはありませんね」

「一度で十分だと思っているのだろう。実際、それでこうして我々は動いているしな」

　ローワンは頷うなずく。そのためにイーノットは、陰かげで部下を動かし、自分はこうして執しつ務む室で大だい嫌きらいな書類仕事に精を出している。

「では、こちらの書類の決裁もお願いします」

　ドン、と置かれた書類の山に、イーノットは眉まゆを寄せた。

「もう一週間分はまとめてやったと思うぞ。まだあるのか」

「ご冗じよう談だんを。まだまだあります」

「まったく。君は私の手を疲ひ労ろう骨折させるつもりだろう」

　そう言いながらも、金の瞳はすっと書類に吸い込まれていく。一度集中すれば、処理能力は高い上官である。ムラがあるのが困りものだと、ローワンは思う。

　だが、その集中を破るように少佐直通の電話が鳴り、イーノットが間かん髪はつを容いれずに受話器をとった。

「私だ。……ああ、分かった。今からそちらへ行く。逃がさないよう見張っていろ」

　受話器を置き、イーノットが立ち上がる。何が起こったのか分かりながらも、ローワンは副官として律りち儀ぎに尋たずねた。

「どちらへ？」

「書類は後だ、大尉」

　机に置かれた書類を指で弾はじいて、イーノットは言った。

「赤毛の女め神がみを助けに行くぞ」
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　ケイトは肩かたを落として、イライザの下宿先から出てきた。収しゆう穫かくはなし。昨日来たときと同じで、玄げん関かん越ごしに呼び掛かけてみたが応答はなく、戻もどってきた形けい跡せきもなかった。彼女が通っていた楽器屋にも寄ってみたが、やはりイライザは来ていないという。

　ケイトはどこからでも見える、街の中心に建つ時計塔とうに目をやった。あと一時間で、診しん療りよう所じよへ仕事に行かなくてはならない。幼い頃ころに両親を亡なくしたケイトは、診療所で手伝いをして生活費を得ていた。両親が遺のこした遺産は受け取っていたが、夢のために使おうと極力手を出さずにいる。

　ここ最近のケイトは、スクールが終わると、診療所に行くまでの合間を縫ぬってイライザを探し続けていた。そして仕事を終えた後は家で復習、予習と、更さらに試験勉強をするという生活を送り、睡すい眠みん時じ間かんもあまり確保できない日々が続いている。

　使える時間を使って探してきたが、イライザは見つからない。

「どこ行っちゃったのよ。イライザ」

　ぽつりと呟つぶやいた声に答えてくれる者はいない。

　ケイトがイライザを最後に見たのは、七日前の夜のことだった。それがまるで、大昔の出来事のような気がしてくる。







　あの夜、ケイトが勉強を切り上げ、休もうとしたところだった。

　リン、と鳴ったベルの音に、ケイトは扉に目を向けた。

　訪問者を知らせる二度目のベルの音に、眉を寄せる。時計の針は深夜を指しており、人の家を訪おとずれるのに適した時間はとうに過ぎている。

　ケイトは最初眠ねむったふりをすることにした。しかし、ベルの音はなかなか鳴り止やまない。根負けしてペンを置いて立ち上がり、恐おそる恐る扉を開けた。

　そこに立っていたのは、ケイトの親友だった。黒髪は真っ直すぐ肩まで伸のび、少し吊つり気味の瞳は薄うす紫むらさき色をしている。言いたいことは物もの怖おじせずにはっきり口にする、活発な女性だった。

「なんだ、イライザかぁ。こんな時間にどうしたの」

　ケイトは見知った顔に胸を撫なで下ろす。部屋へ入るよう促うながすと、イライザは「ここでいい」と手を振った。

「今日はね、ちょっとケイトに頼たのみたいことがあって、来たの」

　イライザにしては珍めずらしく、少し言いよどむような口調だった。

「頼みたいこと？」

　そこでケイトはようやく、イライザの表情がぎこちないことに気付く。ケイトの視線を逸そらすかのように、イライザはケイトの目の前に、ずい、と何かを差し出した。

「これを、ケイトに預かってほしいんだけど」

　そう言って差し出されたのは、黒い革かわ張ばりのケースで、ケイトもよく見知ったものだった。

「これ、バイオリン？」

「そう。バイオリンをね、預かってほしいの」

　ケイトは、イライザとケースを交こう互ごに見返した。

「それは、預かるくらい別にいいけど……。どうしたの突とつ然ぜん」

　イライザの瞳が揺ゆれ動く。いつも話す時は人の瞳をちゃんと見るのに、そういえばさっきから一度も合っていないことに気付いた。

「ちょっと用事があって、家を留守にするの。バイオリンは持っていけないから、その間、預かってほしくて」

　その言葉に、ケイトは目を見開く。

「大学入試はもうすぐなのに、どこに行くの」

「大だい丈じよう夫ぶ。試験前には必ず帰ってくるから。ねえケイト、お願い。ケイトみたいに、ちゃんと管理の仕方を知ってる人に預かってほしいの」

　バイオリンというのは、一日弾ひかないだけで音が狂くるってくる。湿しつ気けや汚よごれは音の響ひびきに直接影えい響きようする、とても繊せん細さいな楽器だ。ケイト自身バイオリンを習っていた経験があるため、それをよく知っていた。

「弾きたくなったら、弾いてもいいわよ」

　イライザのその言葉には、ケイトの方が目を逸らす。

「前にも言ったでしょう。私はもうバイオリンはやめたの」

「でも、気が向いたら調ちよう弦げんくらいしてほしいな」

　ケイトはイライザをちらりと見た。軽い口調のはずなのに、瞳ひとみは真しん剣けんだ。

「分かった。いいわよ」

　イライザはようやく笑えみを見せた。でもやはり、どこか強こわ張ばって見える。急に不安がこみ上げ、ケイトは尋ねた。

「いつまで預かればいいの？　いつ取りに来る？」

　具体的な確約がほしくなり、矢や継つぎ早に言うと、イライザは少し考えてから答えた。

「そうね、じゃあ三日後」

「分かった。三日後ね。……ねえ、イライザ。大丈夫？　顔色良くないわよ」

[image: ]

「ケイトの顔にはインクが付いてる」

「え！　噓うそっ」と、慌あわててケイトが頰ほおを押さえる。その姿に、イライザはさっきよりは柔やわらかい笑みを浮うかべて、ひらりと身を翻ひるがえす。

「じゃ、またね。ケイト」

　何だかんだと誤ご魔ま化かされたと感じたのは、イライザが扉とびらを閉めてからだった。

　そして約束の三日が経たっても、イライザは姿を現さなかった。







　最後に会った夜のことを思い出していたケイトは、イライザの様子がおかしいと気付きながらも、うやむやにしてしまったことを悔くいていた。

　──何か事件に巻き込まれたとか？　だから帰ってこられないの？

　そうならば、ケイトの手には負えないかもしれない。

　ふいに視界に、黒い何かが横切った。ケイトは反射的に身を固くする。

　目の前を通ったのは、巡じゆん回かい中の南部基地の軍人達だった。

　何の色にも染まらない、威い圧あつ的な雰ふん囲い気きを纏まとう真っ黒な軍服。ケイトはすぐさま視線を逸らそうとして、思いとどまった。

　もしイライザが事件に巻き込まれたとしたら。自分だけでは探せない。

　ウェスハバート王国軍は有事の際に国と国民を守るのが本来の仕事である。更に現在、実質的な権力を握にぎっている軍は、都市を治め、人を裁き、法を制定していた。犯罪が起こればそれを捜そう査さし、逮たい捕ほする権限を与あたえられているのもその一つである。今こうして街を巡回しているのも、防犯と治安維い持じのためだ。

　もしもイライザを捜さがすなら、軍を頼たよらざるを得ない。

　しかし、頭を過よぎったその考えをすぐに打ち消した。

　──軍は何もしてくれないに決まってる。……あの時だって、そうだったじゃない。

　ケイトは軍服姿の男達に背を向けて歩き出した。

　──軍人になんか頼れない。自分で何とかしなきゃ。

　もう一度探してみよう。そう考えて大通りから脇わき道みちに入った途と端たん、後ろからタイヤの軋きしむ音が聞こえた。

　振ふり返ると、一台の車が乱暴にケイトの横で止まった。訝いぶかしむ間もなく、後部座席から伸びてきた手に、腕うでを摑つかまれ引きずりこまれる。

「！　なんっ──」

　張り上げようとした声は、大きな手のひらに覆おおわれて消えた。機械に注さす油のような匂においが鼻をつく。

　ケイトを乗せた車はすぐに走り出した。訳が分からないながらも、めちゃくちゃに暴れようとするが、がっしりとした腕に抱かかえ込まれて自由にならない。

「ケイト・エドモンドだな」

　聞こえてきた声に、ケイトは暴れるのをやめた。助手席に座っている男が、ゆっくりとこちらを向く。目が糸のように細く、ネズミのような顔をした男だった。

「騒さわぐな。いいな？」

　その声に、ケイトの口元を覆っていた手がゆっくりと外される。

「七日前、お前の部屋に女が来たな。名前はイライザ・オースティン。違ちがうか？」

　──どうして。

　驚おどろきに目を見開いたケイトは、男の質問に肯こう定ていしたも同然だ。

「イライザから、何か預かったものがあるはずだ」

　すぐに、部屋に置いてきたバイオリンが脳のう裏りを過る。だが、こんな怪あやしげな奴やつらに教える義理はない。

「知らないわ。それなのに、どうして私を？　あなた達はイライザを知ってるの？　イライザはどこに行ったの？」

　だが、その問いかけを無視して、男は興味を失ったようにケイトから目を逸らした。

「どうしますか、ライクさん？」

　後部座席には、ケイトを押さえる大男の他ほかに、もう一人別の男が座っている。顔にまだ幼さが残る青年で、ライクと呼ばれた細目の男を窺うかがっている。その青年に向かって、ライクは頷うなずく。

「二〇一号室だ。行け」

　いつの間にか、ケイトの住むアパートの前まで車が来ていた。青年が車から降りていく。

「ちょっと待ちなさいよ。勝手に部屋に入るつもり？」

　ケイトはまた暴れた。腕を拘こう束そくされているため、バタバタと足を動かす。二〇一号室とは、ケイトの住む部屋の番号だ。男達は、ケイトの部屋を探そうとしている。

　──何なの？　何がどうなってるの。

　言いようのない不安を振り払はらうように、身を捩よじって抵てい抗こうする。

「暴れるな」

　カチャリ、と音がして、脇わき腹ばらに何かを当てられたことに気付く。

　怪け訝げんそうにそれを見て、ケイトは凍こおりついた。呼吸さえ一いつ瞬しゆん止まる。

　ライクがケイトに向けていたのは、黒々と光る拳けん銃じゆうだった。










　ケイトが連れてこられたのは、今はもう使われていない酒場だった。カウンターの棚たなには、割れた酒さか瓶びんが散乱している。人の出入りが途絶えた酒場は、雨あま漏もりしているせいかかび臭くさく、じめじめしていた。

　しかし何より問題なのは、その酒場の場所だ。

　ウェスハバート王国の街は、中央と東西南北に分かれた基地によって管かん轄かつされている。その基地によって街の治安にバラつきがあるが、ここウィングヒルの治安は比ひ較かく的良い。基地の中でも、南部基地が治安維持に熱心に取り組んでいるからである。四つある基地の中で、南部基地は首都にある総司令部への出世の足あし掛がかりとされ、優ゆう秀しゆうな人材が集まっている。

　ゆえに市街地は活気に溢あふれ、明るさに満ちている。けれど、どんな場所であっても、光のある場所には影かげも存在する。

　大通りを一歩外れて、迷めい路ろのような細道を辿たどっていった先は、荒あれた危険な地域と化していた。そこにいるのは、十年前に起こった大きな戦いで親を失った孤こ児じや、負傷して仕事を失った職人などだ。そこでは犯罪は日常茶さ飯はん事じに起こっており、ここでケイトが悲鳴を上げても、誰だれも助けに来ないし、まして軍人に通報したりもしないだろう。悲鳴など、ここでは聞きなれたことだろうから。

　ケイトは、窓のない部屋で、唯ゆい一いつ明かりが漏もれる入り口のドアを見つめた。連れてこられた時にはドアの隙すき間まから夕日が差し込んでいたが、今では闇やみだけを映している。

「くそっ、何もない。これだと思ったのに……！」

　大男が苛いら立だたしげに声を上げる。鍛きたえられた腕でバイオリンの破は片へんを摑み、ケイトの目の前で放ほうり投げた。

「なんてことするのよ！」

　ケイトは、椅い子すに縛しばり付けられた体ごと動かして、バイオリンに近づこうともがいたが、ガタンと音がしただけだった。

　あの後、ケイトのアパートに入っていった男達は、すぐにバイオリンだけを持ってきた。ケイトは何も言っていない。それなのにライク達は、バイオリンがイライザから預けられたものだと気付いたらしい。

「それは私のバイオリンよ」

　ケイトの主張に、ライクはバイオリンの破片を手で弄もてあそびながら言う。

「我々はイライザ・オースティンの家をすでに捜そう索さく済みだ。衣服など何もかもそのままで、持ち出した形けい跡せきがない。だが、バイオリンだけが無くなっていた」

　そこでライクはちらりとケイトを見た。

「お前の部屋には、バイオリンがあった。ケースに刻まれたイニシャルはＥ。そしてイライザが最後に接せつ触しよくしたのもお前だ。それらから導かれる答えはひとつだろう」

　ケイトは息を吞のんだ。彼らは本気だ。部屋を調べ尽つくし、拳銃でケイトを脅おどしてまで、イライザの持つ『何か』を探し出そうとしている。

「言え！　あの女はどこに行った？　何か他に預かっているものはないのか！」

　大男が怒ど鳴なる。

「だから、さっきから知らないって言ってるでしょう」

　声を上げると、抵抗した時に頰ほおを張られた口元が痛んだ。

「イライザは、あなた達から隠かくれるために姿を消したのね。預かったものって、一体何を探してるの？　イライザを見つけ出して、どうするつもりなのよ」

「黙だまれ！」

　苛立たしげに大男がケイトの口元を覆う。ケイトはその手に思い切り嚙かみついてやった。

「てめえ！」

　手を嚙まれた男は激げき昂こうして、ケイトの胸むな倉ぐらを乱暴に摑む。だが、構わず話し続ける。

「イライザは大事な試験を控ひかえてるのよ。それでもこうして隠れないといけない理由があるんだわ。それは何なの？」

「分かった。もういい」

「おい」

　ライクの言葉に、ケイトに摑みかかった大男は不満そうだ。大男の言葉は無視して、ライクはまじまじとケイトを見つめる。「……本当に知らないんだな」と呟つぶやいた。

　ケイトが何も知らないことを、ライクはようやく理解したらしい。その言葉にホッと息を吐はいたのと、カチャリと拳銃を向けられたのは同時だった。

「じゃあもういい。死ね」

　無感動な瞳ひとみに見下ろされ、息が止まる。

　コツン。

　場ば違ちがいに聞こえてきた音に、ケイトとライクは視線を向ける。コロコロと二人の目の前に、一本の酒瓶が転がってきた。

　ライクの視線が訝いぶかしげに酒瓶に注がれ、それから音がした方向へと目が向けられた。

　銃口がケイトから逸それた次の瞬しゆん間かん。鋭するどい銃声と共に、ライクの拳銃がはじけ飛んだ。

「そこまでだ。手を上げろ」

　銃声の鳴り響ひびいた方へ目をやると、扉とびらの前に軍服を着た男が四人立っていた。そのうち二人は銀色に輝く拳銃を構えている。扉のすぐ横に立つ浅黒い肌をした男が持つ拳銃から白い煙けむりが出ており、彼の撃うった一発が、ライクを狙ねらったのだと分かる。

　弾たまが掠かすったのか、ライクは手からじわじわと血を流しながら、憤ふん怒ぬの表情を浮うかべて声を荒あらげた。

「イーノット・レイズ……！」

　──イーノット・レイズですって？

　その名は、軍と関かかわりのない生活を過ごすケイトでも知っている。先に起こった大戦を経験した者ならば、一度は聞いたことのある名前だ。

　十年前、ウェスハバート王国は隣りん国ごくアスキス帝てい国こくに突とつ如じよ攻せめ入られた。中でも戦いの舞ぶ台たいとなったオールリッジで、激しい市街戦が展開された。

　圧あつ倒とう的な劣れつ勢せいに立たされるも、オールリッジの街を守り抜ぬき、アスキスの軍を撤てつ退たいさせた中心人物がいた。

　まるで神から加護を受けたような、美しい金色の瞳を持つその男の名を、イーノット・レイズという。

　その英えい雄ゆうが目の前にいた。ケイトは思わず目を奪うばわれる。美しい金の瞳。真正面から見たそれは、丹たん念ねんに磨みがかれた宝石のように輝かがやく。濃こい茶色の落ち着いた髪かみ色が、その瞳を引き立てている。きりっとした眉まゆに、通った鼻筋。すらりとした体たい軀くに、黒い軍服が映はえていた。

　──この人が、イーノット・レイズ。軍の英雄。

　ふいにその瞳と目が合った。イーノットの金の瞳がケイトの腫はれた頰に注がれ、少し眉を顰ひそめる。それから、ケイトの横に立っているライクと大男に射抜くような視線が向けられた。二人が息を吞む様子が伝わり、ケイトもまたその鋭さに言葉を失う。

　ライクの手から離はなれた拳銃を、イーノットがゆったりとした動作で拾う。その様子を睨にらみ付けながら、ライクは叫さけんだ。

「軍人が一いつ般ぱん市民に発はつ砲ぽうしていいのか！」

　イーノットが無言でケイト達の方へ向かってきた。歩き方に無む駄だはなく、足音すら感じさせないのに、その存在感は大きい。ライクはたじろいだように後ずさった。イーノットの一歩後ろで控えていた、黒髪の神経質そうな軍人も後に続く。その二人を守るように、先ほどライクの手元に発砲した男と、同じく拳けん銃じゆうを構えた、背が高く体つきのしっかりした男も続く。

　イーノットの後ろに付き従っていた細身の軍服姿の男が、一歩前に出る。黒髪に瞳も黒で、ひやりとする眼まな差ざしでライクを見た。

「革命派が一般市民だったとは初耳ですね」

　ケイトははっとして、怒いかりで顔を歪ゆがめているライクを見た。

〝革命派〟。それは今の軍国主義に不満を持ち、王権を復活させようとする活動家達のことだ。軍に有利な政策がとられ、軍人達の横暴さが目立ち始めたことで、反発活動も過激さが増してきているのが現状だった。最近は軍関係の施し設せつを襲しゆう撃げきする革命派まで現れている。

「軍や民間人に暴力手段でもって訴うつたえた瞬間から、あなたは一般市民ではないのですよ、『自由旅団』首しゆ謀ぼう者しやライク・ハーン。さて、国家及および軍への反逆罪、一般市民への誘ゆう拐かい罪、暴行罪であなたを逮たい捕ほします。外のあなたの仲間は、先に基地に送られていますからご心配なく」

　淡たん々たんと告げられたその言葉に、ライクは声を荒げた。

「ふざけるな。逮捕だと？　そんなことをされる謂いわれはない！」

「一般市民に危害を加えた罪は重い」

　イーノットが口を開き、低いがよく通る声が響いた。

「椅子に縛り付けて尋じん問もんしてまで、イライザ・オースティンの行方ゆくえが知りたかったのか」

　イーノットの言葉に、ライクは最後の負け惜おしみとばかりに、皮肉気に鼻を鳴らした。

「今度はお前達がイライザの行方を吐かせるつもりか？　残念だったな、この女は何も知らないんだ。使い物になりはしない」

　だが、そんなライクの言葉に動じることもなく、イーノットは冷たく返しただけだった。

「それはお前が判断することではない。連行しろ」

　扉から五人の軍服姿の男達がやって来た。イーノットの部下なのか、彼の前で綺き麗れいな敬礼を見せた後、ライクと大男を連れて外に出て行った。

　口くち汚ぎたない罵ば倒とうが聞こえてきたが、それもすぐに消えた。

　銃じゆうを構えていたうちの一人、目つきの鋭い屈くつ強きような体をした男が、ケイトの後ろに回る。死角に入られて一いつ瞬しゆんどきりとするが、どうやら縄なわを切ろうとしてくれているようだった。

　すると、もう一人の男が、腰こし元もとに銃を仕し舞まいながらケイトに笑いかけた。四方八方にはねた髪の毛を搔かきながら、ケイトの前に立つ。

「もう大だい丈じよう夫ぶだぞお嬢じようちゃん。よく一人で頑がん張ばったな」

　くしゃりと顔が崩くずれるような豪ごう快かいな笑えみは、親しみと労いたわりが滲にじんでいる。そんな笑顔を受け止めきれず、ケイトは項うな垂だれた。

　私は頑張ってなんかない。心の中で即そく座ざに断じた。

　手首の縄が切られ、ケイトはようやく自由になった。動かせるようになった手首を見ると、そこには縛しばられた跡あとが残っていた。抵てい抗こうしたために、血が滲んでいる。

　痛いとは思わなかった。ぼんやりと手首を見て、それから床ゆかに散らばった木もく片へんを見た。イライザのバイオリンは、彼女が一いつ生しよう懸けん命めいお金を貯ためて買ったものだった。

　──バラバラになっちゃった。イライザが、私にと預けてくれたのに。

　そう思った途と端たん、目の奥が熱くなった。

「く、やしい……っ」

　助けられてホッとしている気持ちと、何も出来なかった自分を情けなく思う気持ち。捌はけ口が見つからないまま、それはぐるぐると頭を回った。

　打たれた頰ほおも、手首も、体中が火に当てられたかのように熱くなる。

「……バイオリンは、イライザとの約束の証あかしだったのに。イライザが帰ってきたら、渡わたすはずだったのに。それに、イライザの行方だって、何も摑つかめなかった」

　イライザがいなくなった今、ケイトにとってバイオリンは彼女そのものだった。それを目の前で壊こわされ、更さらにイライザの手がかりを何も得ることができなかったことが、悔くやしくて仕方ない。もっと自分が器用に立ち回れば、イライザの手がかりが得られたかもしれないのに。

　戸と惑まどうような気配を感じて、ケイトは気持ちを静めようとする。

「ケイト・エドモンド」

　自分の名前を呼ばれ、驚おどろいて顔を上げた。いつの間にか、目の前にイーノットが立っている。

　──どうして私の名前を知ってるの？

　イーノットはゆっくりと膝ひざを折り、ケイトと目線を同じにした。

「あの状じよう況きよう下かで君にできることは、少しでも生き延びようと努力することだけだ。自分を責める必要はない」

　先ほどライク達に向けられていた視線とは違ちがい、間近に見える金の眼差しは柔やわらかく温かい。

「もう安心していい。よく耐たえた」

　その声が驚くほど優やさしく響いて、弱っている心に入り込んでくる。涙なみだが出そうになり、ケイトは慌あわてて下を向いて堪こらえる。すると、無防備な背中をポンポンと優しく叩たたかれる。振ふり返ると、ケイトの縄をほどいてくれたたくましい体つきの男が、なぜか鋭い目元から涙を流し、背中を叩いていた。

「なんでお前が泣いてるんだ、ロジャー！」

　髪のはねた軍人が、ロジャーと呼ばれた軍人にゲンコツを食くらわせる。

「す、すみません。でも、そうか、悔しいのかって思ったら、俺っ」

　言いながら感かん極きわまったのか、ロジャーは言葉に詰つまり、鼻を啜すすった。しかし手は決して休まず、ケイトの背を優しく叩く。それに合わせて深呼吸を繰くり返すと、さっきより呼吸が楽になったような気がした。

　だが逆に落ち着いてくると、急に霧きりがかかったようにぼやけ、頭が重くなってくる。

　目を開けていることが億おつ劫くうになってきて、ケイトは瞼まぶたを閉じた。
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　ケイトはゆっくりと目を開けた。

　ぼんやりした頭で数回瞬まばたきし、ようやく見慣れない天てん井じように気付いた。身じろぎすると手首に痛みが走り、意識を失う前のことを思い出した。

　──そうだ。私、変な奴やつらに捕つかまって、あのイーノット・レイズが現れて……。

　ケイトはあまり手に負担をかけないようにして、ゆっくりと体を起こした。だが頭を上げると、貧血を起こしたかのようにくらりと眩暈めまいがした。頰には湿しつ布ぷが張られている。縛られた跡あとの残る手首には包帯が巻かれていて、何か薬を塗ぬられたようだった。つん、と鼻をつく匂においがする。

　どうやらケイトがいる部屋は寝しん室しつらしく、ベッドの周りには他ほかに本ほん棚だなしかない。頻ひん繁ぱんに使われている形けい跡せきもなかった。

　ケイトは腹に力をこめてベッドから降り、カーテンが閉じられた窓に近付いた。そっとカーテンを開けると、太陽の光が差し込んできた。この部屋はどうやら二階らしく、窓から見慣れたウィングヒルの街を見下ろすことができた。

「起きたのか」

　背後から突とつ然ぜんかけられた声に肩かたを揺ゆらす。低めの声には聞き覚えがあった。意識を失う直前に、聞いた声だからだろう。振り向けばやはり、印象的な金色の瞳ひとみを持つイーノットがいた。

「もう動けるのか？　どこか痛いところは？」

「……ここはどこですか。あなたの家？」

　ケイトは質問に答えず、背中を窓にぴったりとくっつけた。少しでもイーノットと距きよ離りを取るためだ。

「家は別にある。まあ、隠かくれ家がのようなものだ。それよりも、頰に痛みはないか。手首も怪け我がしていただろう」

「……平気です。痛みはないし、手首も動かせますから」

　ケイトは探さぐるようにイーノットに視線を向けた。カーテンの布をぎゅっと摑む。イーノットはその様子に苦く笑しようする。

「そう警けい戒かいしないでくれないか。とって食いやしないよ」

　だが、ケイトの強こわ張ばりは取れない。意識を失う前のことが頭の中を巡めぐり、慎しん重ちように言葉を紡つむいだ。

「ここに運ばれた理由は何でしょう。普ふ通つう、軍の病院に運ばれるのでは？」
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「ここに連れてきたのは、気を失った君を休ませようとしたからだし、何よりここが安全だからだ」

「軍の病院よりもですか」

「そうだ」

　見つめる金の瞳は真しん剣けんだった。

「……助けていただいてありがとうございます」

「礼には及およばない。市民を助けるのが軍人の仕事だ」

　イーノットの言葉を聞きながら、ケイトは自分の置かれた状況を考えた。軍の公おおやけの施し設せつではなく、こうしてイーノット個人の家に招かれるということはどういうことか。

　──そのほうが安全？　なぜ？

「あの人達──、革命派はイライザを探していました。それをあなた達は、すでに分かっているかのような口ぶりだった。それに、私の名前を知っているのはなぜです？　あなた達があの場に来たのは──、偶ぐう然ぜんではない？」

　言葉にしながら、頭の中を整理していく。そうして出た結論に顔を上げて、イーノットに問いかけた。

　イーノットは、静かにケイトを見返す。そうして、意味ありげに笑うとケイトに背を向けて言った。

「事情を説明しよう。来なさい」

　ケイトは覚かく悟ごを決めると、イーノットの後を付いていくことにした。




「君が眠ねむっていたのはほぼ丸一日だ。精神的な疲つかれも出たのだろう」

　──丸一日。なんてこと。そんなに時間を無む駄だにしていたなんて。

　そこで、はっと気付いて足を止める。

「そうだ！　診しん療りよう所じよの仕事！」

　革命派に捕まったのは、まさに診療所へ行こうとしていた矢先だった。それから丸一日、無断で休んだままになっている。

「どうしよう、連れん絡らくしなきゃ……」

「電話ならここにある。ここから連絡を入れればいいだろう」

　イーノットに促うながされて居間へ入る。やはりあまり使われていないのか、先ほどの寝室同様、物が置かれていない。

「座りなさい。電話だが、先に使いたいので少し待ってくれ」

　壁かべ際ぎわに置かれた、黒い革かわ張ばりのソファにそろそろと腰こしを下ろした。沈しずみすぎず、固すぎない、吸い付くような感かん触しよくを感じて、庶しよ民みんには手の届かない高級なものであることが分かり、落ち着かなくなる。

　イーノットは壁に備え付けられた電話で、誰だれかと話し出していた。

　電話。これを自宅に引けるのは、貴族か商人、軍人の上官など金持ちだけだ。

　イーノットは電話を終えると、ケイトの向かいにあるソファに腰を下ろした。ケイトは診療所に電話をかけ、休んだことを謝った。

「サニー・ウィルソン中ちゆう尉い、ただ今参上いたしましたよ、っと」

　しばらくすると、突とつ然ぜん扉とびらが開き、見覚えのある顔が入ってきた。「よく頑がん張ばった」と、ケイトを労いたわり、笑いかけてくれた人だ。やはり髪かみの毛は豪ごう快かいにはねたままだった。

「ノックをしなさい、ノックを。あなたはいい年をしてそんな常識も知らないから中尉のままなんです。──少しよう佐さ。呼び出しを受けまして、ただ今参りました」

　その後ろから凍こおるような冷たい口調で入ってきたのは、これまた見覚えのある黒くろ髪かみの軍人だった。

「毎度毎度、キツいね大たい尉い殿どのは。そんなんだから女に泣かれるんですよ。この間も──」

　言い募つのろうとするサニーを、黒髪の軍人は眼まな差ざし一つで人を殺せそうな鋭するどい視線で黙だまらせた。

「ご苦労だった。ローワン、報告を」

　ローワンと呼ばれた軍人は、サニーへの睨にらみを一いつ旦たん解き、イーノットと小声で何やら話している。何を話しているのか耳を澄すますが、小さくて聞き取れない。

　居い心ごこ地ちの悪さを感じるケイトの肩を、サニーがポン、と叩いた。はねた髪は少しも纏まとまらず、軍服の襟えり元もとを開けて着き崩くずしていて、だらしなく見えた。けれど、瞳は誠実さが表れていた。何物にも染まらない黒い瞳に、翳かげりは見えない。にっこり微笑ほほえまれると、こちらも笑えみを浮うかべてしまいそうになる、不思議な魅み力りよくがあった。

「もう起きて大だい丈じよう夫ぶか？　そうだ、自己紹しよう介かいがまだだったな。俺はサニー・ウィルソン。南部基地歩兵第二大隊所属の中尉だ。そんで、あのかっこいいけどこわーいお人はローワン・テイ大尉」

　サニーはそう言って笑うと、ローワンと話し込むイーノットの方を見た。

「それで俺達の上司が、イーノット・レイズ少佐。まぁ有名人だ、知ってるよな」

　知らない人間などいないだろう。十年前の大戦で、彼の指揮する隊は勝利を収め続けた。部下の力を最大限に引き出す統とう率そつ力と、地の利を生かした奇き襲しゆうで数で圧倒的に勝るアスキス軍を食い止め、壊かい滅めつさせた手しゆ腕わんは高く評価され、二階級特進という大出世を遂とげた人物だ。

　英えい雄ゆうと呼ばれる男が関かかわる事件とは何なんだろう。やはり思考はそこに戻もどる。イライザとどう繫つながっているのか。渦か中ちゆうにいるはずのケイトにはさっぱり分からない。

　強い視線を感じると、サニーがまじまじとケイトの髪を見つめていた。

「いやー、それにしても見事な赤毛だなぁ。戦いの女め神がみも真っ青じゃないか」

　その言葉に、ケイトは眉まゆを寄せる。褒ほめられて心が浮き立つどころか、気持ちは重くなった。

　ケイトが赤毛を嫌きらいな一番の理由。この赤毛は、ある神様を連想させるからだ。

　戦いの女神、フェディテ。ここウェスハバート王国で、篤あつく信しん仰こうされている女神である。

　この世界を創つくったとされる全能の神ラウスの妻で、戦いを司つかさどる女神。フェディテだけを祀まつる教会もあるほどの、人気のある女神だ。なぜ彼女がそれほどまでに信仰されるのか。それはウェスハバートの歩んできた歴史に関係している。

　両りよう隣どなりを、大国に挟はさまれるウェスハバートは、両国からの干かん渉しようや抑よく圧あつを受け続けてきた。その度たびに、ウェスハバートの国民は、力を合わせて戦ってきた。そんな彼らにとって、自由のために戦うとされるフェディテは、まさしく象しよう徴ちようとするにはうってつけの神様であり、彼女の特とく徴ちよう的な髪の色から、ウェスハバート王国国軍の旗は真しん紅くに染まっている。

　ケイトは戦争が嫌いだ。理り不ふ尽じんに人の命が奪うばわれるのを、何度も見てきた。最も大切な人が目の前で死ぬのを見た。戦いを肯こう定ていするような、闘とう志しを煽あおるような女神とたとえられて、嬉うれしくなどない。

　難しい顔になったのが分かったのか、サニーが頭を搔かいた。

「もしかして、何か無神経なこと言ったか。すまんな。思ったことはすぐ口に出して言っちまうんだ。だから女にモテないのかね」

　困ったような笑い顔がケイトに向けられる。まさか謝られるとは思わず、ケイトは慌あわてた。ケイトにとって軍人とは、近寄りがたく横暴で自分のことしか考えていない、そういうものだった。だからこんな風に親しげに笑われて、どうしていいか分からない。

　ケイトの動どう揺ようなど気付かず、サニーはにっこりと笑った。

「だがな、本当にその髪の色はすっげえ良いと思うぞ。何ていうか、凜りんとして格好いい。両親から授さずかった財産だと思って、大事にしな」

　ケイトはパチパチと目を瞬まばたかせる。嫌いや味みもなく真っ直すぐに褒められたのは、いつ以来だろう。

「サニー中尉。話は終わりましたか」

　横から声がかかって、ケイトはローワンに向き直った。先ほどの話し合いはいつの間にか終わっていたらしい。

「ケイト嬢じよう。先ほど中尉から、大変不本意な紹介がありましたが、改めて、ローワン・テイと申します。さっそくですが、イライザ・オースティンのことで、あなたに聞きたいことがあります」

　──きた。

　ケイトはぎゅっと両りよう膝ひざに置かれた手を握にぎる。

「聞かれたことには答えます。ですから、私の方も質問していいですか？」

「もちろんです。あなたには知る権利がありますから」

　ローワンが頷うなずいた。

「あなたはイライザ・オースティンと最後に会った時、何を預けられましたか。彼女はこれから行くところについて、何か言っていませんでしたか」

　その言葉に、ケイトは思わず声を荒あらげた。革命派に尋じん問もんされたのと全く同じ質問だ。

「私は知りません！　あの人達にだって、さんざん言いました」

「落ち着くんだ。まず君は、イライザの今の状じよう況きようを知っているか？」

　イーノットにそう言われ、一度深呼吸して心を鎮しずめてから、首を横にふった。

「ローワン、概がい要ようを」

　上官からの命令に、ローワンが書類のようなものを取り出し、喋しやべり始めた。

「イライザ・オースティン十八歳。両親は不明で、北部のクロスヒルの養護施し設せつで育てられました。王立大学の入学を目指し、スクールに入るためにウィングヒルに移り住んだようです」

　もちろん知っていた。ケイト自身も、幼い頃ころに両親を亡なくしており、それからは天てん涯がい孤こ独どくの身だった。趣しゆ味みがバイオリンだったことから、それをきっかけに仲良くなったのだ。

　イライザのように、施設育ちも珍めずらしくない。先の大戦では、数多くの戦争孤こ児じが生まれている。彼女はどこにでもいる学生のはずだ。軍に不満を持つ革命派に狙ねらわれる理由があるとは思えない。そんなケイトの疑問を感じ取ったのか、ローワンは頷く。

「ここまでなら、彼女はただの大学生です。しかしイライザには秘密がありました。いまや軍内部でも、残念ながら革命派にも知られていることなので、秘密ではなくなりましたが。……彼女には恋こい人びとがいたんです」

「恋人？」

　それがどうして革命派に繫がるのか。

「イライザが普ふ通つうの学生なら、恋人の方が普通じゃなかったということですか」

「君は頭の回転が速いな」

　イーノットが面おも白しろそうにケイトを見て笑う。馬ば鹿かにされているとしか思えず、ケイトは冷たく返した。

「それくらい、すぐ考えつきます」

「それは頼たのもしい」

　金の瞳ひとみは思いがけず優やさしげで、ふっと張っていた肩かたの力が抜ぬけそうになる。ケイトは慌てて顎あごを引いて体を固めた。警けい戒かい心しんが薄うすれそうになる自分を叱しつ咤たする。

　ローワンに続きを促すと、彼は話を再開した。

「ケイト嬢の考えた通りです。裏の世界では有名人と言ってもいいでしょう。恋人の名はセント・ギーナム。ここ二年程前から活動するようになった、強請ゆすり屋です」

「強請ゆすり……」

　よく分からないが、何やら物ぶつ騒そうな単語が出てきて、ケイトは言葉を切った。

「そうです。ですがセントは、そこら辺の低級な強請屋とはわけが違ちがいます。持っている情報の内容、信しん頼らい性せい、危険度、どれをとっても別格なんです。彼は軍の不ふ祥しよう事じを握っていました。下は末まつ端たんの兵士の予算の改ざんから、上は上層部の人間を意のままにできるほどの情報まで。実際にセントに脅おどされて、破は滅めつした例も報告されています」

「なんだか、付き合うには危険すぎる男に思えますけど」

「同感です。不思議なのは、セントが一体どこからそんな情報を仕入れてくるのかが分からないということです。決して尻しつ尾ぽを摑つかませない人間でした。彼は情報を、一冊の手帳に書き込んでいました。その手帳は、軍内部では開けば死を呼ぶ『棺ひつぎの手帳』と呼ばれ、後ろ暗いことのある者は戦せん々せん恐きよう々きようとしていたのです」

「棺の手帳……」

　不ふ吉きつな名前に、どれほど軍の関係者が恐おそれているのかが分かるような気がした。イーノットはどんな感情も顔に表さず、静かにローワンとケイトの会話を聞いている。

　問題はここからです、とローワンは居住まいを正した。

「セントは、二週間前に死にました」

「死んだ？」

「殺されたのです。心臓に一発、殺し屋の仕し業わざですね。動機は簡単です。セントの強請っていた情報を手に入れたかった。犯人はセントの隠かくれ家がをくまなく調べ尽つくしたようです。セント自身も全ぜん裸らで発見されました。服から何から、厳密に調べたのでしょう。セントの部屋から、手帳は見つかりませんでした」

「じゃあ、犯人が手帳を持って行ったんですね」

「いいえ。犯人は手帳を見つけられなかった」

　急に確信的な口調で言われ、ケイトは首を傾かしげた。

「どうして分かるんですか」

「犯人に直接聞いたからですよ。セントを殺した人間は、ある革命派が雇やとった殺し屋でした。その一派が殺し屋を回収する前に、私たちが確保したんです。殺し屋は、『自分がセントを殺したときには、すでに手帳は無かった』と証言しました。ということはその事件かそれ以前に、すでに手帳はセントの手を離はなれていたことになる。では、誰だれが手帳を持っているのか」

　ようやく、ケイトは話の先が読めてきた。

　思わず、頭を押さえてしまうケイトを、サニーが心配そうに見つめている。

「……つまり、その手帳をイライザが持っていると？」

「私達はそう考えています。いえ、軍部だけではなく、すべての革命派が恋人であるイライザを疑っているんです。現に彼女は姿を消しました。セントから預かったのか、それとも奪ったのかは分かりませんが。とにかく皆みんなが彼女を探している。私達からすれば消してしまいたい手帳でも、軍の転てん覆ぷくを謀はかっている革命派にしてみれば、その手帳を何としてでも探し出したいと思うでしょう。争そう奪だつ戦になるでしょうね」

　ケイトは、深夜にアパートを訪おとずれたイライザを思い浮うかべた。あの華きや奢しやな両りよう肩かたに、とんでもない秘密を背負っていたなんて。

「もしも革命派に手帳が渡わたるようなことがあれば、国が混乱する事態になります。せっかく大戦を経て落ち着いた国民を、また不安にさせるようなことは避さけたいのです」

　その言葉に、ケイトは目を伏ふせた。ローワン達もまた神しん妙みような顔つきになる。十年前の大戦で傷付いた心と体を、人々はゆっくりと時間をかけて癒いやしてきた。これ以上の苦しみを味わってほしくはない。

　それは分かるし、ケイトも同感だった。しかし──。

「強請ゆすられるような情報ということは、人様に暴あばかれては困るようなことを、あなた達の仲間がしたということですよね。あなた達は手帳を手に入れたらどうするつもりですか？」

「もちろん中身を調べ、罪ある者には処しよ罰ばつを受けてもらいます」

「隠いん蔽ぺいするの間ま違ちがいじゃなくて？」

「ずいぶん過激な物言いをする」

　ソファに深く腰こし掛かけ、腹の上でゆったりと手を組むイーノットは、そう言って笑えみを浮かべた。

「心配しなくても我が軍は、強請屋ごときに弱みを握られるような、無能な人間はいらないんだ。そういう人間は切り捨てられる」

「だったらもちろん、その不祥事は国民に公表するんでしょう？」

「……それはしない」

　イーノットの低い声を聞いて、ケイトの胸に苦い思いが広がった。

　──だから軍人なんて、信用できないのよ。

「あなた、それで恥はずかしくないんですか」

　ケイトは真っ直ぐに、イーノットの瞳を見返した。ローワン達が、ぎょっとした様子でケイトを見たのが分かったが、かまわないと思った。沸ふつ々ふつと湧わき上がるのは、怒いかりだ。

「公表はしないけど、処罰はきちんとしますなんて言われても信じられるわけないでしょう。軍は何のためにあるんですか？　国と国民のためでしょう。それなのに、あなた達のやってることは身内の恥はじを揉もみ消すことや、自分の保身だけ。国や国民をないがしろにしてやることがそれですか。恥ずかしくないの！」

「悪事は暴かなくてはならない。しかし、もっと優先すべきことがある。国が混乱し、軍が機能を失ったらどうする。そんな時にまた他国から攻め入られたら、今度は負けるかもしれない。国民はようやく、日常を取り戻もどして日々を過ごしている。それを守り続けることが重要だ」

　イーノットは、表情を消してそう言い切った。

「不祥事を揉み消すことが、あなたの仕事ですか？」

「どう思ってくれても構わない。今は君の友人を救う」

　友人という言葉にはっとするケイトに、ローワンが口を挟はさんだ。

「ケイト嬢じよう。あなたに手帳を探すのを手伝ってほしいのです。それにこれは、あなたの友人を助けることにもなります」

　ローワンの言葉に、ケイトはイーノットから視線を外した。

「イライザは、あなたのアパートを出てから、完全に消息を絶っています。しかし、今のところ私達の元に、革命派が手帳を得たという情報はありません。つまりそれは、イライザがまだ生きているという可能性を示しています。今や軍、革命派に追われる身として、手帳は彼女が生きるための切り札です。イライザと手帳は必ず繫つながっている」

「何が言いたいんですか？」

「イライザが手帳の中身を見たにしてもそうでないにしても、見つかれば彼女は確実に消されるということです」

　消されるという言葉に、ケイトは冷たくなった自分の手を握にぎり締しめた。情報とは、その秘ひ匿とく性せいが重要になる。イライザは、強請ゆする側にとっては、その情報の価値すらひっくり返してしまう存在なのだ。

　けれどそれは、強請る側の勝手な言い分だ。

「そんなの絶対に許せません！」

「ですから、あなたに協力してもらいたいのです」

　ローワンの言葉に、イーノットが口を挟んだ。

「君も、彼女を早く見つけたいだろう」

「それはもちろんです」

　王立大学の入試は、あと二週間を切っている。それまでに、何としても見つけ出したい。

「そういえば、君はイライザと同じスクールに通っているんだったな。医術科を目指しているんだろう？」

「……私のことも調べたんですか？」

「ああ。調べさせてもらった。もうすぐ王立大学の入試が迫せまっている。君はそれまでに、イライザを見つけ出したいだろう」

　イーノットは思案するように、両手を組んだ。

「私達も、一刻も早く手帳を見つけ出したいんだ」

　ケイトはイーノットを見返した。先ほどケイトの言葉に感心した表情は消え、考えの読めない笑みに変わってしまっている。

「どうして、と聞いても、きっと答えてくれないんでしょうね」

「そうだな。私が言いたいのは、君にも私達にも時間がないということだ。だからこそ、互たがいに協力し合わないか」

　──軍に協力なんてしたくない。

　それはケイトの偽いつわりない本音だ。だが、ケイト一人でイライザを探すのが難しいことも分かる。しかも相手は革命派や軍など、一いつ介かいの市民にどうこうできる相手ではない。銃じゆう口こうを向けられた時を思い出す。自分はあの時、何もできなかった。

　ケイトの好き嫌きらいでイライザを探す可能性を消すことはできない。

「六日前、イライザ・オースティンから南部基地の回線に電話が入った」

　ケイトは弾はじかれたように顔を上げ、イーノットを見つめる。

　イライザはケイトにバイオリンを預けてから、南部基地に電話をかけたことになる。

「君が革命派に狙ねらわれている、という電話だった。君を巻き込もうとして、だがその危険を最小限にしようとしたんだろう」

　呆ぼう然ぜんとするケイトに、イーノットは少し笑って、止とどめとばかりに言った。

「私なら、何か困ったことがあった時、唯ゆい一いつ無む二にの親友を頼たよるよ」

　ケイトはイーノットの瞳ひとみを見た。そして、目を閉じる。

　イライザを見つけたい。見つけて、試験を受けて絶対二人揃そろって大学に入学するのだ。

　──そのためなら、何だってする。

「分かりました。あなた達は手帳を、私はイライザを見つけたい。協力します」

「交こう渉しよう成立だな」

　差し出されたイーノットの手を一いつ瞬しゆん戸と惑まどったように見て、ケイトは頭を下げた。

「よろしくお願いします」

「握あく手しゆはいやか」

　気を悪くした様子も見せず、ただ面おも白しろそうに眉まゆを上げたイーノットに、ケイトは言った。

「そんなことをしなくても、私はあなた達に協力しますし、あなた達もそうであってほしいと思っています」

　イーノットはふいにケイトの手を握った。

「なっ」

「だったら握手をしても同じことだろう」

　イーノットの唇くちびるの端はしがきゅっと持ち上がって、人を喰くったような笑みに変わる。

「君の期待に応こたえられるよう、努力しよう」

　ローワンとサニーも、イーノットの言葉に力強く頷うなずいた。







　二章　二つめのバイオリン







　夕方、スクールから出てくると、道の端にひっそりと車が停とめられているのを見つける。

　ケイトはきょろきょろと辺りを見回して、目立たない黒い車に乗り込んだ。

「お勉強、お疲つかれ様です！　ケイトさん」

　運転席に窮きゆう屈くつそうに座っているロジャー准じゆん尉いが、にかっと笑って頭を下げた。

　その風ふう貌ぼうに全く似合わない爽さわやかさで挨あい拶さつされる。黙だまっていれば、怒おこっているのかと勘かん違ちがいしそうになるほどその眼光は鋭するどい。だが笑えみを作られたところで、顔の怖こわさや迫はく力りよくはいっそう増すばかりだ。しかし話してみると彼は穏おだやかで、とても礼れい儀ぎ正ただしかった。

「今日もよろしくお願いします」

　ケイトもお辞じ儀ぎをすると、ロジャーはいそいそと懐ふところから何かを取り出した。青色の小さな紙に包まれたそれは、チョコレートだ。ケイトの手のひらにも乗せられる。

「一日の疲れを癒いやすのは、チョコレート以外考えられませんよね！」

　ロジャーは、その外見からは似合わない、大のチョコレート中毒者だった。軍服のありとあらゆるポケットに、チョコレートを入れていないと気が済まない、という執しゆう着ちやくぶりだ。

　なんでも、戦争中に食べる物が無くなり、飢き餓が状態で死にそうになった時、一欠けらのチョコレートを上官から貰もらい、命が助かったのだと言う。

　ロジャー・キーネスト准尉は、ケイトをスクールと隠かくれ家がに送り迎むかえする運転手兼けん護衛だった。ケイトはイライザが最後に接せつ触しよくした人間として、革命派に再び捕つかまる可能性があった。そのため、ロジャーが任命されることになったのだ。

　診しん療りよう所じよの仕事は、当分休むことになった。仕方のないことだと感じながらも、仕事が出来ないというのは、生活費を稼かせがねばならないケイトにとってはやはり本意ではなかった。

　車が止まり、ロジャーが周囲を確かく認にんしてケイトの座る後部座席の扉とびらを開けた。大通りから少し逸それた場所に、ひっそりと佇たたずむ古いアパート。ケイトが目を覚ました時にいた、イーノットの隠れ家である。ケイトは自身の安全のため、このアパートで暮らしているのだ。

　ケイト達は二階へと上がる。ロジャーが玄げん関かんの呼び鈴りんを短く四回鳴らすと、扉が開いた。

「よう。おかえりケイト」

　出てきたのはサニーだ。扉の外を隙すきのない様子で窺うかがうと、ケイト達を入れて、すばやく扉を閉める。そこでようやく二人を交こう互ごに見て、くんと鼻を鳴らした。途と端たんに顔を顰しかめる。

「またチョコ食ってきたな。ったく、そんな甘ったるいもん、何がいいのかねぇ。匂においを嗅かぐだけで、脳みそ溶とけそうになるぜ」

「中ちゆう尉い！　お言葉ですけど、チョコレートは素す晴ばらしい食べ物なんですよ。糖分が疲れた体を癒し、その魅み惑わく的な甘さが心をも癒す──、何度考えても、これ以上の食品を思いつきません！」

「他ほかにもいっぱいあると思うがなぁ。酒なんてどうだ？」

　くい、と呷あおるような仕草をサニーがすると、「チョコと酒を一いつ緒しよにしないでくださいっ！」とロジャーから激しい叱しつ責せきを受ける。

「ああ？　お前、酒を馬ば鹿かにすんのか」

「あんな苦いだけの飲み物、全然癒されませんよ」

「それはお前がお子ちゃまだからだろー？」

「では中尉は大人だと？　酒に酔よってベロベロになった中尉をいつも介かい抱ほうしている私が、子供だとおっしゃりたいんですか」

「おいおいロジャー准尉。上官の俺に向かってそれはないんじゃないの？」

　口元を引きつらせながらサニーが微笑ほほえむと、ロジャーは「はっ、申し訳ありません」と敬礼を見せる。

「さて、まあともかく。立ち話もなんだな。さ、入れケイト」

　さくっと話を誤ご魔ま化かしたサニーに、ケイトは呆あきれながらも素す直なおに頷うなずいた。

「お邪じや魔まします」

　ケイトがそう言って部屋に入ろうとするのを、サニーがじっと見て「他た人にん行ぎよう儀ぎだなぁ」と言った。

「他人ですから」

　すぐさまそう切り返す。サニーは苦く笑しようすると、ケイトの顔を覗のぞき込んだ。にへら、と相好が崩くずれる。

「もうちょっとこうさ、仲良くしようぜケイト」

「私はイライザを探したい。だからあなた達と協力するし、知っていることも話すつもりです。でも仲良くする必要はないでしょう」

「人と人との付き合いってのは、必要とか不必要とかで割り切れるものじゃねえだろ」

　サニーが困ったように頭を搔かいた。

「私は割り切れますから」

「とにかくよ、まずその言葉づかいどうにかしてくれないか？　敬語なんか使われるとこう、体が痒かゆくなってくるっていうか。──なあ？」

　サニーがロジャーに話を振ふると、ロジャーも力強く頷いた。

「そうですよ。俺は何か、悲しくなっちゃうんで」

「お二人は私より年上ですから、敬語を使うのは当然です」

　それに軍人だから、とは、ロジャーの下がった眉を見ると、なぜか言えなくなった。

「年上の俺らがいいって言ってんだぞ。年長者の言葉には従いなさい」

　言わなきゃ何度でも説得するぞ。そんな風に言われて、とうとう根負けした。

「分かりま……、わ、分かったわ」

　ケイトが言い直すと、サニーはにっと白い歯を見せて豪ごう快かいに笑った。

「よーし。親しくなる第一歩をこれで踏ふみ出したな！」

「は？　な、なんでそうなるん──」

　ぎょっとして顔を上げると、ケイトの言葉を遮さえぎって、サニーは「それとな」と人差し指を立てた。

「お前の怪け我がの手当てしたのは少しよう佐さだ。なかなか目を覚まさなくて、すっげえ心配してたんだぞ。お礼はちゃんと言ったか？」

「少佐が？」

　ケイトは驚おどろく。サニー達の中の誰だれかがやってくれたのだと思っていた。部下に命じずに、高官自ら手当てをするとは、信じられなかった。

「だからさ、お礼に言ってやれよ。かわいーく、『ただいま』と『おかえり』。喜ぶぜー？」

　サニーは珍めずらしく真ま面じ目めだったが、すぐに面おも白しろがるような表情に変わる。

「……なんでそうなるんですか？　普ふ通つうにお礼は言っておきますから！」

「ほらほら。敬語に戻もどってるぞー」

　聞く耳を持たないサニーに、ケイトは戸と惑まどう。

　──なんなの、この人達は。

　軍人とは、傲ごう慢まんで特権意識の塊かたまりのようだと感じてきた。しかし彼らは、ケイトに親しげに笑いかけ、互たがいの距きよ離りを縮めようとする。

　サニーが居間の扉を開けた。すると、何とも爽やかで甘い香かおりが漂ただよってきた。目の前のテーブルに山盛りの林りん檎ごが置かれている。

「わあ、美味おいしそう」

「ああ、ここ来る途と中ちゆうでもらったんだ。この前、腰こしを痛めてるばあさんがいてな、歩くの辛つらそうだから家まで車で送ってったんだよ。ついでに庭の枝切りも手伝ったんだ。そしたら今日、たまたま会ってな。『基地の皆みなさんでどうぞ』って」

「軍人が、……枝切り……？」

　ケイトは目を丸くする。あまりにもそぐわない単語の組み合わせだ。

「俺らの上司の方針なんでね。雪かきとか、屋根の修理だってやるぞ。少佐いわく、国民の助けになることが軍人の仕事で、それに大きいも小さいもないんだと。ま、ばあさん家ちの枝切りを率そつ先せんしてやったのも少佐だしな。俺達は便利屋か！　って言いたくなる時もあるが」

　ケイトは、テーブルに置かれた林檎を見つめた。袋ふくろに、溢あふれんばかりに入れられた林檎は、それを贈おくったおばあさんの感謝の表れだろう。

　そんなこと、素直に信じるつもりなの。

　心の中で、そう警告する自分がいる。だが、目の前で嬉うれしそうに林檎を手に取るサニー達を見ていると、自分の考えに小さな迷いが生じてくる。こうして話してみると、サニー達はまるでケイトの考える威い圧あつ的で近寄りがたい軍人とは違ちがうのだ。

「いい香りがするな」

　ふいに入ってきた声に、ケイトはビクリと肩かたを揺ゆらした。振り向くと、イーノットとローワン、そしてもう一人、軍服を着た若い青年が居間に入ってくる。女の子に間ま違ちがわれそうなほど、可愛かわいい顔をしていた。大きくて零こぼれそうな瞳ひとみに、赤みが差した頰ほおは染しみ一つなく、十五歳程度にしか見えない。

　サニーとロジャーはすばやく敬礼をすると、「異常ありません」とイーノットに告げる。その光景を見ていると、サニーと目が合った。物言いたげな視線を送ってきて、ケイトは思い当たった。

『おかえりって言ってやれ』

　できません、とこちらも視線でそう答えるが、サニーはにっこり笑って気付かない振ふりをしている。

　イーノットの方を窺ってみると、何だ？　という怪け訝げんな顔とぶつかった。

　この金の瞳を目の前にすると、いつも少しだけ怯ひるんでしまう。ケイトは自分を叱しつ咤たした。

「怪我の手当てをしてくれたお礼が遅おくれました。ありがとうございます」

　イーノットは、目を瞬まばたかせた後、ようやくケイトの言葉が染み渡わたったようだった。

「女性の顔に傷でも残ったら大変だからな」

　頰の傷のことを言っているのだろう。

「別に気にしませんよ」

　イーノットは眉まゆを寄せた。

「気にしなさい。せっかく綺き麗れいな顔なんだから」

　──綺麗？

　不意打ちに言われた言葉に、ケイトはぎょっとする。自じ慢まんではないが、男性に赤毛をからかわれることはあっても、容姿を褒ほめられたことはないのだ。

　ケイトはイーノットの顔を見た。その表情には、嫌いや味みも噓うそも見えない。

　どうしよう。何か言うべきなの？

　ありがとう、それは嬉しいわ。……なんてさらりと切り返す術を、ケイトは持ち合わせていない。あわあわと視線を動かしていると、サニーがにやりと笑っているのが見える。

　笑ってないで助けてっ。

　ケイトの思いが通じたのか、サニーがイーノットの方に向き直る。

「えーと、少佐。その林檎はもらい物です。ほら、この間枝切り手伝ったばあさんからです。腰も順調に良くなってるって言ってましたよ」

「ああ、それは良かった」

「さっき一つ食べましたけど、結構美味うまかったですよ」

　その言葉に反応を示したのは、イーノットではなく、幼い顔立ちの青年だった。

「わーい、僕、林檎大好き」

　弾はずむような高い声が上がる。さらさらとした灰色の髪かみを揺らして、軽く飛び跳はねる。その仕草はまさに子供のような無む邪じや気きさで、軍服がちぐはぐな印象を与あたえた。

　ケイトの視線を感じたのか、彼はケイトににっこりと微笑ほほえみかけた。笑うと更さらに幼く見える。

「お姉さんが、ケイト・エドモンドだね。初めまして、僕はティム・ウォーレストン。階級は少しよう尉いだよ」

　そこで、ティムは痛ましそうに顔を歪ゆがめた。

「頰を叩たたかれたんだって？　少佐の言う通り、こーんな綺麗な顔に、よくそんなことができるよね。本当にひどい」

　芝しば居いがかったような物言いに、ケイトは胡う散さん臭くささを感じた。

　ティムとケイトの会話を断ち切るように、ローワンが咳せき払ばらいをした。

「ケイト嬢じよう。今日はあなたに見てもらいたいものがあります」

　そう言ってケイトに、一通の手紙を差し出した。

「実はイライザが軍に電話をかけてきてから、あなたのアパート宛あてに届く予定の郵便物を、こちらでずっと差し止めて回収していました。ポストに入ったままでは、革命派に盗ぬすまれる可能性もありますから」

　ケイトは眉を寄せるのを止められない。

「……勝手に中身を見たんですか」

「事後承しよう諾だくになってしまったことは謝ります。とにかく、これを見てください」

　ケイトは封ふう筒とうを裏返す。差出人の名は、イライザ・オースティン。

「イライザからだわ！」

　少し丸まった字はイライザの筆ひつ跡せきに間違いない。ケイトは急いで封筒を開けた。

　出てきたのは、一枚の招待状だった。

「えーと、なになに。『ウィングヒル市民楽団第十三回定期演奏会』？」

　ケイトの肩かた越ごしから手紙を覗のぞき込み、ティムは「何これ、明日じゃん」と声を上げた。

　確かに日付は明日となっている。場所はウィングヒルの音楽ホールだ。街のほぼ中心に建つ王立大学に隣りん接せつしており、市民が身近に音楽を楽しめるホールとして親しまれている。

「彼女はこの楽団に入っていたんですよね？」

　ローワンの言葉にケイトは頷うなずく。

「消印を見てください。これは、あなたがイライザと会った最後の日の日付になっているでしょう」

　──確かにそうだわ。

「君に会う前に、この手紙は投とう函かんされている。何か意味があるからこそ、これを君に送ったはずだ」

　イーノットの言葉を聞きながら、ケイトはイライザの書いた字を眺ながめた。どんな気持ちでこの手紙を書いたのだろうか。

　──ここに行けば、イライザに会えるの？

「行く。この演奏会に行きます！」

　その言葉を待っていたように、イーノット達が頷いた。

「革命派がどこに潜ひそんでいるか分かりませんからね。こちらも内密に部下を入り込ませましょう。少しよう佐さはケイト嬢の傍そばにいていただきます。この招待状は同どう伴はん者しや可だそうですから」

「えっ」

　ローワンの言葉に、ケイトは慌あわてる。

「何で少佐も一いつ緒しよなんですか。中尉や准尉ではだめなんですか？」

「中尉や准尉は、裏方に回ってケイト嬢を守りますので」

　サニーとロジャーを見ると、にこりと笑って手を振ふられた。

「君のことは、私達がきちんと守る」

　イーノットがよく通る声でそう言った。










　ケイトは鏡の前に立ち、自分の姿を眺めた。

「よし。たぶんこれで問題ないはず」

　演奏会に行くのに、さすがに普ふ段だん着ぎでは行けない。ドレスコードはないはずだったが、演奏会も立派な社交の場だ。演奏する人間に敬意を払はらう意味でも、少しは改まった服装で行く必要があった。

　ケイトが着ているのは、少しだけ襟えりぐりの開いたワンピースだ。革命派に捕つかまる可能性があるため、隠かくれ家がのアパートから出られないケイトの代わりに、軍部で働く女性が買ってきてくれたものだった。ケイトの瞳の色に合わせた青いワンピースで、赤毛の髪もリボンによって、今日は高い位置でひとつに纏まとめている。首元には、小さな赤い石のついたネックレスが控えめに揺れていた。

「おーい、ケイト！　用意できたかー？」

　サニーが扉とびらをノックする。ケイトはバッグを持って、扉を開けた。

「お待たせしました。さ、行きま──」

　そこでケイトは、目の前に立つイーノットの姿に目を見張った。

「いつもの軍服と、……違ちがいますね」

「式典や、改まった場所に行く時の軍人の正装はこれなんだ」

　黒い軍服は変わらないが、胸むな元もとには幾いくつもの十字の戦功章が揺ゆれている。肩かたから吊つるされた飾かざり紐ひもや、肩けん章しようは金色で、まるでイーノットのために誂あつらえたように、彼の瞳ひとみとよく合っていた。

　普ふ段だんの軍服に比べ、気品や華はなやかさが加わり、まるで別人のような気がした。近寄りがたさを感じるのに、目が合えば金の瞳は、親しげにケイトに笑いかける。それだけのことなのに、ケイトは心臓がうるさく鳴るのを感じた。

　染しみひとつない真っ白な手て袋ぶくろをした長い指が、襟えり元もとを正す。その動きを追うように目線がいって、ケイトは慌てて目を逸そらした。

「重くて肩が凝こるだけだが……、君を守る牽けん制せいくらいにはなるだろう」

「牽制？」

「君の後ろには、私が付いているということだ。革命派が、どこで見ているか分からないからな」
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　またじっとイーノットを見つめてしまっていたケイトは、すぐに目線を逸らした。だが、イーノットの方はこちらを見続けている。視線を感じて、頰ほおにじわじわと熱が集まってくる。ケイトは段々気き恥はずかしくなってきた。

　別に恥ずかしい格好をしているわけではないが、イーノットと並び立つことに気き後おくれを感じる。

「あの。私と歩くのが恥ずかしかったら、他人の振ふりをしてもいいですからね」

　イーノットは、何を言われているのか分からない、というような顔をした。

「なぜそうなるんだ？　そんなことは一言も言っていないだろう」

「じゃあ何でそんなに見るんですか。色々文句はあるんでしょうけど、私にはこの服しかないんです」

　ようやく、イーノットはケイトの言いたいことを理解したようだった。困ったようにこめかみを搔かき、それから苦く笑しようした。

「そんなつもりで見ていたんじゃない。誤解させたのなら悪かった。……君は、もっとそういう格好をした方がいいと思っただけだ」

「はい？」

「君はたぶん、あまり着飾ることに興味がないんだろう？　機能的で動きやすい普段着からもそれは分かる。でも、そうやって飾れば綺き麗れいなんだ。だから、もったいないと思ってね」

　──これは誰だれに向かって告げられている言葉なんだろうか。私？　私なの？

　頭が追い付かないまま、心だけが勝手に反応して顔が熱くなる。

「いちゃいちゃしてるとこ申し訳ないですけど、時間ですよー、お二人さん」

　サニーの声がして、二人の視線を遮さえぎるように手をひらひらと振る。イーノットはようやくケイトから視線を外した。ケイトは緊きん張ちようから解かれたようにホッと息を吐はく。そして、そんな自分に苛いら立だつ。

　──何なのもう。いやだ。なんでこんなに動どう揺ようするの。

　煩うるさい自分の心臓に悪態をつく。だがドキドキと動く心臓は、なかなか正常に戻もどらなかった。
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　音楽は洪こう水ずいのように巻き起こって、時には真綿で包まれるように優やさしく変化する。それはまるで生き物のようで、ひとつとして同じ演奏というのは聴きけない。同じ曲でも、常に新しん鮮せんな発見や驚おどろきがある。

　七百人ほどを収容できるホールは、半数以上席が埋うまっている。ケイトとイーノットは前の方の席で、オーケストラの演奏を聴いていた。サニー達は、直接会場には入らず、裏口へとまわっていた。

　演奏を聴きながら、ケイトの目はやはり、バイオリンに向かってしまう。

　生き生きと演奏する演奏者を見ていると、ケイトの胸の中で普段抑おさえていた気持ちが湧わき出そうになる。

　──弾ひきたいな。

　だが、すぐにそんな気持ちには蓋ふたをする。ケイトはぎゅっと、膝ひざに置いた両手を握にぎりしめた。

　最後の一音が鳴り響ひびく。

　拍はく手しゆが沸わき起こり、演奏会が終わったことを告げた。

　すぐにケイトとイーノットは立ち上がる。すると、さっと幾つかの視線が注がれた。……主に女性から。

　視線を受けて、ホールに入った時のことを思い出し、ケイトは溜ため息いきを吐ついた。

　整った顔立ちに、更さらに正装を着ることで精せい悍かんさが増したイーノットは、ひたすらに女性の熱っぽい視線を集め続けていた。

　そして恋こい人びとのように手を引かれ席までエスコートされたケイトには、刺とげ々とげしい視線が刺ささる。

　演奏が始まって、集中していた視線が逸らされたと思ったが、また再開したようだ。

「では、控ひかえ室しつに行ってみよう」

　当たり前のように手を差し出されて、ケイトは固まる。

「……一人で歩けますから。あと、もうちょっと離はなれて歩きません？」

「なぜだ？」とイーノットは怪け訝げんそうに聞いた。

　あなたと一いつ緒しよにいると視線が集中するんです、とでも言えばいいのだろうか。

「一人で歩いていると、男どもが寄ってくるぞ」

「……ああ。赤毛、珍めずらしいですから」

「違う」

　可能性のある答えを言ったが、即そく座ざに否定されてしまう。

「まあ、その赤毛は確かに目を奪うばわれるが」

「珍ちん獣じゆうを見るみたいな感じですよね？　そういう視線にももう慣れましたから」

「君は慣れてるんじゃない。分かっていないだけだろうが」

　なぜか大きく溜息を吐かれてしまい、ケイトは訳が分からない。

「いや、私には少しよう佐さの言っていることが分かりません」

「ああもういい。ひとつ忠告するが、君は何でも赤毛のせいにするのはやめたほうがいい」

「どういうことですか？」

「君は鈍にぶすぎる」

　ケイトはムッとして反論する。

「この間は、頭の回転が速いって言ってましたよね」

　イーノットは、やれやれと肩を竦すくめた。

「勉強はできるのに、そっち方面はてんで子供だな」

「そっち方面ってどっちです。もっと具体的にかつ分かりやすく言ってください」

「私にこれ以上、綺麗だと言ってほしいのか。これがわざとなら、すごい手て練だれだな」

「は──」

　ケイトがぽかんと口を開ける。「やはり君は子供だ」とイーノットはケイトの肩を抱だき寄せ、ホールの奥にある控室へと歩き出した。










　控室では、心ここ地ちよい疲つかれに浸ひたった楽団員達が和なごやかに談笑していた。楽団員達は入ってきたケイト達に目を向ける。その中の一人の女性が、ケイトを見て立ち上がった。一番前の席でバイオリンを弾いていた人だ、とケイトは思い出す。

「初めまして。もしかしてあなた、ケイト・エドモンドかしら？」

　ケイトはにわかに緊張する。

「ええ。そうです」

「やっぱり。赤毛なんてそうそういないものね。私はリアーフ。……それにしても、イライザの言ったとおり、綺麗な赤色ねえ」

　イライザの名前が出たことで、イーノットの視線も厳しくなる。

「イライザから？　イライザはどこにいるんですかっ」

　ケイトが詰つめ寄ると、リアーフは面めん食くらいながら言う。

「ここには来てないわ。私はイライザから、あなたに手て渡わたすように頼たのまれてただけよ。今日、たぶん演奏会に来るから、これを渡してほしいって言われてたの。よかったわ、楽屋に来てくれて」

　はい、と渡されたのは、バイオリンケースだった。

「これを、イライザが私に？」

　ケイトは、渡されたケースをぎゅっと抱きしめる。

「ええ。イライザからのプレゼントだそうよ。もともとは楽団の持ち物だったんだけど、イライザに譲ゆずったの。管理もしっかりやってたから、良い音でるわよ？　あなた、バイオリン弾ひけるんでしょう？」

　ケイトは目を逸そらした。

「でも、ずっと弾いていませんでしたし」

「あなたと一いつ緒しよに演奏したいって、イライザずっと言ってたのよ？　あなた、今バイオリン持ってないんでしょう。だからこれは、そのためのプレゼントなんじゃない？」

「……プレゼント」

　小さく呟つぶやき、胸に抱だいたバイオリンケースを見下ろす。

「勉強に専念するために、バイオリンをやめたんですって？　イライザから聞いたわ。彼女、すごく残念そうだった」

　イーノットがじっとケイトを見つめるのが分かった。ケイトはその視線から逃のがれるように、顔を俯うつむける。

「バイオリンは、やめたんです」

「バイオリンは嫌きらい？」

「そんなこと──」

　ない、と言いかけて、結局言葉に詰まった。

　そんなケイトの様子をしばらく眺ながめていたリアーフは、「弾きたくなったら楽団にいらっしゃい。歓かん迎げいするわ」と言ってケイトの手を握った。







　ケイト達の乗った車は音楽ホールから、隠かくれ家がへと向かっていた。

「隠れ家で開けてみよう」

　イーノットの言葉に頷うなずく。

「ひとつ聞いていいか」

　ケイトはイーノットの方に向き直った。

「君がバイオリンを弾けるとは知らなかったな」

　ケイトは目を伏ふせた。心の一番奥の方で、疼うずくような痛みをやり過ごす。

「最近は全く弾いてないんです」

　言葉少なくそれだけを言えば、「そうか」と言ったきり、イーノットはそれ以上は聞いてこなかった。

　ケイトはホッとし、窓に視線をやった。外はもう暗く、街灯が等とう間かん隔かくに輝かがやいている。

　しばらく無言で窓の外を見ていたが、ふと違い和わ感かんに声を上げた。

「あれ、ここは右に曲がるんじゃないですか？」

　隠れ家へと続く道を素す通どおりし、車はどんどん逆方向に進んでいる。それなのに運転手のロジャーは動どう揺ようした様子も見せず、イーノットも何も言わない。ケイトが口を開こうとすると、はっとしたように助手席のサニーが腰こしを上げ、フロントの窓に顔を近づける。

「少佐！　見てください！」

　サニーの緊きん迫ぱくした声に、視線を前に向けた。

　前方に、燃え上がる炎ほのおと黒い煙けむりが見える。

「火事か……!?」

　イーノットが眼まな差ざしを鋭するどくする。

「ロジャー」

「了りよう解かいしました！」

　ロジャーは心得たとばかりに、アクセルを踏ふんだ。

　人だかりを抜ぬけていくと、燃えているのは、ウィングヒルでも有名なレストラン『アベール』だと分かった。高級志向で、軍や貴族もよく利用している。そして一いつ般ぱん市民は、何かの記念日や思い出作りの時だけに訪おとずれる、敷しき居いの高いレストランだった。案の定、色とりどりのドレスで着き飾かざった婦人達やスーツに身を包んだ紳しん士し達が、呆ぼう然ぜんとした様子で火を眺めている。

　これ以上進めないというところで車を止めた。

　サニーが目を眇すがめて、周りの状じよう況きようを確かく認にんする。

「まだ消火車も来てないみたいだな。いるのは街の見回りやってた警務部の奴やつらだな。南部基地から応おう援えんはまだか……。どうします少佐？」

　イーノットは車から出る。そこでケイトに視線を合わせた。

「君はロジャーと先に行くんだ」

「お医者様はもう来てるんですか？　私も行きます。応急手当てくらいならできます！」

「駄だ目めだ。革命派がどこにいるかも分からない。危険すぎる」

「でもっ」

「ロジャー、今すぐ彼女を安全な場所へ連れて行け」

　ロジャーはちらりとケイトを見て、それから力強く頷く。

「はい、少佐」

「サニー、付いてこい」

　そう言って、イーノットはサニーと行ってしまった。

　ロジャーはすぐさまエンジンをかけ、車を発進させる。車中に重苦しい沈ちん黙もくがおりた。イーノットの言うことは分かっているつもりだが、一方的な命令に納なつ得とくできない。

　きびきびとした態度と思わず背筋を伸のばしたくなるような鋭い声に、組織を束ねる指揮官の顔を見たような気がした。今日一日、近くにいすぎて忘れそうになったが、イーノットは多くの部下の命を預かり、戦争に勝利してきた男だった。数時間前までそんな人間と手を握にぎっていたなんて、噓うそのように思える。

「そんな怖こわい顔をしないでください。少しよう佐さはケイトさんが心配なんですよ」

「心配なのは私じゃなくて手帳でしょう」

「そんなふうに言わないでください。少佐はそんな人じゃない」

　穏おだやかなロジャーの口調が、珍めずらしく強くなる。ケイトは驚おどろいてロジャーを見返す。ロジャーも自分の口調を恥はじたのか、「すみません」と謝った。

「でも少佐は本当に、仲間を大切にする素す晴ばらしい人なんです。あの大戦の時だって、決して仲間や部下を見捨てなかった」

「私は少佐の仲間じゃないわ」

「いいえ。あなたももう仲間ですよ。少佐の守るべき人に、ちゃんと入っている」

　優やさしく笑われて、ロジャーがそう信じ切っているのが分かった。その視線を受け止めきれず、ケイトは顔を逸らした。

「──危ない！」

　その時、ロジャーの慌あわてた声が聞こえ、急なブレーキに体が前に倒たおれそうになった。

「すみません。大だい丈じよう夫ぶですか、ケイトさん」

「な、何……」

　視線を窓の外に移すと、車の前で煤すすけた顔をした男性が驚きに目を見開いて立っていた。気付かずに車の前に出てしまったのだろう。男性はケイト達に頭を下げ、また歩き出す。腕うでを押さえており、その皮ひ膚ふは赤い。顔は苦痛に歪ゆがんで、歯を食いしばっているのが分かった。

　ケイトは窓に張り付いた。

「……だめ。やっぱり、じっとしてるなんて無理だわ」

　ケイトはその男性を目で追いながら、そう呟いた。「え」と声を上げるロジャーに言う。沸ふつ々ふつと、胸から湧わき上がるのは、何とかしなくちゃという思い。

「バイオリンはロジャー准じゆん尉いが見てて！　私、手当てを手伝ってくる！」

「ええっ！　ちょっ、待っ」

　ロジャーがケイトとバイオリンを交こう互ごに見返す。その間に、ケイトは車から飛び出していた。

　外に出ると、焦こげたような匂においが更さらに強くなる。ケイトはできるだけ立ち込める煙を吸わないようにしながら、駆かけ出した。







「状況はどうなっている？」

　明めい瞭りように響ひびくその声だけでも、イーノットは人を振ふり返らせるような雰ふん囲い気きがあった。街の見回りに出ていた栗くり毛げの若い男は、今年入ったばかりの新米だったが、すぐに目の前の男が誰だれか悟さとったようだった。突とつ然ぜん現れたイーノットに驚き、狼ろう狽ばいしながらも敬礼を返す。

「はっ！　レストラン内にいた人間は全員避ひ難なん済みです。ただ今消火車を手配している最中であります！」

　近くまで来ると、頰ほおの皮膚が熱風でヒリヒリと痛む。夜になって風が出てきたため、火の勢いは増しているようだった。

「いつ消火車は来るんだ？」

「この風じゃ、他ほかの建物にも燃え移るかもしれない」

　周りでひそひそと囁ささやかれる声には、不安と焦あせりと恐きよう怖ふが滲にじんでいる。

　イーノットは息を吸う。

「消しよう火か栓せんはどこに配置されている？　見つけたら人だかりをどけて、消火車が入りやすくさせろ。足りないならタナス川から水を引くよう手配するんだ。そこの野や次じ馬うまは避難させろ。風向きによっては危ない。軍医はまだか？　怪け我がの手当ても早急に行うんだ。いいか、これ以上の延えん焼しようは防ぐぞ！」

　混乱する現場であっても、イーノットの毅然とした声は、揺ゆらぐことなく空気を震わせた。ようやく頼たよるべき指針を見つけた軍の関係者たちが敬礼し、それぞれ散っていく。

　その時、イーノットの背後で声が上がった。

「大変だ！」

　レストランの客だったのだろう、中年の男性が声を張り上げている。年配の紳士を支えながら、イーノット達に訴うつたえる。

「この人の奥方が見つかっていないんだ！　もしかしたら、まだ建物の中にいるのかもしれない！」

　支えられた老人は青い顔で震ふるえていた。イーノットの横から、サニーがすっと進み出る。

「じいさん。奥さんの名前は？」

「リ、リシュアですが……」

「よし。リシュアさんな。待ってな」

「サニー」

　何をする気なのか分かって、イーノットは声をかけた。

「相手も助けて、自分も助かる。その自信があるのか」

「なきゃ言いませんよ」

　イーノットはじっとサニーを見つめ、それから覚かく悟ごを決めたように息を吐はいた。

「……頼たのむ。必ず助けて来い」

「了りよう解かい」

　サニーは汲くんできた水を頭からかぶると、建物へと入っていった。







「もう大丈夫ですよ。これを当てて。冷やし続けてください」

　ケイトは、近くの家や店から水と布を分けてもらい、火傷やけどをした怪我人の応急手当てを始めていた。熱風の当たらない、火事現場からできるだけ離はなれた場所を選んだ。

　火傷の程度が軽い人には、冷水で濡ぬらした布を患かん部ぶに当てて冷やす。火傷の手当ての鉄則はとにかく冷やすことだった。

「おい。何をやってるんだ？」

　振り返ると、坊ぼう主ず頭の男が太い眉まゆを寄せて訝いぶかしげにケイトを見ている。ケイトは反射的に体を固くした。

　軍服の袖をまくって汗あせを拭ぬぐいながら男はケイトの頭から顔、そして手に持っている布を見て、「ああ」と声を出した。

「もしかして手当てしてんのか？　お前、医学の心得があるのか」

「街の診しん療りよう所じよで、診しん察さつの手伝いをしてるんです。応急手当てくらいならできます」

　ケイトの言葉を聞いて、男はつるりと頭を撫なでた後、「待ってろ」と言って走っていく。ケイトが戸と惑まどいながら見ていると、仲間と共に水を持ってきてくれた。その軍関係者達の顔はすっかり煤け、火の粉が当たったのか、軍服が所々焦げている。手にも火傷をしていた。

「あの……」

「もっと欲しくなったら言え。軍医がまだ来てないんだ。到とう着ちやくするまで頼む」

「あ、はい！　あの、ありが──」

　お礼を言おうと思ったその時、レストランの二階の窓の部分が焼け崩くずれ、地面に落ちてきた。火の粉と、窓の破は片へんが散らばり、人々が慌てて逃にげ出す。軍人達はそれを見て、すぐに駆け出し、行ってしまう。

　見れば、患かん者じやの介かい抱ほうや、消火車の誘ゆう導どうなど、助けに駆け付けた軍関係者が現場を走り回っている。その顔は一様に煤け、熱風で額に汗を搔かいている。

　そうして周りを見み渡わたしていたケイトは、ふと一人の女性に目がいった。綺き麗れいに結ばれていた金きん髪ぱつがほつれて、汗で肌はだに張り付いている。裾すその長いドレスが汚よごれるのも構わず、前かがみになって地面に視線を落としていた。そのまま歩き続けているので、人にぶつかり、よろけそうになりながらも、決して顔を上げようとしない。

　──何かを探してる？

　更によく見れば、金髪の女性は右みぎ腕うでを庇かばって歩いている。力が入らないのか、ぶらぶらと揺れている右腕を見て、ケイトは弾はじかれたように駆け出した。

「すみません！」

　声をかけても、彼女は顔を上げない。ケイトの声など聞こえていないようだ。

　顔を覗のぞき込むと、とても綺麗な女性だと分かった。だが瞳ひとみは不安で揺らぎ、苦痛からか顔が歪んでいる。

　ケイトはそっと彼女の手をとった。

「すみません、腕を怪我しているんじゃないですか」

　ようやく青い瞳が、はっとしたようにこちらを向いた。突然現れたケイトの言葉に、訳が分からないといった顔をしている。

「右みぎ肩かたが痛いんじゃないですか？　何かに当たりませんでしたか？　……火傷もしてる。すぐに手当てしましょう。私、ケイトって言います」

「……アリーよ」

　アリーと名乗った女性は、ケイトの方は見ずにやはり地面に視線を彷徨さまよわせたままだ。

「あっちに水があります。冷やしたほうが──」

　だがそこで、ケイトの言葉は途と切ぎれる。女性がまた歩き出したからだ。

「いいの、放ほうっておいて」

　ケイトは首を振る。

「できません。放っておいたら、あとできっともっと痛くなります。痕あとだって残るかもしれない」

「怪我なんてどうでもいい。探さなくちゃいけないものがあるの！」

　アリーはふいに激げき昂こうし、ケイトに向かって怒ど鳴なった。だが、ケイトも諦あきらめない。

「じゃあ、腕だけでも手当てしてから……、冷やすだけでもいいんです。それから探せば」

「放っておいて！　怪我が治らなくても、痕が残ったってもう、ボタンが見つからないならどうでもいいのよ！」

　そう言って、アリーはケイトに背を向けて歩き出す。

　どうでもいい、と吐き捨てるように言ったアリーの言葉は、ケイトに過去の自分を思い出させた。

　どうでもいい。両親がいなければ、死のうがどうなろうが、もう、どうでもいい──




『いいか、ケイト。心と体は繫つながっているんだ』

　穏おだやかで、理知的な声が響く。ケイトの夢を形作った人の、それは口くち癖ぐせだった。

『どちらかが怪我をすると、もう片方も悪くなってしまう』




　ケイトは顔を上げて、アリーに駆かけ寄った。

「そのボタンの特とく徴ちようは？」

　アリーは、ケイトの言葉に足を止めた。

「え？」

「私も探します。一人で探すよりいいはずです。だから火傷だけでも手当てさせてください」

　アリーは戸惑ったようにケイトを見返した。ケイトは歩みを止めたのを確かく認にんして、「そこにいてくださいね」と言って走り出した。

　水に布を浸ひたして、すぐさまアリーの元へと戻もどる。

「それを腕うでに巻いてください。それだけでも違ちがうはずだから」

　だが、アリーは動かない。ケイトは無言で火傷のひどい部分に布を巻きつけた。アリーが気持ちよさそうに少しだけ目を細めたのを見て、ケイトは息をつく。

「どんなボタンですか？　どこからなくなったんですか」

「……瑪め瑙のうのカフスボタンなの。裏にＨ・Ｒっていうイニシャルが刻んであって」

　アリーはぽつりと話し始める。

「ずっとドレスの胸むな元もとに付けてたんだけど、レストランから避ひ難なんして、気付いたらなくなってて。店から出た時は確かにあったのに」

　口元にやった手が震えている。どれだけ大切なものであるのか、ケイトにも伝わってきた。

　ケイトは周りを見渡す。混乱の中、人だかりはさっきよりも増えたような気さえする。こんな中で、アリーは怪け我がの手当てもせずに、小さなカフスボタンを探し続けていたのだ。

「ここまで来た道を探しながら戻っていきましょう」

　ケイトは地面に目を凝こらす。

　そんなケイトの姿を見て、アリーはぽつりと言った。

「ありがとう……」

　ケイトはアリーをちらりと見る。彼女はレストランから出てきたと言っていたが、連れがいない。

「あの、今日はお一人で？」

　思い切ってそう聞いたケイトに、アリーは寂さびしそうな笑えみを見せた。

「ええ。今日は結けつ婚こん記念日でね。毎年ここに来るって約束してたの」

　ケイトは言葉に詰つまった。それなのに、今彼女は一人だ。それが何を意味するのか、分からないはずがない。

「亡なくなって十年経たつのに、おかしいでしょ」

「そんなことありません」

　ケイトは首を横に振ふる。地面に落ちているのはゴミや、誰だれかが落として踏ふまれたのか、汚よごれた手て袋ぶくろなどで、瑪瑙のボタンは見つからない。

「ボタンは彼の形見の品なの。いつもレストランに行く時は付けていて。……でもこんなことになるなら、持ってくるんじゃなかった。箱に入れて、大事にとっておけばよかった」

　アリーが語ご尾びを震ふるわせる。

「どうしよう。あれは私が選んだボタンで、彼もすごく気に入ってくれてたのに。あれがなくなってしまったら、また思い出がひとつ消えてしまう。顔も声も、少しずつ鮮せん明めいに思い出せなくなってるの。忘れたくないのに」

　その気持ちは、ケイトには痛いほど分かった。

「必ず見つかります。こんなに強く思ってるんだもの、見つからないはずないです」

　ケイトは更さらに身をかがめ、地面を探し続ける。

　カフスボタンは、彼女にとって大切なものなのだ。このまま見つからなかったら、彼女の心はいつまでも先に進めない。

　ケイト達はじりじりと地面に視線を落としながら進んでいく。

「……熱い……」

　さっきより頰ほおを嬲なぶる熱風が強くなっている気がして、ケイトは顔を上げた。

　いつの間にか、レストランの近くまで来ていたようだった。まだ火が激しくうねっている。

　ふいに、わっと歓かん声せいが上がり、ケイトは声の方へと振り向く。

「良かった！　まだ生きてるぞ！」

「よくやった！　おい、大だい丈じよう夫ぶか！」

　そんな声がかかって、ケイトは人だかりから、見知ったサニーの顔を見た。

　いつもの陽気な笑みは消え、荒あらい息を吐はいている。サニーは、ぐったりとした年配の女性を抱かかえていた。

　火の中に飛び込んだのだと分かって、ケイトは息を吞のむ。

　サニーはゆっくりと女性を横たえさせる。

　ようやく医師が到着したのだろう。ひょろ長い体たい軀くに白衣を着た男性が駆け寄っていく。

　──これが、軍人？　こんなことまで、軍がしてくれるの？　私の知っている軍人は、こんなことしてくれなかった。こんな風に、守ってはくれなかった。

　幼い頃ころの、忘れることのできない記き憶おくが呼び起こされる。

　ケイトの住む近所で、火事が起こった。家が燃え、その家主ジムが倒たおれてきた家の下した敷じきになった。赤ら顔で笑いながら、陽気な声でいつも明るく挨あい拶さつをしてくれる男だった。ジムが叫さけぶ必死な声を、幼いケイトはなす術すべなく聞くことしかできなかった。

　そこに、軍用車が通りかかった。中には四人の軍服姿の男がいた。一人は目のぎょろりとした太った年配の男で、他ほかの三人は彼の部下のようだった。何とか家主を救おうとしていた周りにいた人々は、彼らに救助を手伝うよう頼たのんだ。しかし年配の高官は面めん倒どうくさそうに、ちらりと火事現場に目を移すと首を横に振った。そして彼らは車から降りることもなく、そのまま無視して行ってしまった。

　助けを求める声がやがて聞こえなくなり、火はその家を燃やしつくして鎮ちん火かした。ジムの家族が泣き叫ぶ声を、ケイトは今でも思い出すことができる。

　これがケイトの見てきた軍人だった。だが今、目の前で見ている彼らは、火傷やけども構わずに走り回っている。サニーは命がけで火の中に飛び込んでいた。ここにいる人々を助けようと、皆みんなが必死になっている。

　その時、ドン、と肩かたがぶつかり、ケイトはよろめきそうになる。ぶつかったのは若い男だった。日に当たったことがないような青白い肌はだをしており、瘦やせた背中を丸めて俯うつむいている。

「あ、ごめんなさ──」

　ケイトが謝ろうとして口を開くと、ふいに男はその場にふらふらと蹲うずくまった。慌あわてて肩に手をやって、顔を覗のぞき込む。

「どうしました？　大丈夫ですか？」

「……気持ち悪い」

　青白い顔に眉まゆを寄せた男は口元を押さえ、そう呟つぶやいた。ケイトは先ほど見た医者を視界に捉とらえ、「今、お医者様を呼んできます」と駆け出そうとした。

　だが弱々しく腕を取られて、ケイトは振り返る。

「少し休めば大丈夫です。ただ、……ここは熱くて」

　確かに先ほどから、ヒリヒリと頰が痛い。それほどに火が近いのだ。ケイトは彼の腕を取り、肩を抱えて立ち上がった。

「じゃあ、とりあえず火から遠いところへ行きましょう」

　ケイトはアリーに一声かけてから、人だかりを抜ぬけて歩き出した。レストランから離はなれるにつれ、じりじりと熱風で痛む頰が、本来の涼すずしい夜風を感じるようになる。

　野や次じ馬うまを抜けて、ケイト達は人もまばらな道の端はしまで来た。

「ここなら涼しいし、少し座りましょう」

　ケイトはそう言いながら、火の出ている方角を見やる。アリーの所へ戻らなくてはいけない。彼女はまだボタンを探している。

　──でも、この人を一人にはできないし。

「あの、連れの方とかはいないん──」

　最後まで言葉は出ず、突とつ然ぜん横で休んでいたはずの男の大きな手のひらに口を覆おおわれた。先ほどの弱々しさが噓うそのように、強い力でケイトを拘こう束そくする。

「っ……！　な、」

「静かにしろ」

　本能的な危険を感じて、心臓がドクドクと警報のように鳴り出す。そのまま建物の陰かげに引きずりこまれそうになり、ケイトは足に力を込め、何とかその場に踏みとどまろうとした。

　しかし、腰こしに回った腕うでに力が入れられて、ケイトの足が少しだけ地面から浮うく。持ち上げられるようにして、建物と建物の間の細い道へと連れ込まれた。

「捕つかまえたか？」

　奥から黒い巻き毛の男が現れた。シャツから覗のぞく筋肉は太く、右目の下にナイフで切られたような傷きず跡あとがあった。仲間がいるのだと分かり、焦あせりがどんどん募つのっていく。

「ああ。これで手帳の在り処かが分かる」

　──この人達は、『棺ひつぎの手帳』を狙ねらってるんだ。

　車にあるイライザのバイオリンが頭に浮かび、ぎゅっと手を握にぎりしめる。足をバタつかせて、身を捩よじろうともがいた。

　──逃にげなきゃ。この腕を外して、走って大通りに出て、それから大声で助けを呼ぶんだ。

　ケイトは自由になる足で、拘束する瘦せた男の向こう脛ずねを思い切り蹴けった。

「痛っ！」

　力が一いつ瞬しゆんだけ緩ゆるんだ隙すきに、腕を振り払はらって駆かけ出した。恐きよう怖ふで強こわ張ばる足を叱しつ咤たし、通りへ出ようとする。

「待て！」

　背中に鋭するどい声がかかり、巻き毛の男の腕がケイトを捕まえようと伸のびた──その時だった。

　隆りゆう々りゆうとした筋肉のついた手とは別のしなやかな腕に引き寄せられ、視界が黒に染まる。

「あ……」

　顔を上げれば、金色の瞳ひとみがケイトを見下ろしている。

「少、佐……？」

　呆ぼう然ぜんとそう言うと、イーノットは怒おこったようにぎゅっと眉まゆを寄せ、ケイトを腕に抱だき込む。

　イーノットは少しだけ息を弾はずませていた。胸に押し当てられたケイトの耳が、イーノットの心臓の音を聞く。

　一瞬、肩を抱く手に力が込められた。それからすぐに腕から離され、ケイトはイーノットの広い背中に庇かばわれた。

「何をしていた？」

　氷のように冷たく、鋭い声で、イーノットは彼らと対たい峙じする。かの有名なイーノットの登場に、ケイトを捕まえようと手を伸ばした男はそのまま固まり、その後ろではしゃがみ込んで脛を押さえる男が、呆然とこちらを見ている。

「下手へたな尾び行こうの後は、無理やり誘ゆう拐かいか？」

　イーノットの言葉に、彼らは目を見開く。

「なっ、気付いて……！」

「軍を甘くみるな。演奏会の時から私達を見ていたな。あんなあからさまな視線に、気づかないはずがないだろう。泳がせようとすぐに捕まえなかったのは間ま違ちがいだったか」

　ケイトも驚おどろきながら、イーノットの後ろ姿を見つめる。ロジャーがまっすぐ隠かくれ家がに行かなかった理由はそれだったのかと、今いま更さら気付く。

　ふいに、瘦せた男の方がイーノットに向かって突とつ進しんしてきた。腕を振ふり上げた時にキラリと一瞬光ったのは、男が握っていたナイフだ。

「危ない！」

　ケイトが声を上げる。イーノットはナイフを持つ手を蹴り上げ、そのまま腕を取って地面に引き倒した。今度は巻き毛の男が、弾はじかれたようにイーノットにナイフを向ける。太い腕からナイフが繰くり出されるが、難なくかわし、流れるような動作で、ナイフを持つ腕を捻ひねりあげた。

「ううっ」

　くぐもったような声が聞こえ、震ふるえる手からナイフが零こぼれ落ちた。

　──……強い。

　ケイトは、ごくりと息を吞んだ。無む駄だな動きは一いつ切さいなく、敵を倒す流れるような動作は、訓練して実じつ践せんされてきたことがよく分かる。戦いの前線に出て、時には人を殺すこともある人間だということを、強く意識した。何よりそう感じたのは、ケイトを襲おそった男達を見下ろすイーノットの瞳だった。冷たく、感情が読めない。

「イーノット・レイズ少しよう佐さ！」

　背後から数人の足音が聞こえて、ケイトは振り返った。軍服を煤すすけさせた若い軍人達が、数人駆け寄ってくる。

「突然いなくなって、どうしたかと──」

「こいつらを基地に運べ」

　そう言い捨てると、イーノットはケイトに向き直った。良く見れば、彼の顔もまた煤けている。火の粉を浴びて頰ほおは赤くなり、真っ白だった手て袋ぶくろも汚よごれている。せっかくの正装は煤まみれになっていた。

「私はロジャーと行けと言わなかったか」

　金の瞳が怒いかりで燃えている。迫はく力りよくある視線に射いすくめられた。

「あ、あのことなら大だい丈じよう夫ぶですよ。ロジャー准じゆん尉いにちゃんと託たくしてきましたし」

「私が言ったのはそういうことではない。君自身が危ないと言ったんだ」

「でもっ、どうしても応急手当てくらいしたくて──」

「自分の身も一人で守れない人間が、人を救う資格はない」

　ぴしゃりと、イーノットはケイトの言葉を遮さえぎった。

「君が誰だれかを手当てしている時に、革命派が襲ってきたらどうする。現に君は襲われたんだぞ。君だけじゃない、その誰かも巻き込まれるかもしれない」

　ケイトは、頰を張られたような衝しよう撃げきを受けた。そんなふうに考えたことなどなかった。とにかく今、目の前の人を助けたい。それだけでケイトは車から飛び出した。自分を取り巻く特とく殊しゆな事情など、頭から飛んでいた。

「人を付けるから、今度こそ車に戻もどるんだ」

　腕を引かれ、だがケイトは踏ふん張った。

「待ってください。ある人の探し物を見つけたいんです！　お願いします！」

　火事現場で、夫の思い出の品を探しているアリーの事を話すと、イーノットは少し黙だまってから、溜ため息いきを吐ついた。それから上の軍服をケイトの頭に被かぶせる。

「いいか、私の傍そばから離れるな」

「わ、分かりました」

　そうしてケイト達はまた、火事現場へ近づいていく。アリーがいないか、辺りを見回す。

　そこでふいに疑問が湧わき、ケイトはイーノットを見上げた。

「そういえば、どうして私の居場所が分かったんですか？」

「ロジャーから、君が消えたと報告があったんだ。すぐに部下に探させると、医い療りよう部の人間が赤毛の少女が怪我人の手当てをしていたのを見たと報告してきた。すぐに聞いた場所に行って、君をようやく見つけたんだ。見失いそうになったが、……間に合って良かった」

　その声には心からの安あん堵どが感じられた。

　敵と対峙した時の、感情を消し、軍人然とした少佐と、今こうして目の前にいる、ケイトの身を案じる少佐。一体、どちらが本当の少佐なんだろうか。







　アリーはすぐに見つかった。ケイトが最初に見た時のように、必死に地面に目を凝こらしている。

「アリーさん！　ごめんなさい、遅おそくなっちゃって……」

　ケイトが駆け寄ると、アリーは泣きそうな顔で言う。

「見つからないの、どうしよう、やっぱりレストランの中か、近くなんじゃないかしら」

　ケイトはイーノットを見た。言いたいことに気付いたのか、イーノットは首を横に振る。

「まずは怪け我がの手当てが先だろう。探し物は他ほかの者にさせる」

　ケイトが言い募ろうとした時、視界になにか光るものが見えた気がした。

「あっ」

　ケイトはそれに駆け寄る。赤せき褐かつ色しよくの美しい縞しま模も様ようの石は、滑なめらかにカットされている。裏を見れば、Ｈ・Ｒのイニシャルがあった。

「アリーさん！　これじゃないですか！」

　アリーがはっとして駆け寄ってくる。

　ケイトは、水を掬すくうようにして差し出されたアリーの両手に、瑪め瑙のうを落とす。

「……良かった。見つかった。良かった……！」

　アリーは涙なみだを流し、ぎゅっと瑪瑙を胸に抱だきしめた。

　軍医に従い歩いていくアリーの背中を見つめながら、ケイトはようやくほっと息を吐いた。

「ずっと探していたのか」

　怪け訝げんそうな声に、ケイトはイーノットを見上げた。

　ケイトはゆっくりと、自分に言い聞かせるように言う。

「昔、ある人に言われたんです。『心と体は繫つながってるんだ』って。病気や怪我を治すには、心も元気にしないといけない。『治りたい』って気持ちが大切なんです。いくら医者が体の傷を治したとしても、本人が『生きたい』と思わなかったら意味がない。そこから歩き出すのは本人だから。心と体、どちらも元気にする手助けをするのが、医者の務めなんだと」

　ケイトは苦く笑う。

「医者じゃない私は、怪我を治してあげられないけど、大切な物を探す手伝いくらいならできるから。本当は、どっちもできるようになったらいいんですけど」

「……それで、自分の身も顧かえりみず、顔を煤けさせて探していたということか」

　イーノットを見上げると、金の瞳ひとみが間近に迫せまった。

「せっかくの服が台無しだな」

　長い指がケイトの頰を撫なでた。なぜか視線が外せないまま、ケイトも言う。

「……少佐も、人のこと言えませんよ」

　軍の高官なのに、部下と同じくらい煤けている顔が笑った。もっと安全な場所で指示を出せばいいのに、こんな最前線にこの人は立っている。

　──この人は、どんな人なんだろうか。

　じっと金の瞳を見つめていると、視線が逸そらされた。イーノットが建物の方を見、ケイトを深く胸むな元もとに抱き込む。

　突とつ風ぷうが吹ふき、ケイトの耳にも風を切る音が過よぎる。

　ゆっくりと、体を離はなされた。何が起こったか分からないケイトだったが、顔を少し歪ゆがめたイーノットの表情にはっとする。

　突風の方向は、ケイトにそのまま当たるはずだった。ここで浴びる風はただの風ではない。火の粉を含ふくみ、場合によっては燃え移る可能性もある熱風だ。

　庇かばわれたのだ。イーノットは火の粉から、ケイトを守ってくれた。

「少佐！　背中を見せてください！」

　ケイトは蒼そう白はくになって、イーノットの腕うでを摑つかんだ。周りの部下達も慌あわてて駆かけ寄る。

「少佐！　大丈夫ですか！　今、医者を──」

「いい。平気だ」

　イーノットはケイトの頭に乗せていた軍服を、しっかりとかけ直す。

「あっ、いたいた。少佐ぁ」

　間延びした声でこちらに歩いてきたのは、ティムだった。朝から別行動していたティムがなぜここにいるのだろうか。

　更さらにティムは、肩かたまで茶色の髪かみを伸のばした青年の首根っこを摑んで引きずってくる。そばかすの散った頰ほおを真っ赤にして、青年は一いつ生しよう懸けん命めい抵てい抗こうしようとするが、ティムの細ほそ腕うでは見かけより強いのか、びくともしなかった。

「はいこれ」

　ティムに荷物のように突つき出され、青年の長い髪が揺ゆれる。

「この辺うろちょろしててさ、僕の軍服見た途と端たん逃にげ出すんだもん。すっごく心が傷ついたから、思わず追いかけちゃったよ」

「それで？」

「何で逃げたのか、丁てい重ちように聞いたんだけどね。この人、革命派なんだってさ」

　ケイトはビクリと肩を震ふるわせた。イーノットがケイトを背中に庇かばいながら頷うなずく。

「それで、このレストランの店主と揉もめてたらしいんだよね」

　ティムの言葉にイーノットは「店主の証言と一いつ致ちするな」と言った。

　店主から話を聞くと、レストラン『アベール』はここ最近嫌いやがらせを受けていた。『アベール』は軍の高官もよく利用することで知られており、それが革命派に目をつけられた理由だった。軍関係者の出入りを禁止しろ、などと嫌がらせの手紙も送られてきていた。

「南部基地に戻って話を聞く。連行しろ」

　屈くつ強きような軍服の男二人に腕を摑まれ、最後の抵てい抗こうとばかりに革命派の男は暴れた。イーノットを睨にらみ、叫さけぶ。

「お前らが悪いんだ！　俺達はお前らの悪わる巧だくみに使われてる場所を潰つぶしただけだ！　企たくらみを阻そ止ししたんだよ！」

　イーノットはちらりと一いち瞥べつしただけだった。

「おいっ！　何とか言えよ！　英えい雄ゆうさんよ」

　その態度が気に入らなかったのか、更にイーノットに食ってかかる。

　イーノットは喚わめく男を静かに見返した。

「現状に不満を持つなとはいわない。軍が憎にくらしくても構わない。だが、今回怪我をしたのは、軍とは全く関係のない一いつ般ぱん市民ばかりだ。君達革命派の主張がどんなに正しくても、他人の命を脅おびやかして主張したこと、それはもう正しいことではない」

　静かな口調でそれだけを言って、イーノットは後ろにいるケイトに声をかけた。

「さあ、帰るぞ」

「え、でも」

「鎮ちん火かした。もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　その言葉に、ケイトははっと建物を見る。消火車から水が放出され、霧きり雨さめのような細かい粒りゆう子しがケイトの頰ほおにもかかった。白い煙けむりは所々出ているものの、火はもう見えない。その様子に市民が歓かん声せいを上げた。
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「もういいかい」

　木の幹に手を当てて、ケイトは三度目の台詞せりふを言った。

　ようやく遠くから「もういいよ」の声がかかった。

　ケイトはぱっと振ふり返り、辺りを見回す。

　大きな木に囲まれたその場所は、かくれんぼには最適だった。ケイトは駆かけ出し、友達を探し始める。

　だが、なかなか見つからなかった。

　もう、探すところはあそこしかない。

　ケイトは、白しろ塗ぬりの建物へと目を向けた。

　その扉とびらは大きく、巨きよ人じんでも中に入れてるのかしら、とケイトは少し怖こわく思っていた。

　重い木製の扉は子供の力ではびくともしない。

　だが今日はなぜか開放されていた。ケイトはそろそろと建物に入っていく。

　部屋の真ん中には一本の道が敷しかれ、その左右には沢たく山さんの椅い子すが並んでいる。

　天てん井じようから太陽の光が差し込み、キラキラと幾いくすじもの線が足元に伸のびる。

　ケイトは何気なく上を見上げた。

　そして「わあ」と歓声を上げる。

　赤い花が、浮うかんでいた。







　バシャン、と音がして、ケイトは目を覚ます。

　モクモクと湯気が立ち込める室内。どうやら風ふ呂ろに入りながら眠ねむっていたようだった。

「……いつの話だっけ、あれは」

　かくれんぼをしたことを覚えている。でもいつだったのか、場所がどこなのか、思い出せなかった。

「赤い花って……何？」

　目が覚める直前まで見ていた光景を思い出そうとするが、たった今見ていたばかりなのに、それは落ちていく砂のように記き憶おくからこぼれていく。

　あれから隠かくれ家がに戻もどり、ケイトは風呂に入っていた。所々、お湯につけるとヒリヒリするところがあって、小さな火傷やけどをいくつか負っているのが分かった。

　風呂から上がり、手の甲こうの火傷を冷やしながら、ケイトはテーブルに視線を移した。

　テーブルの上には、ケースの蓋ふたが開かれたままのバイオリンが置いてある。その横には、小さな白い紙。

　火事現場から帰ってきたケイト達は、すぐさまバイオリンケースを開けて調べた。

　そして、見つけた。

　バイオリンには、左右に一つずつ、ｆ字に切り抜ぬいた穴が空いている。「ｆエフ字じ孔こう」といい、そこから内部を覗のぞいて見ると、魂こん柱ちゆうが立っている。魂柱とは円柱状の小さな木の棒だ。バイオリン内の表板と裏板の間に立っていて、魂柱により、楽器全体に音が響ひびくようになっている。つまりバイオリンは、空くう洞どうになっているのだ。

　ｆ字孔を覗いた時ケイトは、何か白い物がバイオリンの内部に入っているのを発見したのだった。ケイトは逸はやる気持ちで、その紙を取り出した。

　イーノット達が肩かた越ごしで見守るのを感じながら、ケイトは幾いく重えにも小さく折りたたまれた紙を開いた。

「……地図？」

　サニーが声を上げた。

　それはまさしく、どこかの街の地図だった。

「これ、どこ？　どこの地図なの？」

　初めて手にした手がかりに、ケイトはそわそわと落ち着かなくなる。

「クロスヒル、じゃないでしょうか」

　ローワンが、顎あごに手をやりながら呟つぶやいた。

「この地図には、多くの炭鉱が見受けられます。これが我が国のどこかの街の地図だとすれば、一番可能性のあるのは、北部のクロスヒルではないでしょうか」

　地下資源に恵めぐまれているウェスハバートだが、特に北部の街クロスヒルは、上質な石炭を採さい掘くつできることで有名だった。軍は石炭を国有化し、開発をすすめていた。

「イライザやセントが育ったのもクロスヒルですから、間ま違ちがいないでしょう」

　ローワンの言葉にイーノットは頷く。

「問題はこの文章の方だな」

　イーノットが地図の横に書かれた走り書きを指差す。




『白い巨人の見やる先

　東の空よりカナリアが飛ぶ

　黒き宝石の輝かがやきを称たたえ

　カナリアが夏を歌う時

　赤毛の女め神がみは真実を知る』




　何を意味しているのか、皆かい目もく見当もつかなかった。それでも筆ひつ跡せきを見れば、イライザが書いたということは分かる。

「きっと、地図を一いつ緒しよに渡わたしたってことは、クロスヒルに行けばこの謎なぞは解けるってことですよね。すぐ準備して行きましょう！」

　ケイトはイーノット達を見回した。だが、頷うなずいてくれるとばかり思っていたイーノットが、難しい顔で考え込んでいる。

「ひとつ、確かく認にんしておきたいことがある」

「何ですか？」

「君は、本当にクロスヒルに行くのか」

「な、当たり前じゃないですか。イライザが見つかるかもしれないんですよ」

「三日後には、王立大学の試験がある。分かっているのか」

「それは、……分かってます」

　その通りだった。スクールの同級生達は、きっと今、最後の追い込みをかけている最中だろう。

「クロスヒルに行って、イライザを探します。それで、二人で試験を受けます。二人で夢を叶かなえるって、そう約束したんです！」

　このまま、自分だけが試験を受けるということは、ケイトには想像できなかった。ケイトが試験を受ける時は、イライザも一緒に受ける時なのだ。

「私はクロスヒルに行きます」

　イーノットはケイトの瞳ひとみから何かを読み取ろうとするように、じっと目線を合わせた。ケイトも目を逸そらすようなことはしない。

　一人になっても行って、必ずイライザを探す。そう瞳に込めたつもりだった。

「──分かった」

　ケイトはホッと胸を撫なで下ろした。

「ありがとうございます」

「三日後、イライザが見つからなくても、君はウィングヒルに戻って試験を受けるんだ」

「な、でもっ」

「君が抵てい抗こうしても、問答無用で従ってもらう」

　イーノットはケイトの言葉を遮さえぎる。有う無むを言わさぬ迫はく力りよくがあった。やると言ったからには、必ず実行する。そんな意志が感じられた。

　イーノットは最後にこう言い添そえた。

「夢を叶えると約束しているなら、君自身が機会を潰つぶしてはいけない。それをイライザが喜ぶのか、よく考えるんだ」

　ケイトは返事をしなかった。ただぎゅっと、唇くちびるを引き結んだ。

　その後、イーノット達は一度南部基地へ戻って行った。

　ケイトは一人で紙を見つめながら、必死に解読しようと試みた。だが、やはり分からない。

　壁かべに掛かかっている時計は深夜一時を指している。窓から見える明かりは、大通りの街灯だけだ。とても静かだった。

　ケイトは、ケースを開けて、弓を張って松まつ脂やにを塗ぬっていく。顎と肩かたでバイオリンを挟はさんで調ちよう弦げんを始めた。Ｇ線からＤ線、Ａ線、Ｅ線へ。使い込んでいたのだろう、音の響きもよく、音程も狂くるっていなかった。

　──懐なつかしい。

　昔の記憶に目を細めたところで、ケイトは飛び上がった。

「何か弾ひいてみてくれないか」

　イーノットの声がした。ケイトは驚おどろいて振ふり返る。イーノットが、居間の扉に体を預けてこちらを見ていた。

「びっ、びっくりするでしょう……！　帰ってきたら、ただいまくらい言ってください！」

　情けないほど慌あわててしまったのが恥はずかしくて、怒おこったような口調になってしまう。そして、自分の家でもないのに「ただいまと言え」などと口走った自分に更さらに慌てる。

「あ、いや、ここはあなたの家なんだから、勝手に帰ってきて勝手に寝ねてくれればいいんですけど──」

「ただいま」

　静かに返ってきたその言葉に、ケイトは固まる。まさか、返されるとは思わなかった。

「どれ程ほどの腕うで前まえなんだ？　是ぜ非ひ拝はい聴ちようしたいね」

「簡単な曲くらいしか弾けません。もうずっと弾いてないし」

　ケイトは慌ててバイオリンをケースに仕し舞まう。そんなケイトの姿を、イーノットはじっと見つめる。

「先ほど、火事現場に派は遣けんされた軍医に会ったんだが、君にお礼を言っていた。的確な応急処置だったと」

「そうですか」

　イーノットに怒ど鳴なられたことを思い出し、ケイトは気まずい思いで頷く。

「君は、医者を目指しているんだったな」

「ええ」

「どうして、医者になりたいんだ」

　ケイトはイーノットを見返した。こんな風に聞いてくれた人は、イライザ以来だった。ケイトが医者になりたいと言うと、誰だれもが無理だといい、その理由を尋たずねることはない。

　イーノットは無理だとは言わなかった。まずどうしてなりたいのか、ケイトの一番根源にある思いを知ろうとしている。

　見つめるその瞳には、からかいも蔑さげすみもない。真っ直すぐに問いかけてくる瞳を見て、ケイトは話し始めた。

「私は、あのオールリッジで育ったんです」

　ウェスハバート王国と隣りん国ごくアスキス帝てい国こくの国境にあたる街、オールリッジ。牧草地の広がる長閑のどかな街だったが、十年前の大戦により街は一変した。

　オールリッジから進軍してきたアスキス軍とウェスハバート軍が衝しよう突とつし、市街戦が繰くり広げられた。穏おだやかな街は銃じゆう撃げき戦せんの最前線となり、多くの市民が命を落とし、牧草地は燃え、建物には銃じゆう弾だんの痕あとが残った。

「あの日、アスキスから大きな部隊が投入されるって聞いて、いよいよ街から出ることになって。でも、その途と中ちゆうで銃撃戦が始まってしまって、逃にげている最中に転んで、持っていたバイオリンを落としちゃったんです。父も母も、諦あきらめて私を引っ張っていこうとしました。でも、私は諦められなかった。私の誕生日に、両親にようやく買ってもらったばかりだったんです。父の腕うでの中で暴れて、バイオリンのところへ走っていきました。当然、両親は私を追いかけて……それで。それで、銃撃に巻き込まれて、死んでしまったんです」

　その時のことは、ケイトの脳のう裏りに焼きついていた。ケイトを守るように手を広げた父親の胸から、鮮せん血けつが飛び散る。生暖かい血が頰ほおにかかって、幼いケイトはようやく足を止めた。母親は、ずっと後ろで倒たおれていた。

「撃うたれた父が、バイオリンを間に挟んで、私に覆おおいかぶさるように倒れてきて。……それで助かったんです。私のかわりに弾たまを受けるみたいに、父も母も、何度も銃弾を浴びてました。もう死んでるのに。起き上がらないのに。何度も、……何度も」

　そこでケイトは大きく息を吐はいた。心を落ち着かせないと、この先が話せないと思った。

「私だけが生き残りました。転んだ時にできた傷が痛くて泣いていると、だれか大人がやって来て、救護所に運んでくれました。そこで、あるお医者様に出会ったんです」







　八歳のケイトは、ぼんやりと膝ひざを抱かかえていた。膝ひざ頭がしらを見ると、両親が亡なくなった時に出来た傷が、治りかけている。

　おかしいな、と思った。

　治ってほしいなんて思ったこともないのに、傷が治ってる。

　何も食べたくないはずなのに、お腹なかが鳴る。

　ケイトは、目の前に置かれた食事を見つめ、やはり手は付けずにまた膝を抱え直した。

　ケイトのいる救護所は、いつも忙せわしなく、誰かが走り回り、誰かが痛みで声を上げる。毎日怪け我が人が運ばれて来て、部屋は常に満まん杯ぱい状態だった。

「まだ食べていないのか」

　頭上から声がして、ケイトはのろのろと顔を上げた。白い服を着た人。『お医者様』と言うのだと、前に両親が教えてくれた。お父さんより、少しだけ年を取った大人の人。柔やわらかそうな銀色の髪かみをしており、濃こい青色の瞳がじっとケイトを見つめる。

「なぜ食べない」

　それはここに来てから、何度もされた質問だった。

「言いなさい。なぜ食べないんだ」

　だからケイトも、質問されるたびに、同じ答えを繰り返していた。

「お父さんとお母さんと食べる」

　いつもはこれで溜ため息いきを吐ついて出て行くが、今日は違ちがった。言った途と端たんにケイトは胸むな倉ぐらを摑つかまれ、立たされる。

「君のご両親は亡くなった」

　ケイトは青い瞳を睨にらみ返す。怒いかりで体に震ふるえが走った。

「違う！　死んでない！」

　ありったけの声でそう叫さけべば、相手はケイトに負けないほどの大声を出した。

「死んだんだ、でも君は生きてる！　体は生きようと必死になってるのに、心を自分で殺してどうするんだ！　これ以上食べなかったら君は死んでしまう！　君を餓が死しさせるためにご両親は死んだのか？　よく考えろ！」

　乱暴に離はなされて、ケイトはその場に尻しり餅もちをついた。

　──餓死させるため？　違う、そんなわけない。お父さんもお母さんもいつだって、お腹いっぱい食べさせてくれた。

『たくさん食べるのよ』

　母親の、優やさしい声がする。

『たくさん食べて、夢を見て、元気でいてくれたらそれでいいわ。それだけでいい』

　頭を撫なでて、そんな風に言ってくれたことを思い出す。

　ケイトは、目の前に置かれた食事を見つめる。たくさん食べて、元気でいてくれたら。

　──元気でいてくれたら。

　震える手で、スプーンをそろりと握にぎった。すっかり冷めきったスープに、ポトリポトリと涙なみだが落ちる。両親が死んだのに、自分だけが元気になろうとしている。飢うえた体は浅ましく、スープの匂においを嗅かぐと唾だ液えきがじわっと出てきた。

　なんて浅ましい。薄はく情じようで無神経な自分の体。

　それなのに、目の前の医師はそんなケイトを肯こう定ていする。

「そうだ。食べるんだ」

　白衣が汚よごれるのも構わずに膝を折って、ケイトに語りかける。

「生きるんだ、ケイト」

　ケイトはスプーンを口に運び続ける。泣きながら、すべてを飲み干した。

　それからケイトは、その医師フォスターを少しずつ気に掛かけるようになっていった。

　フォスター医師の毎日は忙いそがしかった。いつ休んでいるのだろうとケイトが不思議になるくらい、昼も夜も彼は患かん者じやのために働いていた。

「大だい丈じよう夫ぶ」、「必ずよくなる」、「諦めるな」。そんな言葉を、フォスター医師はいつも患者に語りかけていた。患者の話をよく聞き、家族や恋こい人びとの話をする。すると、弱々しかった患者の瞳ひとみに、少しだけ力強さが戻もどった気がした。ケイトはそれを驚おどろきながら見つめ続けていた。

　──一体、どういう魔ま法ほうなんだろう？

　やがてケイトは、フォスター医師の後ろをちょろちょろと付いていくようになる。

　包帯を洗ったり、患者に水を飲ませたりした。それからフォスター医師の真ま似ねをして話を聞いたり、逆に自分が話したり。

　患者が嬉うれしそうな顔をすると、ケイト自身も元気になった。「ありがとう」と言われれば、胸の奥から熱いお湯が湧わき出てくるように、誇ほこらしさと嬉しさでいっぱいになった。

　そんな日々を過ごすケイトの心に、いつの間にか大きな夢が住みついた。

　──お医者さんになりたい。

　痛いのを、取ってあげたい。安心して、眠ねむれるようにしてあげたい。傷をふさいであげたい。日々感じるそういう思いが、ケイトの夢をどんどん膨ふくらませていった。




　だが一か月が経たち、ますます戦せん況きようが悪化するにつれて、救護所の状況は変わっていった。負傷した軍人が忙しなく運ばれ、市民はどんどん場所を追いやられていく。物流が滞とどこおり、薬も包帯も何もかもが足りなくなった。

　ある日、ケイトがよく話をしていたアニカという女性の患者の容体が、急変した。医者はすぐに軍の上層部に掛けあい、大きな病院への搬はん送そうを頼たのんだ。

　だが、それは実現しなかった。腹回りのあるリットン大たい佐さという人が「そんな人員を割さいている場合ではない」と一いつ蹴しゆうしたのをケイトは聞いていた。フォスター医師は何とか手を尽つくそうとしたが、アニカは救護所で、そのまま命を落とした。

　そしてこの頃ころから、包帯も薬も軍人への支給が優先されるようになった。どんなに重病人であっても、一いつ般ぱん市民であるケイト達はなす術すべがなかった。

　薬があったら治る病気もあったはずだった。清潔な包帯があれば、化か膿のうせずに苦しむこともなかった。薬があったら。包帯があったら。そんな思いばかりを嚙かみしめていたケイトは、とうとうリットン大佐を捕つかまえて言った。

「どうしてこんなに苦しんでるのに、薬を分けてもらえないんですか！」

　リットン大佐は不ふ愉ゆ快かいそうにケイトの手を振ふり払はらった。

「うるさい！　お前達を守ってやってるのは誰だれだと思っている？　我々に優先的に回されるのは当然のことだろう！　死にそうな患者に薬をやるより、まだ戦える余地のある軍人に薬を回す方が何倍も効率的だ」

　──私達を守ってる？

　ケイトは目の前のリットン大佐の言葉が理解できなかった。それならどうして、アニカは死んでしまったのだ。どうして今、薬や包帯がなくて、苦しむ人達がいるのだ。

　食って掛かろうとするケイトを、フォスター医師がとめた。

　刃は向むかったケイトの代わりに、フォスター医師が叱しつ責せきを受ける。ケイトはフォスター医師の背中越ごしに守られながら、彼の白衣をきつく握りしめていた。

　いつも真っ白だった白衣は、いつの間にかたくさんの染しみや汚れが付いていた。それは、助けられなかった命の跡あとだった。




　すべてを聞き終わってイーノットは、「そうか」と呟つぶやいたきり、何も言わない。

　ケイトも何を言ってほしいわけでもなかった。謝られるのもおかしいし、軍への不信感を口にしたところで、イーノットが怒おこるような人間でないのもすでに分かっていた。

　──じゃあ、どうして私はこんな話をしたんだろう。

　どうして医者になりたいのか、それだけを話せば良かったのに、あの頃ころの救護所での軍の様子など話して何になるのか。しかもイーノットは彼らと同じ軍人なのに。

　でも、イーノットは今、痛みを堪こらえるようなそんな顔をしている。ケイトの話を怒るでも茶ちや化かすでもなく、真しん摯しに聞いてくれた。そしてそれを、痛みと共に受け止めている。そんな気がしていた。

　軍の不ふ祥しよう事じを握りつぶそうとするような人間なのに、一方ではケイトを庇かばい、人を守ろうと力を尽くす。

　目の前のイーノットの、何を信じていいのか、何を信じたいのかが分からなかった。

　そのまま沈ちん黙もくが続き、ケイトが居い心ごこ地ち悪く視線を彷徨さまよわせた。ふと、イーノットの手に目がいく。赤い腫はれを見つけた。

「背中の火傷やけどは、大丈夫でしたか。お医者様にちゃんと診みせたんですよね？」

　その言葉にイーノットは穏おだやかに笑った。

「ああ。たいしたことはなかった」

　それが噓うそかどうかも、ケイトには分からない。もどかしいような思いに駆かられた。

「あの時は、庇ってくださってありがとうございます」

　ケイトは頭を下げた。そして手招きする。

「手の甲こうにも火傷があります。こっちに来てください。今、冷やしますから」

　イーノットが意外そうに自分の手の甲を眺ながめ、それから戸と惑まどうような間があった。

「いや、大丈夫だ。これもきちんと診てもらったし」

「……そうですか」

　笑えみを向けられたが、やんわりと断られたことに気付く。

「でも、痛くなったらちゃんと冷やしてくださいね」

　それだけ言うと、今度はイーノットがケイトの手を指差した。

「そういう君こそ、きちんと手当てしたのか」

「もちろんです」

「人の怪け我がの手当てをした後に、ようやく気付いて冷やしたんだろう」

　少しだけ肩かたが揺ゆれる。そんな動どう揺ようをイーノットは見み逃のがさない。

「図星だな。人のことを心配している場合か」

「平気ですよ。本当に軽い火傷なんですから」

「軽くても火傷は火傷だろう。医者になりたいというなら、自分の体調は常に万ばん全ぜんにしておくのが大事なんじゃないのか」

　ケイトはイーノットをじっと見つめた。

「何だ？」

「……少しよう佐さは言わないんですね。『女に医者は無理だ』って」

　イーノットは不愉快そうに鼻を鳴らした。

「そんなことを言う奴やつがいるのか」

「そんなことを言う奴ばかりです」

「男でも医者になれない奴はたくさんいる。どんな職業もその人間の適性と、どれだけなりたいかという気持ちだろう」

　イーノットは「だが」と言葉を継ついだ。

「確かに今までこの国で、女性で医者になった人間はいない。君は何の手本もなく、男社会の中で進んでいくしかない。男性と同等の、いや、それ以上の能力を要求される。失敗すれば『女』であることを理由に色々言われるだろう。それでもなりたい、と思い続ける気持ちが必要だ」

　イーノットはケイトを試ためすように、挑ちよう戦せん的に笑った。

「それが、君にあるか？」

「──あります」

　その挑戦を受けて立つように、ケイトもきっぱりと言い放つ。

　イーノットはケイトの頭に、ポンと手を乗せた。

「なら君は、分け隔へだてなく人々を救える医者になれるかもしれないな」

『女に医者は無理』と当たり前のように言われ続けてきたケイトにとって、イーノットの言葉は、ゆっくりゆっくり胸に染みていった。

「な、なれるかもしれない、じゃなくて、なるんです私は！」

　湧わき上がってきたのはむずむずするような感覚で、ケイトは怒ったような口調でそれを誤ご魔ま化かした。

「そうか。期待しているよ」

　その笑みが優やさしくて、決して噓を言っているのではないと分かった。ケイトの心臓がぎゅっと引き絞しぼられるように痛んだ。痛いのに、同時に擽くすぐられるような甘い心ここ地ちがする。

　──何なのこれ。どうしちゃったの、私。

　ケイトは心臓の痛みを鎮しずめるように、ぎゅっと胸むな元もとを握にぎりしめた。

「どうした。どこか具合が悪くなったのか？」

「え」

　ケイトが顔を上げると、イーノットが心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。

　ケイトは思いっきり体を反らして、距きよ離りを作ろうとする。

「な、んでもないですからっ！　あの、近い、近いです！」

「何が」

「顔が！」

　イーノットはケイトの言葉に目を瞬まばたかせた。

「ああ……、そういえば君は子供だったか」

　イーノットは少し意地の悪い顔で笑い、体を離はなした。ここで話を受け流せばいいと分かっているものの、やはりケイトは『子供』という言葉に引っかかり、眉まゆを寄せる。

「演奏会の時も言ってましたよね。私は子供じゃありません」

「子供だよ。顔が赤い」
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　直球で図星を指され、ケイトは動揺する。ますます顔が赤くなってきて、弁明しなければと、思うままに捲まくし立てた。

「な、別に、そんなことな──、と、というか！　誰だって、こんな整った顔が近くにあったら赤くなりますよ！」

　拳こぶしを握って力説すると、イーノットは笑った。少し照れたような、面おも映はゆい表情になる。

「それは光栄だ。ありがとう」

「褒ほめてないんですよ！　困ってるんですっ」

「私も少し困ってるよ。夜に二人きりで、こんな風に君をからかうべきじゃなかった。迂う闊かつだとしか言いようがない」

　ケイトはきょとんとイーノットを見つめる。

「……迂闊、ですか？」

「君はもっと、男を警けい戒かいするべきだ。そんな風にじっと見つめるのも良くない」

「そ、そうなんですか？」

　だがそう言うイーノットの瞳ひとみは、少しもケイトから逸そらされない。心臓がまた煩うるさく鳴り始める。

「じゃ、じゃあ見ないようにします」

　それ以上耐たえられなくなって、ケイトは顔を俯うつむけた。

「ああ、そうした方がいい。……さあ、もう休むんだ」

　大きな手が、ケイトの頭を撫なでた。

　こんなに心臓が煩くて、自分はちゃんと眠ねむれるのだろうかとケイトは心配になった。







　三章　北の街







　ケイトは翌日の早朝、ウィングヒルの駅へと向かった。まだ人もまばらな駅から、北部クロスヒル行きの汽車に乗り込む。隣となりに座っているのは、若い男性だ。肩まである金きん髪ぱつを後ろに結んでいて、前まえ髪がみが一ひと房ふさ右目にかかっている。

　彼がケイトに話しかけた。

「お姉さん、びっくりするほど金髪似合わないねぇ」

　聞こえてきたのはティムの面おも白しろがるような陽気な声。無む邪じや気きにケイトの胸を抉えぐる。

「私の自己満足よ……。金髪は私の憧あこがれなの」

　ケイトは、朝に染めたばかりの自分の髪かみをせわしなく梳すく。

「僕はただ、やっぱりお姉さんには赤い髪のほうが似合うよって言いたいだけだよ」

　小首を傾かしげる男性、もといティムも現在変装中だ。革命派に知られずにクロスヒルへ行くための、ケイト達の作戦である。

「ティム。あまり彼女をからかうな」

　ティムの横で本に目を落としていた男が、落ち着いた低めの声で窘たしなめる。イーノットを特とく徴ちようづける金の瞳は現在、黒い色付きの眼鏡で隠かくされていた。更さらに私服を着せれば、どこにでもいそうな若い青年になる。軍服の威い圧あつ感かんを脱ぬぎ去ると、イーノットは実際よりかなり若く見えた。

「いーじゃん、別に。設定通りでしょ？　可愛かわいい姉きよう弟だいの二人旅に付いてくる、親しん戚せきのお兄さん。それとも、ケイトと新しん婚こん夫ふう婦ふの設定の方が良かった？　でもそうすると、僕の役がなくなっちゃうんだよねぇ。ごめんねー、少しよう佐さ」

　ニコニコと邪じや気きのない笑え顔がおを向けられ、イーノットはバタン、と本を閉じた。

「では設定を変えよう。ティム、お前は今から無口な弟に変へん更こうだ」

「ええー、僕、喋しやべらなかったら死んじゃうよ」

　口を尖とがらせるティムは見かけは別人そのもので、ケイトは未いまだに戸と惑まどっている。

　ティムの変装は見事だった。口調や仕草、声まで変えてみせる器用さには驚おどろかされている。なんとあの演奏会でも、客として変装して潜もぐり込んでいたのだという。イーノットの隠れた護衛として。

　山に囲まれたクロスヒルの街並みが見えてきて、ガタンと汽車が停車した。こうしてケイト、イーノット、ティムは北部クロスヒルへと降り立った。

　山さん岳がく地域で、鉱山が至るところに分布するクロスヒルの街。ゆえにこの街では鉱山で働く人間が多く、ケイト達が先ほどからすれ違ちがっているのも、煤すすけた顔をした筋肉質の男達だ。

　ケイト達はまず駅の近くの宿へと向かった。荷物を置き、部屋の机にイライザから託たくされた紙を広げた。

「さて」

　イーノットが口を開いた。

「この地図がクロスヒルの街のものだというのは情報部の人間から確かく認にん済みだ。この街のどこかに、手帳を持ったイライザがいるのはほぼ間ま違ちがいないだろう。では、それはどこなのか。指し示しているのが、このメッセージなんだろうな」

　イーノットの指した文章は、あのバイオリンに隠されていた暗号めいた文だ。

「まったく、凝こったことしてくれるよね」

　ティムが、飴あめを取り出し口に放ほうり込んだ。

　ケイトも頷うなずくしか出来ない。メッセージの意味をずっと考えてきたが、結局分からず仕じ舞まいだった。確かに万一、革命派や軍人に渡わたっても分からないだろうが、メッセージを預けたケイトまで解けないのでは話にならない。

「だが、ヒントは隠されていると思う」

　イーノットのその言葉に、ケイトとティムは顔を上げた。

「『赤毛の女め神がみ』とは、きっと君のことだろう？」

　眉が寄ってしまうのはもう条件反射だ。

「ま、そうだろうね。こんな赤毛、お姉さんしかいないもん」

「赤毛から連想して、君を『赤毛の女神』とたとえた。つまり他ほかの言葉も、そうやって何か別のものをたとえた言葉なんじゃないだろうか」

「別のものをたとえる……」

「そう考えていくと、ひとつ解ける言葉がある。この、『黒き宝石』という言葉だ。別のものをたとえるという決まり。そしてここがクロスヒルであることを考えると……」

「ああ、なるほどね。石炭か」

　ティムが言った言葉に、イーノットは頷く。

　良質な石炭は高値で取引される。黒く輝かがやくそれは、まさしく『宝石』だ。

　ケイトはじっと紙を見つめて言った。

「じゃあ、この一番初めの、『白い巨きよ人じん』は、街の中にある、白くて大きな建物とか？」

「そんなのどうやって探すのさ」

　ティムが呆あきれたような声を出す。

「ティム。士官学校で何と教わってきた？」

　イーノットが鋭するどく声を上げると、ティムはおどけた様子で敬礼をした。

「は！　『情報は戦いの勝敗を左右するもの。情報は人にあり。見回りと聞き込みを怠おこたるな』であります！」

「そういうことだ。では街に出よう」




　そうしてケイト達は宿を出て、クロスヒルの街を見て回った。

　しかし建物の一部分が白だったり、看板が白かったりというのはあるが、基本的にクロスヒルの街は赤茶で構成されている。レンガ造りの建物が多いのだ。

「巨人ってことはさぁ、すっごく大きいものってことだよね？　それで白色ならすごく目立つと思うんだけど。そういうの、ないよねぇ」

　そこでケイト達は、クロスヒルの住民に話を聞くことにした。

　最初に話を聞いたのは、パン屋を営む女性だった。

「街を見たら分かるだろう、ないよそんなもの」

　八年前にこの街に嫁とついできたというこの女性は、そう言って手を振ふる。

　もっと前からここに住んでいる人に聞こうと、今度は駅を歩いていた老夫婦に声をかけた。

「白くて、巨人みたいに大きいもの？」

　老夫婦が顔を見合わせる。質問する方がこんな抽ちゆう象しよう的な言い方しか出来ないのだから、聞かれた方が困こん惑わくするのも無理はない。

「まるで謎なぞ々なぞですね」

　夫人はくすりと笑みを零こぼした。灰色の瞳に、楽しそうな色が宿る。

「そうなんです。この街で、そういうものがあるか分かりませんか？」

「それは、今現在という意味？」

「え？」

　ケイトは目を瞬まばたかせた。

「巨人のような大きなものは今でもあるわ。そしてそれは昔、真っ白で目を引いた」

「ああ、あれか」

　そこで夫の方が声を上げた。夫人は頷き、つい、と指を差す。

「時計塔とうよ。今は塗ぬり替かえられているけれど、昔は白に塗られていたの」










　街の中心に建つ、大きな時計塔。

　ケイト達は老夫婦にお礼を言うと、急いで時計塔を目指した。

　その時、まるでケイトを迎むかえるように、鐘かねの音が十二時の時間を知らせるために響ひびき渡った。

　──……あれ。何だろう。この鐘の音、聞いたことがあるような──

　だがすぐに違い和わ感かんを打ち消す。今はそんなことを考えている場合ではないのだ。

　五分ほどで着いた時計塔は縦に長い長方形の形をしており、木でできた中へ入る扉とびらがあった。入ると、人ひとりが上れる幅の狭せまい階段があった。ケイト達は急いでその階段を上る。

　天てつ辺ぺんに着いた時は、ケイトの息は上がっていた。イーノット達は、息を乱すような素そ振ぶりも見せない。天辺はとにかく狭く、ケイト達は肩かたを寄せ合って眼下を見下ろす。

「街が一望できるんだな」

　イーノットが呟つぶやく。ケイトはあのメッセージを思い浮うかべる。

「ええと、『白い巨人の見やる先　東の空よりカナリアが飛ぶ』……、東、東ってどっち？」

　ケイトが顔を上げると、「んーと、こっちかな」とティムが指差した。

　ティムの指し示す方角には、先ほどケイトが走ってきた大通りが時計塔へと伸のびている。大通りの両りよう脇わきには、商店や家が立ち並ぶ。東のもっと先には、鉱山。

　駄だ目めだ。これだけでは分からない。

「『カナリア』って何？　『カナリアが夏を歌う時』って？」

　ケイトは頭を抱かかえた。時計塔に上がれば分かると思っていたが、『カナリア』という言葉の指し示すものが分からない。

　イーノットもティムも、難しい顔で考えこんでいる。

「ごめんイライザ。まだたどり着けない」

　ケイトの呟きは、ひときわ強く吹ふいた風に消えた。







　ケイトは手がかりを得られなかったことに落らく胆たんし、行きとは違ってゆっくりと階段を下りて行った。

「とりあえずさあ、ご飯食べない？　僕、お腹なかすいた。飴も無くなっちゃったし。甘いものが切れると頭も動かないしさー」

　ティムの間延びした声に、ケイトは気もそぞろに頷く。

　頭の中には様々な単語や考えが飛び交かっており、正直食事をする気分ではない。

　その時、ポンと頭を叩たたかれた。

「ティムの言う通りだ。考えすぎると思考が凝り固かたまる。それでは謎なぞも解けない」

「……はい」

　イーノットの瞳ひとみは不思議だな、と思った。真正面から見れば完かん璧ぺきな宝石のようだが、すこし見る角度を変えれば、まだ磨みがかれていない原石のようなきらめきが一いつ瞬しゆん走る。それは真正面から見た時より、ずっと心に残るものだった。

　ケイト達は、一いつ軒けんの食堂へと入った。夜は酒場になるのか、カウンターの後ろには酒さか瓶びんが並んでいる。昼時の店の中は混こんでいた。ほとんどが、鉱山で働く男達だろう。煤けた顔もそのままに、ものすごい勢いで食事を平らげていく。

　店の奥に席を取ったが、やはりよそ者は一目見て分かるのだろう。じろじろと好こう奇きの視線を向けられる。

「なんか、すっごい見られてる……」

「お姉さんが美少女で、僕が美少年だからじゃない？」

　視線など全く気にした様子も見せず、ティムはデザートのケーキを口に運ぶ。

「なわけないでしょ」

「うんごめん。前半は噓うそ」

「ああそうですか……」

　ケイトがじとっとティムを睨にらんだ瞬しゆん間かんだった。

　バンッと乱暴に、店の扉とびらが開け放たれる。

　そこに立っていた人物を見て、客達はあからさまに顔を顰しかめた。わいわいと賑にぎやかだった店内が一瞬で静まる。

　店主にさえ迷めい惑わくそうな顔をさせる招かれざる客は、軍服を着た金きん髪ぱつを短く刈かり込んだ男だった。

　冷たい視線や避さける視線も一向に気にした風もなく、その男は尊大に店に入ってきた。

「ふうん？　北部の軍人か。少しよう尉いだって。わー、僕と一緒じゃん」

　その金髪の男の胸むな元もとに揺ゆれる星を見て、楽しそうにティムは声を潜ひそめて言った。

「北部基地と南部基地うちって、仲悪いんだよね」

「そうなの？」

「北部は市民を押さえつけて統治するって感じで、市民の手助けをしようとする南部とはそもそも方針が違ちがうんだよ。ま、北部は他ほかの基地で何かやらかしたら飛ばされる左さ遷せん基地だから。それのやっかみが一番の理由だと思うけど」

　ティムは生き生きとそう語り、「男の嫉しつ妬とって醜みにくいよね？」と笑え顔がおで話を結ぶ。ケイトはまた胸を張って尊大に歩く男に視線を向けた。

「そこをどけ」

　つかつかとテーブルへ近づき、そこでまだ食事中の気弱そうな男にそう言う。言われた男は、この店の中でも一番腕うでも細く、背も小さい。何より青い瞳はきょときょとと落ち着きなく動いていた。

「早くどけ！　私は北部基地第一連隊警務部のリチャード・ワーズマンだぞ？」

　青い目の男は食べていた椀わんを持って慌あわてて立ち上がる。

「ラス、こっちで食えよ」

　向かいのテーブルから声がかかって、ラスと呼ばれた男は頷うなずいた。その様子を冷たく見下ろしていたリチャード少尉は、ふと何か思い立ったように笑みを浮かべた。

「ああ、お前、この前親方のジジイに怒おこられていた奴やつだな。運んでいた石炭をこぼしていただろう。どういうつもりだ。あれはお前よりも価値のあるものなんだぞ」

　店の雰ふん囲い気きが更さらに張りつめる。男達が殺気立つのと同時に、ケイトもぎゅっと眉まゆを寄せた。

　最近、イーノット達とばかり接してきたから忘れていた。ケイトが嫌きらう軍人、権力を笠かさに着て、尊大で人を見下すような奴──この少尉がまさに典型的な軍人だ。

　ラスは「す、すみません」と謝り、リチャード少尉の横を通り抜ぬけようとする。

　スッと軍ぐん靴かが前に出て、それに足をかけたラスが転ぶ。持っていた椀のスープが床ゆかにぶちまけられた。ラスは慌てて立ち上がろうとする。

　それを見てリチャード少尉は笑っていた。ケイトは猛もう然ぜんと立ち上がろうとして、腕を取られた。

「駄目だよ、お姉さん。僕らの変装を台無しにする気？」

「でも、放ほうっておけない！」

　ティムの手を振ふり払はらうと、転んだラスのもとへと駆け寄った。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「へ、平気です」

　ケイトは尚なおも薄うすい笑みを浮かべるリチャード少尉に向かって、言った。

「謝ってください」

「私が謝る必要があるのか？　こいつが勝手に転んだんだ」

「足をかけたのを見ました。謝ってください」

　ひるむ様子のないケイトに、リチャード少尉は不ふ愉ゆ快かいそうに顔を顰めた。

「うるさい。そこをどけ」

「でも」

「どけと言っているだろう……！」

　不意に手が振り上げられた。来るであろう衝しよう撃げきに備えて、ケイトはぎゅうと目を瞑つむり、体を硬かたくする。

　だが、予想していた衝撃はなかった。目を開くと、広い背中に庇かばわれている。

　イーノットが、リチャード少尉の手首を摑つかんでいた。

「何だ、お前。離はなせ！」

　リチャード少尉が腕を振り払おうと力を込めているのが分かるが、イーノットの腕はびくともしない。手首を摑んだまま、イーノットは平へい坦たんな口調で言った。

「やりすぎだ。彼は何もしていない。床を拭ふくべきなのは、お前だ」

　一いつ般ぱん市民に反はん抗こうされるとは思ってもみなかったのだろう。リチャード少尉はカッと顔を赤くした。

「私に指図するのか！　私は軍人だぞ！」

「軍人と名乗るなら、一般市民を守ることを第一としろ」

「なんだと……！」

　殴なぐりかかろうとするリチャード少尉の腕を難なくかわして、逆にその腕を取る。そのまま捻ひねりあげた。

　鮮あざやかで素す早ばやい手て際ぎわに、屈強に思われた少尉は全く抵てい抗こうできない。

「なっ！　何をするんだ貴様！」

「彼に謝れ。そして床を拭くんだ」

「ふざけるな！　お前、どこの者だ？　クロスヒルの人間じゃないな。私に盾たて突つくとどうなるか、分からないのか！　私は北部基地所属の少尉だぞ！」

「何をしているんだ？」

　騒さわぎを聞きつけたのか、七人程ほどの軍服姿の男達が店に入ってきた。その中でも一番位の高い、大たい佐さの階級章を付けた男が太った体を重そうにしながら入って来る。口くち髭ひげを撫なでながら、床を拭こうとしているラスを、汚きたないものでも見つめるように眺ながめ、次いで腕を捻りあげているイーノットへと視線を向けた。

「おい、そこの男。お前が拘こう束そくしているのは軍人だぞ。不敬罪に処されたいのか」

「ザットン大佐！」

　強力な味方を得たように、リチャード少尉は嬉うれしそうに声を上げた。

「この男、突とつ然ぜん私に襲おそい掛かかったんです！　すぐ牢ろうへ入れてしまいましょう」

　ケイトは息を吞のみ、成り行きを見守る。

　イーノットは一つ息を吐はき、摑んでいた腕の拘束を解いた。それにリチャード少尉が勝ち誇ほこったように振り向く。

「軍所属ならともかく、一般市民が我々に刃は向むかうなどありえないことだ」

　ザットン大佐が笑うと、眼鏡を外したイーノットの綺き麗れいな敬礼が向けられた。

「南部基地所属、イーノット・レイズ少しよう佐さであります」

　ざわりと、店の中が揺れる。「イーノット・レイズ？」「オールリッジで有名な、あの？」そんな男達の囁ささやき声が聞こえてくる。

　リチャード少尉は驚おどろいて言葉をなくしている。ザットン大佐も一いつ瞬しゆん言葉を失い、だがすぐに笑みを作った。

「……これは。驚いたな、いつ北部へ？　連れん絡らくをくれれば、迎むかえを寄よ越こしたのだが」

　笑ってはいるが、なぜ黙だまって来たのだと暗に責められているのだ。

「任務の一いつ環かんで突然参ることになりまして。お気き遣づかい、感謝いたします」

「それで、なぜ君はここで私の部下を拘束していたのだ？」

「リチャード少尉は不当に市民を貶おとしめようとしていたのです。その言動や行動が目に余りましたので、注意しただけです」

　リチャード少尉は何かを言いかけたが、口を噤つぐんだ。明らかになったイーノットの地位は少尉よりも何階級も上だ。反論すれば、今度は自分の方が不敬罪と取られても文句は言えないのだと気付いたのだろう。

「注意？　どんな」

「そこにいるラスという男に謝れと言いました。そして床を拭けと」

　ザットン大佐は、面おも白しろいことを聞いたとでもいうように、笑った。

「それは、さぞかしそこの少尉が怒ったことだろう。たかが一般市民に我々が頭を下げるなど、考えられんだろうからな」

「ですが、謝罪は必要です。一般市民かどうかなど関係ありません」

「いや。関係はあるんだ、イーノット・レイズ少佐」

　ザットン大佐は語気を強めた。

「私達は軍人で、ここにいる彼らは労働力として国が、ひいては軍が養ってやっているんだ。少しよう尉いはその男に頭を下げる必要はない。もし少尉が頭を下げるのなら、それは階級が上の君にだろう」

「私に謝罪など、どうでもいい。ですが、ラス氏には謝罪してください」

　イーノットの押し殺したような声を、ザットン大佐はうるさそうに手で払はらった。

「私の言っていることが、よく伝わっていないようだな。少尉が頭を下げるのが君なら、君が頭を下げなければいけない相手は誰だれだ？」

　それは、軍人として頭に叩たたき込まれる絶対的な上下関係。

「それは、──大佐です」

「結構。これ以上、私の管かん轄かつで揉もめ事を起こすな。君は南部を守っていればいいんだ。口出しは無用」

　行くぞ、と北部基地の人間が店から引き揚あげていく。最後に先ほど腕を捻りあげられた少尉が、勝ち誇ったような目でこちらを見ていくのを、ケイトは唇くちびるを嚙かみしめて見送った。

　店の中に、沈ちん黙もくが漂ただよう。そんな中、ティムだけがのほほんと間延びした声を上げた。

「まーったくさー。これで街、歩きづらくなっちゃったじゃん。どうすんのさ」

　イーノットは床にへたり込むラスの前まで来て、膝ひざを折った。

　その場で深く、頭を下げる。

「すまなかった。同じ軍所属の人間として、謝罪する」

　突然謝られ、ラスはわたわたと動どう揺ようしたように手を振る。

「そ、そんな、僕は……」

「軍の奴やつらと喋しやべることなんてねえ！　行くぞ、ラス！」

　客達はそれだけ言って、ラスを呼ぶ。ケイト達を見る視線は、好こう奇き心しんから敵てき愾がい心しんへと変わっていた。

　ラスは、おどおどと両者を見返していたが、やがて同どう僚りよう達と出て行った。

「偽ぎ善ぜん者しや面づらしてるが、お前もあいつらと同じ、所しよ詮せん軍人だろ」

　最後に、イーノットの肩かた越ごしに呟つぶやかれた誰かの言葉に、ケイトは反抗したくなった。

　イーノット達と出会って、彼らが市民を守ることに心を砕くだいていることを知った。それなのに、『偽善者面』などと言われ、もどかしくて仕方ない。

　だが、男の言葉に、イーノットは何も言い返さなかった。黙ってその言葉を聞いていた。




　ケイト達は店から出た。口を閉とざすイーノットに、ケイトは耐たえきれずに声を上げた。

「ただの労働者だとか軍の人間だとか階級とか、それが何なの？　皆みんな同じ国に住む人間でしょう？　それがあの人に謝罪をしない理由にはならないわ」

　イーノットがようやく口を開いて言う。

「あそこで彼に嚙みつけば、君は不敬罪で北部基地へ連行される。大佐の命令では、残念ながら私の権限でも助けられない。そうなれば、イライザを探すことはできなくなる」

「だからって、こんなのおかしいです！　間ま違ちがってる！」

　イーノットに詰つめ寄ると、右手首を取られて強く握にぎりしめられる。

「冷静になるんだ。優先順位を考えろ。自分が行動することで、どんな影えい響きようが出るのかよく考えるんだ。間違っていると、ただやみくもに叫さけぶのは子供のすることだ」

　ケイトは唇を嚙みしめ、俯うつむいた。ゆっくりとイーノットの手が離はなされる。

「だって少佐は──悔くやしくないんですか？　頭にこないんですか？」

　ケイトの言葉にイーノットは何も答えず、険しい表情で前を見つめているだけだ。

　ふとイーノットの手を見て、息を吞む。彼の両手は、きつく握りしめられていた。白くなるほど、力の込められたその両手こそが、イーノットの怒いかりや、やりきれなさなのだ。

　怒っていないはずがない。甘んじているわけでもない。目の前の軍人は、静かに憤いきどおっていた。










　気付けば、太陽はだいぶ傾いていた。ケイト達は互たがいに口を閉じたまま宿に戻もどった。

　それぞれ部屋に戻ったが、ケイトはすぐにイーノットの部屋を訪おとずれた。

　ケイトの登場に面めん食くらったようなイーノットに、救急箱を掲かかげてみせる。

「試験勉強をするからと、部屋に戻っていたんじゃないのか？」

「これが終わったら、またすぐ戻りますから。……手のひら、手当てさせてください。血が出ているはずです」

　予想外の言葉だったのか、イーノットは珍めずらしく取り繕つくろうことができないようで、「気付いていたのか」と呟いた。

「あれだけ強く握ったら、爪つめが皮ひ膚ふに食い込みます。消毒だけでも、させてください。触さわられたくないなら、救急箱を置いていきますから」

　イーノットははっとしてケイトを見た。そして、苦く笑えみ崩くずれる。

「……参ったな。それも気付いてたのか」

「触られるのは嫌いやなのかな、とそう感じただけなんですけど」

　イーノットは少し考え、それから体をずらして部屋に入れてくれた。

「手、触ってもいいですか」

　イーノットは逡しゆん巡じゆんした後、ゆっくりと両手を差し出す。

　無防備に感じるその仕草に、自分で要求しておいて、ケイトはどぎまぎした。触ってもいい、という、信しん頼らいを差し出されたような気になる。

「さっきは力を入れすぎてすまない。痛かっただろう。痕あとでも残ったら大変だ」

　イーノットが、ケイトの右手首を見る。

「全然痛くありませんでした。大だい丈じよう夫ぶ、気にしてません」

「……少しは気にしてくれ。君は女性なんだぞ」

「それは、嫌になるほど毎日言われてます。『女に医者は無理』だとか」

「だからそういう意味では……ああ、もういい」

　ケイトの顔を見て、通じていないのが分かったのだろう、イーノットは溜ため息いきを吐ついて話を切る。

　ケイトはふとイーノットの捲めくれた袖そで口ぐちから、肘ひじから上の部分に走る、切り傷のようなものを見つけた。

「……これ」

　呟いたケイトの声が聞こえたのだろう。イーノットはさりげなく腕うでを引こうとする。

「ああ、すまない。見苦しいものを見せてしまった」

　ごく自然にそんなことを言うイーノットに、ケイトはむっとして腕を引き留めた。

「私は医者を目指してるんですよ。傷を見苦しいなんて思わない。治したいと思うものなんです」

「そうか。……だが、この傷は消えなくていいんだ」

　金の瞳ひとみがゆっくりと伏ふせられる。痛みにも似た表情が、イーノットの顔を過よぎった。

「戦争で、負った傷なんですか」

「いや」

　言葉少なにそれだけを言い、ケイトのそれ以上の追及を拒こばんでいるようだった。

　長い沈黙の後、イーノットは言った。

「君の言っていることは正しい」

「え？」

「軍は人々を守るためにあるべき組織だ。だが、現実はこんなにも違ちがう」

　遠い目になるイーノットは、今何を考えているのか。ここにいるはずなのに。

「少しよう佐さ？」

「いや、何でもない。忘れてくれ」

　──……ちょっとでも近づこうとすることは、いけないことなの？

　ケイトが一歩でもイーノットの中に立ち入ろうとすれば、笑顔でかわされる。ケイトは唇くちびるを嚙かみしめた。もどかしいような思いが湧わき上がってきて、そんな自分に戸と惑まどう。

　──そもそも、どうして少佐に近づきたいと思うの？

　拒絶されて、なぜこんなにも心が沈しずむのだろう。

「そういえば、気になっていることがあるんだが」

　イーノットは何事もなかったかのように話題を切り替かえる。感情を隠かくすのが上手うまいのは、彼が戦争などの駆かけ引きで培つちかってきたものなのだろうか。それを悔しいと思うのは、ケイトが子供だからなのだろうか。

「何ですか？」

「その言こと葉ば遣づかい。サニー達には親しげな口を利きくのに、なぜ私にはいつまでも敬語なんだ」

「は？」

　何を言われるのかと思っていたケイトは、その言葉に脱だつ力りよくする。

「いつまでも、って。いつまでも敬語のままですよ。あなたはすごく年上だし、高い階級の人でしょう」

「君は私の部下じゃないだろう」

　イーノットは憮ぶ然ぜんとした表情で腕を組んだ。

「無理です。それに、少佐だけじゃないでしょう。大たい尉いにだって、私は敬語を使ってます」

「他ほかの誰だれかなど関係ない。変えてくれ」

「そんな……」

　ケイトは途と方ほうに暮れてしまった。少しだけ拗すねたような表情をされて、何だか慌あわててしまう。

「無理です」

「無理じゃない」

「無理ですってば」

「無理じゃない」

「無理だって言ってるでしょ！」

　あ、とケイトは口に手を当てた。怒ど鳴なったのに、イーノットは楽しそうでますますケイトは困る。

「よし、その調子だ」

　いたずらが成功した子供のような顔で笑われ、つられて微笑ほほえみそうになってしまう。ありのままの自分を出すことができ、『女性』という括くくりではなくケイト自身を知ろうとしてくれるイーノットに、ケイトはやすらぎを覚え始めていた。







　宿の窓からは、夕日が差し込んでいる。三人は一刻も早く動き出すため、考えつく案を紙に書き出していた。

「カナリアねー。カナリアかぁ。うーん……」

　ティムは先ほどからそればかり繰くり返している。スクールで難しい課題を解こうとした時、自分はどうしていたか考える。

「あ」

　突とつ然ぜん声を上げたケイトに、二人が視線をよこす。

「本よ！　図書館に行きましょう。本に知ち恵えを借りるの。時間はないけど、何かを調べる時の基本はこれだと思う」

　ケイトの疑問をいつも解消してくれたのは、本だった。

「地元の図書館の本に何かあるかもしれないな」

　イーノットとティムが頷うなずき、三人は、クロスヒルの図書館へと向かった。宿から二十分ほどのところにある赤い屋根の小さなその図書館は、閉館間ま際ぎわであまり人がいなかった。カウンターには、つまらなさそうにお茶を飲む初老の司書が一人、座っているだけ。

　ティムは鳥類図ず鑑かんを手に取り、調べ始めた。ケイトとイーノットは『黒き宝石の輝かがやきを称たたえ　カナリアが夏を歌う時』というところから、炭鉱とカナリア、という単語で調べ始める。

「あった！　二人とも、見て」

　ケイトは『炭鉱の歴史』という本のページに視線を落としたまま、手招きする。

「『炭鉱で発生する毒ガスを早期に発見するため、カナリアは警報として利用された。カナリアが囀さえずりを止めた時は、異常を知らせる合図となる』。……なんか、残ざん酷こくね」

「ふーん、結構最近まで導入されてたんだね。で？　炭鉱とカナリアの関係性から、お姉さんはどんな答えを出すのさ」

　ケイトはティムと顔を見合わせ、俯うつむいた。

「……分からない、か」




　結局、図書館でもカナリアの謎なぞを解くことはできなかった。

　ケイト達はとぼとぼと宿への道を戻もどるため、大通りを歩いていた。日が暮れ始め、夕飯の買い出しに出かける親子連れや、鉱山から帰ってきた男達が通り過ぎていく。

　──何も分からなかった。どうすればいいんだろう？　何をすれば、前に進めるの。タイムリミットはもうすぐなのに。

「宿に戻るぞ。これ以上の長い外出は危険だ」

「待ってください、もう少し探してみたい。まだまだ行っていない場所もあるし。その間に何か思い出すかも──」

「だめだ」

　言い募つのろうとするケイトを、イーノットは窘たしなめる。

「やみくもに歩き回るべきじゃない。部下から定期連れん絡らくが入るから、宿に戻るんだ」

「だけど、イライザが行方ゆくえ不明になって何日経たってるんですか。大学入試は二日後なんです。宿に戻って考え直すとか、そんな悠ゆう長ちようなことしてる場合じゃないでしょう？」

　冷静に言い聞かそうとするイーノットの言葉が正しいのは、ケイトも頭の片かた隅すみでは分かっていた。それでも焦あせりは口をついて出てくる。

「やみくもでも何でもいいから、動かなきゃ。二人は宿に戻って連絡を聞いていてください。私、もう少し外を探します」

　ケイトはイライザのメッセージが書かれた紙を、ぎゅっと握にぎりしめる。

「君は、それで私達が『はい分かりました』と言うとでも思っているのか？」

　有う無むを言わさないイーノットの口調にも、ケイトは首を振るばかりだ。ティムは二人のやりとりを見守っている。

　イーノットが、ひとつ大きな溜ため息いきを漏もらした。そしてケイトの顎あごをそっと摑つかみ、その眦まなじりに指を滑すべらせる。

「よく眠ねむれていないんだろう」

「……なに」

「目の下にクマがある。だからそんな風に思考が上うわ滑すべりするんだ。君だけがイライザを助けようとしてるんじゃない。ウィングヒルに残っているサニー達も、彼女を探そうと手を尽つくしている。私達も、着実に進んできている。君がクロスヒルの街をあてもなく歩き回って、それで得られる成果は何だ？」

　ケイトはイーノットに反論しようとして、結局はのろのろと頭を下げた。

　──少佐の言っていることは正しい。やはりこのまま、宿に戻るべきなの？

　その時、道の端はしで何かの倒れる音がした。

　目を向けると、店先で売られていた林りん檎ごの山が崩くずれ、道みち端ばたに転がっている。中年の男性がぶつかってしまったのだろうか。申し訳なさそうに店主に謝る、その風景の片隅に──

　黒くろ髪かみの女性が、立っていた。俯いて髪が顔にかかり表情は見えない。しかし首元に見覚えのあるペンダントをしていた。

　すぐに黒髪が揺ゆれて、くるりとケイト達に背を向けて走り出す。

　顔はよく見えなかった。

　──でも。

「……イライザ？」

　その名を口にした途と端たん、ケイトは走り出していた。

「だめだ、行くな！」

　追いかけてくるイーノット達の気配を感じながら、それでもケイトの足は止まらない。

　心臓がうるさいほどに鳴る。あの背格好。黒髪。何より彼女はペンダントをしていた。ケイトが誕生日プレゼントにあげたペンダントだ。

「イライザ！　逃にげないで！」

　イライザと思われる人ひと影かげを追って細道に入り込んだが、その姿が消えている。ケイトはきょろきょろと辺りを見回す。

「それはイライザじゃない！　罠わなだ！」

　背後からかかったイーノットの鋭するどい声でようやくケイトの足が止まった。

　──罠？

　頭にその言葉が染しみ渡わたった時にはもう遅おそい。

　突然横から伸のびてきた手に、ケイトが握にぎりしめていた地図が奪うばわれる。

「何……！」

　奪ったのは、ケイトが追っていた黒髪の女性だった。意地の悪い笑えみを浮かべている。近くで見れば、黒髪しかイライザと共通するものはないのに、ペンダントに目がいってしまった。

「……っ、返して！」

　ケイトは手を伸ばす。だが、女性の黒髪が指に触さわっただけだった。また遠くなる背中を追いかけようとした時。

　ケイトは腕うでを取られ、その場に倒れ込んだ。

　そして、身を竦すくませる銃じゆう声せいが響ひびいた。

　何が起こったのか、分からなかった。自分がイーノットの腕の中にいることを理解すると同時に、囲われた腕から流れる鮮せん明めいな赤に気付く。

「少しよう佐さ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。いいからそのまま頭を低くしていろ」

　イーノットは流れる血を気にした様子も見せない。ケイトを守るように片かた腕うでで囲みながら、もう片方で銃を構え直す。

「あーもう、何してんのさ少佐。それにお姉さんも暴走しすぎでしょ。よく考えずにすぐ行動しちゃうのは馬ば鹿かのすることだよ？」

　前から回り込んで来たのかティムが呆あきれたような声を上げる。

　ティムがその可愛かわいい顔には似合わないごつい拳けん銃じゆうを構えながら、周囲を鋭く見回す。だが、声はのほほんと緊きん張ちよう感かんがない。

「部下には、『相手も守って自分も守れ』って言ってるくせに。少佐、有言実行って言葉知ってる？」

「仕方ないだろう。自分まで守っていたら、間に合わなかったんだ」

「少佐に怪け我がさせたなんて知られたら、僕が大たい尉いに怒られるんだよ。一週間お菓か子し抜ぬきとかにされたらどうするつもり？」

「分かった、文句は後でゆっくり聞く。それよりここは任せられるか、ティム」

「僕を誰だれだと思ってんのさ。ま、最近平和すぎて退たい屈くつしてたし、ちょっと頑がん張ばっちゃおうかな。少佐はそこでお姉さんと抱だき合ってていいよ」

　その大きな瞳ひとみをキラキラと輝かせて、ティムはにっこりと笑った。

　腕の中で守られながら、ケイトは息をつめた。

　黒髪の女性の他ほかに、仲間がいた。追いすがろうとしたケイトを撃うとうとしたのだ。そこにイーノットが現れ、その身を投げ出して阻そ止ししてくれたのだと気付いた。

　──また。また、助けてもらった。

　ポタリと滴したたったイーノットの腕の血を見て、ぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめた。

　──私が勝手な行動をしたせいで、人を傷つけてしまった。……でも、今はぼうっとしてる場合じゃない。

　ケイトはポケットからハンカチを取り出し、止血のためにイーノットの腕をきつく縛しばった。一いつ瞬しゆん痛みに顔を歪ゆがめたイーノットだが、すぐに笑えみを浮うかべる。

「ようやく頭の血が下がったか」

　冷静さを欠いて勝手な真ま似ねをしたのに、イーノットはそう返しただけだった。

　胸が詰つまって、なぜか泣きたくなった。

「ごめんなさい。後でいくらでも謝ります」

「私は後で、ティムの文句と君の謝罪を聞かされることになるのか。あまり気が進まないな」

　軽口を叩たたきながら、周囲を探さぐる瞳は鋭い。

　横にいるティムが拳銃から発はつ砲ぽうした。道の陰かげから、眉まゆのない細身の男が俊しゆん敏びんな動きでこちらに銃を向ける。ティムは壁かべ伝づたいに身を隠かくしながら、容よう赦しやなく応戦する。

　道の脇わきに、瓶びんを入れた箱が積まれている。箱の後ろに誰かがおり、白いシャツが見え隠れしている。今度はそこから発砲され、イーノット達は後退して飲食店らしき裏口に身を隠す。

　イーノットは裏口の壁から一瞬身を乗り出して、箱をめがけて撃ち込む。

　瓶を入れた箱に身を隠していた緑の瞳ひとみの瘦やせた男が、たて続けにこちらに向かって撃ってくる。男は、ティムが頭を下げて隠れた瞬間を見計らい、大通りに向かって走り出した。

「ティム！　大通りに出すな！」

　ティムが瘦せた男を追って走り出す。勝ち目がないと思い、ついに逃げ出したのだろうか。

　イーノットが周囲を確かく認にんしながら、ケイトの手をひく。

　大通りに出たティムの姿を見て、走っていた男は緑の瞳を見開き、慌あわてたように拳銃を向けて発砲した。ティムを狙ったのだろうが、それはティムと男の間にいた少女に向かう。おつかいを頼たのまれたのか、大きな紙かみ袋ぶくろを持ち、騒さわぎ出した大人達に目を丸くしている。

　銃じゆう弾だんは、少女の足を掠かすめた。崩れ落ちて、火が付いたように泣き出す少女の元へ、ケイトは駆かけ出す。

　ティムは白いシャツを摑つかみ、男をいつの間にか押さえこんで拳銃を取り上げていた。

「怖こわかったよね。ごめんね、ちょっと足を見せて」

　ケイトは血の流れ出した少女の足を、しゃがみ込んだ自分の膝ひざ上うえに乗せる。

「誰だれか！　ハンカチでも何でもいいから貸してください！　血を止めたいの！」

　ケイトは声を上げた。遠巻きに見ていた子供を背負っている母親らしき人や、年配の男性が、自分のハンカチを差し出す。

　ケイトは出血している場所にハンカチを何枚も重ね、手のひらで強く圧あつ迫ぱくする。すぐに血が滲にじみ出し、ハンカチは赤く染まった。

「すみません。私達、昨日この街に来たばかりなんです。ここから一番近い病院はどこですか！」

　ケイトは傷口を押さえたまま、ハンカチを貸してくれた女性に声をかける。

　イーノットが駆け寄り、少女を横よこ抱だきにした。

「通りを挟はさんだところに、キッド先生の診しん療りよう所じよがあるけど。看板が出てるからすぐ分かるわよ」

「ティム！　お前は宿に戻って定期連れん絡らくを聞け。それと南部基地に今日のことを報告しろ」

　ティムは唇を引き結び、頷うなずく。ケイトとイーノットはキッド医師の診療所へと向かった。







　キッド医師の診療所はすぐ見つかった。そこはケイトが働いている南部の診療所に比べて、とても小さい建物だった。

「すみません！　急きゆう患かんです！」

　扉とびらを開けると、待合室のようなところがあった。座っていた患者達が、驚おどろいたような顔でケイト達を見返す。

「お医者様はどこですか！　今すぐ診みてもらいたいんです！」

「……そう騒がずとも聞こえている」

　ケイトの声に、奥の扉から白衣を着たキッド医師が出てきた。薄うすくなった白しら髪がを撫なでながら、訝いぶかしげにケイト達を見る。

「キッド先生ですか？　この子、足を撃たれたんです。貫かん通つうしたわけではなくて、掠ったようなんですが、出血してます！　それから彼も銃弾が腕を掠めたようです。早く処置を」

　ケイトは少女を横抱きにしているイーノットの腕を指した。ケイトにできるのは応急処置だけだ。

　キッド医師はイーノットの腕を見、少女の傷口を覗のぞき込んだ。そして難しい顔をして言った。

「とりあえず、こちらに運びなさい。……お嬢じようちゃん、お名前は？」

「……ミア」

　ミアは泣きながら答える。イーノットは診察室のベッドにゆっくりと彼女を横たえさせた。ミアの手を、ケイトはぎゅっと握りしめる。

「もう大丈夫よ。病院に来たからね。もう痛いのはおしまいだからね……」

　その横で、キッド医師は消毒液と包帯を用意していた。キッド医師は血が止まったのを見計らい、ミアの傷口からハンカチを取り、傷口を洗う。消毒液をつけると、ミアはまた声を上げて泣きじゃくる。

「いたい！　いたいよ！」

「しっかり押さえていなさい。動くとまた血が出てくる」

　キッド医師の言葉に、ケイトはミアの足を押さえる。

「ごめんね、すぐ終わるからね」

　キッド医師は消毒を終えると、患部を包帯で巻いた。

「さあ、あとは安静にしていなさい」

　その言葉に、ケイトは顔を上げた。

「鎮ちん痛つう剤ざいはないんですか？」

「悪いが今日はもう切らしてるんだ」

「切らしてる？」

　その言葉に、驚いて声を上げた。

「薬が切れてるなんて病院として成り立たないでしょう。日々使うものに加えて、更さらに在庫を確保しておかないと」

　キッド医師は、ちらりとケイトの方を見た。

「あんた。どこから来たんだ？」

「……ウィングヒルの方からです」

「ああ……。まあ、南部は比ひ較かく的てき薬も器具も揃そろっているだろう。だがすべての診療所が、南部と同じではない。薬は軍がすべて管理している。彼らの裁量に委ゆだねられているということだ。ここクロスヒルは、満足に薬も行き渡わたっていない。北部基地が、薬の支給を怠おこたって、独どく占せんしているからだ」

「そんな……」

「そして有事の際にも、薬などすべてが軍に優先的に回収され独占される。十年前の大戦などがいい例だ。薬が足りなくなり、軍は街の病院の薬までも回収したんだ」

　救護所にいたケイトにすれば、十分想像できる話だった。

「医い療りよう器具もそうだ。最新の物は軍が使っている。分かるか。薬も器具も、そして技術も、軍に独占されてるんだよ」

　これがこの国の現実なのだ。どこにいても、平等の医療が受けられるわけではない。

　身分は何か、経済的に豊かか、軍人か、一いつ般ぱん市民か。それが人の生死を左右している。

「こんな現状に甘んじていてはいけません。軍に訴うつたえましょう」

「それでどうなる？　薬が届かなくなるだけだ」

　諦あきらめたように言われ、言葉が出ない。

「人があっての、国だろう。軍は自分達が国を動かしているんだと勘かん違ちがいしている。だからこんな、国民をないがしろにするようなことができる」

　ケイトは何か言葉を見つけようとして口を開くが、結局何も言えずに顔を伏ふせた。

　その時、きゅっ、と手を握にぎり返され、ケイトは顔を上げた。

　ミアが、赤い目をしながらこちらを見ている。

「いたい、よう」

　言葉にできない感情が、ケイトの心の中にこみ上げる。小さな手が、一いつ生しよう懸けん命めいケイトに縋すがっている。痛いのをどうにかしてと、ケイトに訴えている。

「私の名で北部基地に依い頼らいを出そう。薬を取り寄せるように手配する」

　イーノットが押し殺したような声で言った。ケイトは頷うなずく。

　ケイトはその場に跪ひざまずき、ミアの手をゆっくりと握り締しめた。

「ミア。私はケイトっていうの。もうすぐ、痛くなくなる薬が届くから。それまで、私のお話を聞いてくれる？」

　少女は痛みに顔を歪ゆがめながら、真っ直すぐにケイトを見つめる。

「どんな、おはなし？」

「お姫ひめ様さまが、囚とらわれた王子様を助けに行く話」

　幼い頃ころに、母親が寝ねる前に話してくれたおとぎ話。ワクワクするような、お姫様が大だい活かつ躍やくする冒ぼう険けんの話だ。この子は、好きだろうか？

「おもしろ、そう」

　少しだけミアの瞳ひとみが和やわらぐ。ケイトは軍が薬を持ってやって来るまで、ミアの手を握りしめ続けた。そしてミアが眠ねむりにつくまで、おとぎ話を話して聞かせた。
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　イーノットとケイトは急ぎ宿に戻もどった。先に宿に戻って待機していたティムと入れ違ちがいで、イーノットは北部基地へ今日の銃じゆう撃げき戦せんについて報告しに行くことになった。

「銃撃戦もあったし、今日はもう外出はできない。ティム、彼女の勉強を手伝ってやれ」

　宿を出る時、イーノットがティムにそう指示を出した。

「え、少しよう尉いが？」

「あ、なにその顔。言っておくけど僕、士官学校を主席で卒業した天才だよ？」

　驚おどろくケイトに、ティムは得意そうに口元を引き上げた。

　こうしてケイトは部屋でティムと一いつ緒しよに勉強することになった。

「あの女の子、大丈夫だった？」

　勉強を始める前に、ティムが切り出す。ケイトは「大丈夫よ」と頷く。

「……そっか。はい、じゃあ始めよう。次はこの数式解いてみて。制限時間は一分ね」

　ケイトは数式を見ながら頷こうとして、慌あわてて顔を上げた。

「一分？　ちょ、ちょっと待って、それは短すぎるでしょ！」

「ええ？　僕は三十秒で解けるけどなあ。『すばやく正確に』が試験の鉄則だよ」

　ティムは頰ほお杖づえをついてにっこり笑う。口の中で、嘗なめている飴あめがカラコロと鳴った。

「はい、もう十秒経たったよー。過ぎたら罰ばつがありまーす。そうだなぁ、帰ってきた少しよう佐さに、『お帰りなさい、あなた』って言うのはどう？」

「何なのよそれはっ。絶対いや！」

「だから罰なんでしょー？　ほらほら、二十秒経過」

　ケイトはもう何も言えず、ひたすらに数字を追った。

「……できたっ！」

「はい正解。ふーん、五十六秒ね。そんなに言いたくない？」

「言う意味が分からないし、あっちだって聞きたくないでしょう」

「そうかなあ。嬉うれしがると思うけど」

「もういいから、その話は。はい、次お願いします！」
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　そうして時間を忘れ、勉強に没頭していると、コンコンと扉とびらが叩たたかれる。

　ケイトははっと教本から顔を上げて、「はい」と返事をした。

　扉が開き、イーノットが顔を出した。

「遅おそくなったな。こんな時間までやってたのか」

「あ、少佐、お帰りー」とひらひらと手を振ふるティムを、イーノットは睨にらむ。

「今何時だと思っている。もう深夜なんだから部屋に男を入れたままにするな」

「は？」

　ケイトは首を傾かしげた。イーノットは頭が痛いとばかりにこめかみに手をやり、ティムに言う。

「行くぞ、ティム」

　ティムは芝しば居いがかった様子で両手を上げた。

「純じゆん粋すいに勉強を教えてただけだよ。心しん配ぱい性しようだねぇ少佐は。大だい丈じよう夫ぶだよ。少佐じゃあるまいし、そんな間ま違ちがい起こるわけないでしょ」

「間違いって何？」

「少佐に聞いてごらんよ。じゃ、僕は失礼するよ、お姉さん」

　出て行こうとするティムに、ケイトは慌てて声をかける。

「あ、少尉！　ありがとう、教えてくれて」

　ティムはひらひらと手を振って出て行った。

「あ、あの……」

「キッド医師の診しん療りよう所じよには薬が全く足りていなかった。北部は思っていたよりひどい。正しい軍のあり方ではない」

　苦しそうに眉まゆを寄せるイーノットの表情が、ケイトの目に映る。

「薬がもらえなくなるだけ、というあのキッド医師の言葉は真実だろう。私は軍の人間として、何も言えなかった。確かに軍は、今の軍はそういうところだ。北部基地は劣悪だが、私の管轄外のことで、口出しすることもできない」

「自分の権力が及ばないところだから、諦めるということですか？」

　ケイトの言葉に、イーノットは顔を上げた。

「私はウィングヒルの診療所で働いていますが、そこだって、薬も設備も全然足りていないと感じていました。でも、今日の診療所はもっとひどかった。私も初めて知りました。そして、こんなことじゃ駄だ目めなんだって強く思いました。少佐は……、あの現げん況きようを、見て見ぬふりしますか？」

　ケイトは自分の拳こぶしを握にぎりしめる。あの時、ミアに助けを求められ、何も出来なかった手だ。

「私はしません。絶対、しない。そのために勉強するんです。勉強して、医者になって、どこにいても、だれであっても、同じ医療が受けられるようにする。それが私の、夢なんです」

　イーノットはじっとケイトを見つめ、暗くら闇やみから外へ出てきた人のように、まぶしそうに目を細めた。

「君は強いな」

「欲よく張ばりなんですよ、私」

「欲張り？」

「医者になりたい人間は、みんな欲張りなんです。だってそうでしょう。自分の手に抱かかえられるほどの、……ううん、もっともっと、出来る限りたくさんの人を助けたいって思う人間が、無む欲よくのわけがない」

　イーノットは笑った。思わず吸い込まれそうなほど、優やさしい笑えみだった。

「そうか。……欲張りか。では私も、せいぜい欲張りでいよう」

　イーノットの声にも穏やかさが戻って、なぜかケイトはホッと息を吐はいていた。

「まだ続けるのか」

「昼に出来ない分を、取り戻さないといけませんから」

「もう寝た方がいい……と言っても、聞かないんだろうな」

　ケイトが頷うなずくと、イーノットは「分かった」と苦く笑しようした。

「頑張れ」

　扉を閉める間ま際ぎわに言われたその言葉は、優しさの滲にじむ温かい声だった。

　そのままケイトは勉強を続けた。眠ねむ気け覚ざましに顔を洗おうと部屋を出ると、隣となりのイーノット達の部屋から明かりが漏もれていた。まだ起きて何をしているのかとそっと扉に近づく。

「手帳についてウィングヒルから続報は？」

「ないねえ。ウィングヒルにいる中ちゆう尉い達ともさっき電話で話したけど、手がかりなしだって」

　イーノットとティムの、そんな会話が漏れ聞こえてきた。ケイトはそのまま自分の部屋に戻った。イーノット達もまた、任務のために眠ねむらない夜を過ごしていたのだ。










　翌日、イライザを探す前に、ケイトはティムとイーノットと診療所を訪おとずれた。気付けば試験は明日に迫せまっている。時間がないのは分かっていたが、ケイトはどうしても、ミアの容体を知りたかった。一目見るだけでもいい、と頼たのむとイーノットは頷いてくれた。イーノットもティムも、ミアのことは気になっていた様子だった。

　宿から診療所までの道すがら、昨日のケイトを襲おそった男達について教えてもらった。北部基地の警務部が銃じゆう撃げき犯はんの行方ゆくえを追っているが、彼らは未いまだに捕つかまっていないそうだ。

　幼く無抵抗なミアに怪け我がをさせた犯人は、今もどこかにいるのだ。むくむくと怒いかりが湧わきあがる。ケイトはイーノットの腕うでを摑つかんで言った。

「絶っ対、捕まえてください」

「分かっている」

　イーノットの瞳ひとみは鋭するどかった。

　キッド医師の診療所は、今日も患者でいっぱいだった。病室に入ると、ベッドの横にミアの両親がいた。

「診療所まで運んでくださって、ありがとうございます」

　頭を下げられ、ケイト達は恐きよう縮しゆくするしかなかった。もともと原因はケイト達にあり、ミアはそれに巻き込まれただけなのだ。ティムはミアの元気な姿を見て、安心したように目を細めていた。それからすぐ、診療所の周りを見回ってくると言って出て行った。

　ミアは、昨日より顔に赤みが差していた。ケイトを見るなり、不思議そうな顔になる。

「あれ？　昨日のお姉ちゃんだよね？　髪かみの色が違ちがう……。どうして？」

　ケイトは赤色に戻もどった髪を一ひと房ふさ持ち上げる。

「本当は赤毛なの。昨日だけ、遊びで変えてたのよ」

　ケイトは革命派から隠かくれるために色を変えていたが、試験も近く、更さらに昨日の銃撃戦があったことから、昨日の夜に髪の色を元に戻もどしていた。

　ミアは鎮ちん痛つう剤ざいが効き、夜もきちんと眠れたと聞かされて、ケイトはホッと息を吐いた。

「あのね、ケイトお姉ちゃん」

　ケイトは袖そでを引かれ、「なあに」とミアを見返す。

「助けてくれて、ありがとう」

　とっさに言葉に詰つまった。真っ直すぐな菫すみれ色いろの瞳が、優しく輝かがやいている。私は何もしていない、なんて、そんな卑ひ屈くつなことさえ言えなくなるような、真っ直ぐで純粋な感謝だった。

「お話ししてくれて、ありがとう」

「……うん」

「わたし、元気になったよ」

「……うん。ありがとう」

　それはすべてが報むくわれる、魔ま法ほうの言葉だった。この言葉が聞きたくて、自分は医師になりたいのかもしれないとさえ思う。ケイトこそが、ミアの言葉に励はげまされた気がした。人が元気になると、自分も元気になる。心がぐんと温かくなり、嬉うれしくて走り出したいような気持ちになった。

「どうして、お姉ちゃんが『ありがとう』って言うの？」

　ミアはこてん、と首を傾げる。

「嬉しいから。元気になってくれて嬉しいなあって思ったから、ありがとうって言ったの」

「ふうん。あ！　あと、金目のお兄ちゃんも！」

　そこで突とつ然ぜん自分のことを言われたのに、イーノットは少し驚おどろき、だがすぐ微笑ほほえんでミアの視線まで屈かがみこむ。

「何だい」

　人を引きつける魅み力りよくのある金の瞳は子供にも有効なのか、ミアは頰ほおを染めて笑った。

「お兄ちゃんも怪我してたのに、病院まで連れてきてくれて、ありがとう」

　イーノットは「どういたしまして」と言う。

「それで、今日はわたしがお礼するの！」

　ミアはそう言って、ううん、と喉のどを鳴らした。

「お礼に、今から歌を歌います」

　ケイトはベッドの横に腰こし掛かけた。

「ほんと？　楽しみだわ」

「わたしの好きな、キレイな花と鳥が出てくる歌なの」

　そう言うと、「聞いててね」と言い添そえて、ミアが歌い出す。




『デイジーが咲さく頃ころ　カナリアは歌う

　バラが咲く頃　カナリアは歌う

　コスモスが咲く頃　カナリアは歌う

　パンジーが咲く頃　カナリアは歌う




　囀さえずりをとめないで　歌え　歌え　カナリアよ

　愛する人のために　歌え　カナリア』




　──これは。

　カナリアの、出てくる歌だ。

　ケイトはミアの歌を聞きながら、頭に常にあり、決して解けなかった言葉を思い出していた。イライザの残したメッセージ。

『黒き宝石の輝きを称たたえ　カナリアが夏を歌う時』

「ミア……、その歌は？」

「わたしのお母さんが、お父さんが炭鉱のお仕事に出かける時に、よく歌ってるの」

「その歌は、ここクロスヒルで古くから歌われてきた歌なんです」

　ミアの答えを補うように、母親が説明してくれる。

「炭鉱で働く夫の無事を祈いのる妻が作ったとされる歌です」

「無事を祈る？」

「昔は、炭鉱での毒ガス発見器として、カナリアが用いられていたことは知っていますか」

「ええ。図書館で調べました」

「カナリアの囀りがやむことは、不ふ吉きつな予兆とされました。歌に、四つの花が出てくるでしょう。それぞれ、春夏秋冬に咲く花です。つまり一年通して、カナリアに鳴いてほしい。鉱山で事故など起こらないように、無事に帰ってきてほしい。そんな願いが込められているんです」

　クロスヒルでしか歌われない歌。

　ケイトはイーノットと顔を見合わせた。

「この歌があのメッセージで指し示していたものということか？　『カナリアが夏を歌う時』だったな」

「四つの花は春夏秋冬それぞれに咲く花だって言ってたわ。夏を歌うんだから、ええと」

「夏に咲くのは『バラ』よ」

　ミアが教えてくれた。

　──『バラ』。それが答え？

「ミア。綺き麗れいな歌をありがとう。すごく上手だった」

　ケイトがミアの手を握にぎり、お礼を言うと、ミアは誇ほこらしそうに顔を赤らめた。

「うん！」

　それを眺ながめた後、イーノットが言う。

「よし。行こう」

「……どこに？」

「時計塔とうだ」




　診しん療りよう所じよの外にいたティムと合流し、得られた答えを伝えてケイト達は街の中心に建つ時計塔まで走った。

　時計塔の扉とびらを開け、狭せまい階段を駆かけ上がる。答えを得て、足は上へ上へとどんどん進む。

　天てつ辺ぺんに上りきると、ケイトの顔を強い風が嬲なぶった。




『東の空よりカナリアが飛ぶ

　黒き宝石の輝きを称え

　カナリアが夏を歌う時』




「東の空……、バラ……？」

　初めて上った時のように同じ街並みが眼下に広がる。

　何一つ見落とすまいと、ケイトはゆっくりと見回していく。「バラ……、バラの花……」そんな風に呟つぶやきながら、探す。イーノットもティムも、必死に目を凝こらして探しているのが見える。

　やがてケイトはそれを見つけ出す。

　街中から少し離はなれた場所に建っている、小さな教会。

「あった……」とケイトは指差す。彼らはケイトの指し示す方向を見た。




　その教会の天てん井じようの窓にはステンドグラスがはめ込まれている。

　太陽の光にキラキラと輝くそれには、美しい真っ赤なバラが描えがかれていた。高い所に上らなければ見えない、その意い匠しよう。




『赤毛の女め神がみは真実を知る』




「見つけた……」

　ケイトは、それだけを呟いた。







　四章　裏切りの夜、希望の朝







　クロスヒルの街の外れに建つ教会へイーノット達と歩きながら、ケイトはずっと考え続けていた。

　あのバラの意匠。ケイトはあれを、見たことがあった。

　いや、初めて行く場所なのに、見たことがあるはずがない。

　では、一番最初に時計塔から街を眺めた時に自然に目に入り、頭の片かた隅すみで残っていたのを、『前に見たことがある』と勘かん違ちがいしているのかもしれない。

　──ううん。違ちがう。

　先ほど時計塔でバラの意匠を認にん識しきした時、一いつ瞬しゆん過よぎった映像があった。

　その映像はバラの意匠を、上から見ていたわけではなかった。教会の中から、太陽の光に照らされ、柔やわらかな赤色のバラを見上げていたのだ。

　入ったことのない教会のはずなのに、なぜこんな映像が浮うかぶのか。得体の知れない不安と気持ち悪さに、ケイトの心臓が鳴る。

　そしてその不安は、白い壁かべに包まれた質素な外観の教会を見て確信に変わる。

　初めて訪おとずれた。──はずだった。

「どうして……？」

　ケイトは呆ぼう然ぜんと教会を見上げた。

　──知っている。この教会を、私は知っている。来たことが、ある。

　記き憶おくと五感が、ケイトにそう訴うつたえかける。でも、頭でそれを納なつ得とくできない。

　ケイトは生まれてから、この場所に来たことはないはずなのだ。

「どうした？」

　イーノットが、足を止めたケイトに怪け訝げんな顔をする。

「な、なんでもありません」

　その時、ひとりの神父が教会の裏から出てきた。

　真っ白な髪かみを撫なでつけて、銀ぎん縁ぶちの眼鏡をかけている。ケイト達に気付くと、ゆったりとお辞じ儀ぎをする。

「おやおや、軍の方々が何のご用でしょう？」

　優しげな笑えみが浮かび、眼鏡の奥の灰色の瞳が、ケイトに向けられた。

「こんにちは。あなたは……、ケイトですね」

「どうして、私の名を？　あなたは……」

「私はエドアルド・フォースンと申します。イライザから聞きました」

　ケイトは息を吐はく。知るというのは、知ってしまうということに対して、覚かく悟ごもするということだ。それが、どんな事実であったとしても。

　ケイトは覚悟を決めた。

「私を、知っているんですね。私は、どうやらここに来たことがあるようなんです。でも、そんなのおかしい。私はオールリッジで生まれたはずなのに。幼い記憶はそこから始まってるはずなのに、夢で見るんです。両親のいない場所で、女の子を看病してる自分や、ここでかくれんぼをして、ステンドグラスのバラを見上げたこと。知っているのなら、教えてください」

　フォースン神父は相変わらず穏おだやかな目でケイトを見、そして言った。

「教会の中で、お話ししませんか？」

「分かりました」

　ケイトは教会の入り口を見つめた。

　一番扉の近くにいたイーノットが両手をかけて扉を開けようとした。

　その時、ぐっと、イーノットの眉まゆが寄った。ケイトは慌あわてて駆け寄る。

「少しよう佐さ、大だい丈じよう夫ぶですか？　まだ一日しか経たってないんですから、無む茶ちやしないでください」

　フォースン神父は二人の会話を聞き、「もしかして」と声を上げた。

「昨日街で銃じゆう撃げき戦せんがあったと聞きました。その時に怪け我がをされたとか？　もしかして、現場にいて応戦されたのですか」

　イーノットは苦く笑しようする。

「噂とは恐おそろしいですね。広がるのが早い」

「私が開けます。傷が悪化してしまいますよ」

　フォースン神父は、心配そうにイーノットの左ひだり腕うでに視線を走らせた。

　イーノットは腕を撫で、「大丈夫です」と答えた。

「やわな鍛きたえ方はしていないので」

　そうして、ゆっくりと扉は開いた。

　ああ、とケイトは溜ため息いきとも感かん嘆たんともつかない吐と息いきを漏もらした。

　赤い花が浮かんでいる。

　小さい自分にはそんな風に、天井のステンドグラスに描かれたバラが見えていたのだ。

「ふうん。綺き麗れいな教会だね。見て回ってもいいですか？」

　ティムが興味深そうに辺りを見回す。「どうぞ」とフォースン神父が頷うなずくと、軽い足取りで中を歩き出した。

　フォースン神父はケイトに向き直り、笑みを浮かべた。

「あなたの幼い頃ころを、私は知っています。イライザとここで、よくかくれんぼをして遊んでいましたね」

「──え？」

　ケイトは混乱する。

「私が、幼い頃にイライザに会っていたってどういうことですか？」

「会っていたどころじゃない。あなたはここクロスヒルでイライザと育ったんですよ」

「育った、って……」

「あなたとイライザは、クロスヒルの養護施し設せつ『丘おかの家』で育ったんです。……あなたは、イライザと同じ、孤こ児じなんですよ」

　息が詰つまり、頭が上手うまく回らない。

　──私が……孤児？

　衝しよう撃げきに体が揺ゆれるのを、後ろに控ひかえていたイーノットが支えてくれた。大きな手が、ケイトの肩かたを宥なだめるように包み込む。

「この教会は『丘の家』から近くて、あなた達はよく遊びに来ていました。でも、あなたに里親が見つかって、オールリッジへ行かれたんです。イライザはずいぶん寂さみしがっていました。強がってはいましたが、裏の林で一人でぽつりと立つ姿は悲しげだった」

　その風景を思い浮かべようとして、ケイトは胸を引き絞しぼられるような痛みを感じる。

「じゃあ、イライザはずっと私のことを知っていたの」

「あなたと共に学べることを、とても嬉うれしく思っていたんですよ。イライザはたまに施設に戻もどってきた時に、ここにも寄ってくれるんです。その時に話してくれました」

　優しく語りかけられるフォースン神父の言葉も、耳を素す通どおりしていくだけだった。

　イライザはどう思ったんだろうか。何も知らずに両親の思い出を語る私を見て。イライザを見ても何も思い出さない私を見て。

「どうして私、……こんなに大切なこと、忘れて──」

「君が幸せだったからだろう」

　イーノットが言う。

「君が幸せで、本当の両親だと信じた。それくらい、君は両親に愛されていたんだ。だから昔の記憶を、無意識に遠くへ追いやってしまったんだろう」

「そんなの……。私がイライザとのことを忘れたがってたってこと？」

　イーノットは落ち着かせるようにケイトの肩を叩たたくが、動どう揺ようは収まらない。

「でもっ、イライザはずっと覚えてた」

　震ふるえる手を自分の手で押さえ込む。駄だ目めだ、冷静にならなきゃ、とケイトは言い聞かせる。

　そんなケイトに向かってフォースン神父は話し続けた。

「数日前、イライザは私のところへ、やって来ました。そしてひとつの罪を告白していった」

「罪？」

「自分は革命派で、軍の不ふ祥しよう事じを探さぐっていたと。いくら軍が横暴でも、あのような過激な活動をしていたなんて、嘆なげかわしいことです」

「──なっ、噓うそですそんなの！」

　ケイトはすぐさまそう怒ど鳴なった。イーノットは険しい顔で言う。

「その時、彼女が言っていたことをすべて教えてください。革命派について彼女に指示していた人間が誰だれか言っていませんでした？」

「私も聞きましたが……、恩義ある大切な人だから言えない、と教えてはくれませんでした」

　二人だけで話が進んでいるが、ケイトはついていけない。

　──イライザが革命派？　そんなの信じられない。

　戸と惑まどうケイトに、フォースン神父は笑いかけた。

「ですがイライザは、あなたと出会って、夢を追うようになって、革命派の活動をもうやめたいと思うようになったそうです」

「え……」

「あなたに恥はじないように、まっさらな気持ちで夢を追いたい。そう言っていました」

「イライザはどこに行ったんですか？　教えてください！」

　ケイトは縋すがるように、フォースン神父の腕を摑つかんだ。

「『丘の家』に、行くと言っていました」

　ケイトは目を見開く。フォースン神父はゆっくりと告げた。

「彼女と、そしてあなたが育った場所です」







　少しずつ、日が傾かたむいてきた。

　白っぽかった太陽の光が、濃こいオレンジ色に染まっていく。

　フォースン神父に聞いた『丘の家』は教会と同じで街から少し外れたところにある。教会から『丘の家』は近いという話だった。とうとうイライザに会えるのだと、急せかされるように、ケイトとイーノット、そしてティムは足を速めた。

「一応、触ふれられる範はん囲いで調べてみたけど、さっきの教会に手帳っぽいのはなかったなあ」

　ティムの言葉に、ケイトは顔を上げた。

「私達が話してる間に、そんなことしてたの？」

「当たり前でしょ？　それが僕の仕事だもん。あそこに手帳があるって考えるのが当然でしょ」

　言われてみればその通りだった。

「でもって今度は養護施設かあ。うーん……、施設ねえ」

　腑ふに落ちないとでも言いたげなその態度に、ケイトは心配になって訊きいた。

「どうしたの？」

　ケイトが問いかけると、ティムは人差し指を立てた。

「あのね、僕達も馬ば鹿かじゃないわけ。セントとイライザがクロスヒルの施設出身だって判明した時点で、僕らは一度『丘の家』を調査しに行ってるんだよ。ちゃんと目をつけて、軍の権限で内部だって調べたんだ」

「そんなことしてたの……。それでどうだったの？」

　ティムは肩をすくめた。

「ぜーんぜん何も出てこなかったんだよねぇ、これが。本当にただの養護施設で、物的証しよう拠こは何も出てこなかった」

「じゃあ、『丘の家』は関係ないってこと」

「私達はそう思い込んでいた」

　前を歩くイーノットが言葉を挟はさんだ。険しい表情で前を見ている。

「あるいは、何かを巧こう妙みように隠かくしているのか」

　ケイトはイーノットの見つめる先に目をやった。

　イライザと自分が育ったという施設が、丘の上に建っているのが見えた。




　小さな子供が、輪になって何かを話している。少し年とし嵩かさの男の子が何かを言って、わっと笑い声が響ひびいた。

『丘の家』は建て替かえたばかりなのだろうか、清潔さの漂ただよう白しろ塗ぬりの壁かべは真新しい。子供達の駆かけ回る広場には色いろ鮮あざやかな花々が植えられていた。

「調査したときも思ったけど、結構立派だよねえ、ここ」

　ティムの声に、ケイトも頷うなずく。

　診しん療りよう所じよは狭せまく、まともに薬が行き届かないのに、北部のこの施設は新しく立派だ。

「この施設の充じゆう実じつさが怪あやしいって思って、調べたんだけどねー」

　──私が、小さい頃にいた場所。

　建物を見ても、何も思い出せない。新しく建て替えたからなのか、ケイトの記き憶おくに引っかかるようなものはなかった。本当に自分はここにいたのかと、未いまだに信じられない。

「アルベルト！　そっちに行っちゃダメだよ！」

　背後に声がかかって振り向くと、輪から抜ぬけ出して、カールした茶色の髪かみを揺ゆらした少年がこちらに向かって走って来る。だが途と中ちゆうで、けつまずいて転んでしまった。

　ケイトはアルベルトと呼ばれたその少年に駆け寄った。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　手を差し伸のべるが、アルベルトは涙なみだ目めになりながらも、ケイトの手は取らず自分で立ち上がった。

「男だもん、平気」

　ケイトはくすっと笑った。

「そっか。君は強いね。さ、傷口を洗って消毒した方がいいわ。すごーく沁しみるけど、それでも泣かないでいられるかしら」

「平気！　絶対泣かないよ！　男だもん！」

　そこに、一人の老婦人が駆け寄ってきた。

「まあまあ、転んだの？」

「院長先生！」

　アルベルトが嬉しそうに声を上げた。

「大丈夫？　傷を洗ってらっしゃい。それからジムのところへ行って手当てをしてもらって」

「はあい」

　少年がまた走っていくのを見て、女性はホッと息を吐はいた。そしてこちらに向き直る。

　──この人が、院長先生？

　美しい銀ぎん髪ぱつが纏まとめられ、皺しわのある目元から見える緑色の瞳ひとみは優やさしい。

　院長先生と呼ばれた女性もまた、ティムとイーノットに挟まれているケイトをゆっくりと観察し、そして驚おどろいたように声を上げた。

「……まあ、もしかして、あなたケイト？」

「ええ。初めまして。ケイト・エドモンドと申します」

　ケイトが頭を下げると、「まあ、やめてちょうだい」と白い手が肩かたにかかる。

「『はじめまして』なんて悲しいわ。覚えていないでしょうけど、あなたとイライザのお世話をしていたのは私なんですよ。キャサリン・ウィンステッドというの」

　彼女は、優しい眼まな差ざしでこちらを見ていた。

「キャサリン院長。私を……覚えているんですか？」

「もちろんよ。あなたは幸運にもすぐに里親が見つかったから、ここで過ごした時間は少ないけど、それでも私にとっては大事な娘むすめですもの。あなたは皆みんなのお世話をするのが上手で、イライザや他ほかの子供達が病気になると、いつも私達大人を手伝ってくれたわ。ちゃんと、覚えています」

　穏おだやかな笑えみは、ケイトの心をホッと温かくした。忘れてしまった記き憶おくの中で、自分とイライザを気にかけてくれた人がいると分かって嬉うれしかった。

「あの、今日来たのはイライザに会うためなんです。イライザ、こちらに来ましたよね？」

　ケイトが縋るような目をすると、院長は「ええ、来ましたよ」とあっさりと口にする。

「どこに？　イライザはどこにいるんです？　中ですか？」

　ケイトが言い募つのると、院長は戸惑った顔で首を横に振ふった。

「残念だけど、今はもういないわ。数日前にここに来たのは確かだけど、少し話をして、それからすぐに帰ってしまったの」

「そんな」

　ケイトの表情に失望が広がるのが分かったのか、院長も申し訳なさそうな顔になる。

「ごめんなさいね。もっと引き止めておけば良かったわ」

「いえ、ごめんなさい。院長先生は悪くありませんから」

　ケイトは慌あわてて笑みを作る。

「南部基地のイーノット・レイズと申します。失礼ですが、施設の中を見せていただけませんか？」

　今まで黙だまっていたイーノットが口を開いた。ティムはすぐにでも入っていきたそうにうずうずしている。

「本当にイライザがいないか、確かく認にんしたいんです」

「ちょっと少しよう佐さ！」

　単刀直入なその言葉に、ケイトは眉まゆを寄せた。だが、イーノットは気にもとめない。院長は困こん惑わくした表情を浮うかべた。

「軍の少佐様が、何の御ご用ようなのかしら。私の言葉が、信じられないということですか？」

「信じるためにも、中を見せていただきたい。お願いします」

「……分かりました。どうぞお好きなように。ニルス！　皆みなさんをご案内して」

　院長は少し考える素そ振ぶりを見せたが、結局はそう言って許可してくれた。

　中を案内してくれたのはニルスと呼ばれた二十代後半の男だった。ここの職員だという彼は、いきなり踏ふみ込んできた軍関係者を快く思っていないのがありありと感じられたが、黙って案内してくれた。体格は細いが、よく見れば腕うでには筋肉がついている。話してみると、庭の手入れや力仕事が彼の主な仕事だということだった。

『丘の家』は入ってみると、外観だけでなく、中もよく作られているのが分かった。部屋の一つ一つの窓が大きく作ってあり、暖かい日差しが差し込んでいて、清潔で広い。

　外で遊んでいたのは小さな子供が多かったが、建物の中に入ってみれば青年や少女といった年ねん齢れいの子も多くいた。ケイトと一つか二つしか違ちがわないだろう、同年代の子達。ケイトがオールリッジに引き取られなかったら、ここにずっとイライザといたのかもしれない。

　そんなことを考えながら、部屋を見て回る。男は部屋を誤ご魔ま化かすこともせず、淡たん々たんとすべてを見せてくれた。

「何の変へん哲てつもない施設みたいだねぇ」

　建物を出て歩きながら、ティムが首を傾かしげて言った。そう、『丘の家』は、やはりただの子供達が育つ場所でしかなかった。イライザはもちろんどこにもいない。

　あの優しい院長のことを思えば、『丘の家』に何もなくて良かったと思うが、イライザの手がかりは、これで本当になくなってしまった。摑つかみかけた糸口が、するりと手から抜ぬけていく。それでも今までは糸の端はしが視界に入っていたが、今はもう、それすら見えないのだ。

　辺りは日が落ちて、薄うす闇やみに包まれている。

　──どうしよう。

　日が沈しずみ、夜が来て。そしてまた日が昇のぼったら──入学試験当日の朝を迎むかえてしまう。

「宿に戻もどろう」

　イーノットがケイトの肩を叩たたく。

「タイムリミットだ」

　重い一言が告げられる。決して揺ゆるがない意志を感じ取って、ケイトはそれでも首を振った。

「でも！」

「明日の朝一番で、君はウィングヒルに帰るんだ。そして試験を受けなさい」

　分かっていたが、考えたくなかった現実がケイトにのしかかった。ずっと二人で互たがいに励はげまし合い、夢を叶かなえるために頑がん張ばってきたのに。

　決断できないケイトに、イーノットは言葉を重ねた。

「逆の立場になって考えるんだ。君のせいでイライザが試験を受けられなくなったらどうする？」

　答えられなかった。そんなことになったらもちろん、自分を責めるに違いなかった。イライザを、馬ば鹿かだと叱しかるだろうと思った。悔くやしくて、自分が情けなくなる。

　ケイトは唇くちびるを嚙かみしめる。その時、スカートの裾すそをツンと引かれた。

　先ほど転んだアルベルトだった。

「泣いてるの？」

　ケイトは目を丸くする。

「そこの人にいじめられたの？」

　アルベルトはイーノットを無む邪じや気きに指差した。途と端たん、イーノットの顔が顰しかめられる。ケイトは慌てて手を振った。

「ううん、違うわよ。大丈夫」

「そうなの？　よかった。あのね」

「うん？」

「これあげる！」

　アルベルトが差し出したのは、手紙と薄うす紙がみで作った花だった。薄紙を幾いく重えにも折り、広げることで出来る花はな飾かざりだ。

「今日みんなで作ったんだ。仲良しのしるしに、交こう換かんするの。今日お姉さんと仲良くなったから、お手紙と一いつ緒しよに渡わたしなさいって院長先生が！」

　ケイトは手紙と花を受け取った。ちょっとだけ不ぶ恰かつ好こうなその花には、アルベルトの優やさしさが詰つまっている。そしてそれを渡すように言ってくれたキャサリン院長。あなたの家はここだと、いつでも帰ってきなさいと、言われている気がした。

「ありがとう、とても嬉しい」

　丁てい寧ねいにそう言うと、アルベルトは照れたように笑って施設の中へと入っていく。

「女性に花を贈おくるなんてマセてるねえ。どうすんのさ少佐。十かそこらのガキに後おくれをとってるよ？」

　ティムが面おも白しろそうにイーノットをからかう。イーノットは無視してさっさと歩き出した。ティムも「お姉さん、行くよ！」と声をかけ、しかしまだからかい足りないのか、イーノットの横で何やら話している。

　ケイトは少し離はなれた場所で手紙を開いていた。

　アルベルトが去り際ぎわ耳打ちして「手紙は他の人に見せちゃダメだよ」と言っていたからだ。

『ぼくの名前はアルベルトです。プディングが好きです。どうぞ仲良くしてください』

　微笑ほほえみながら、ケイトは何気なく手紙を裏返した。




『この手紙を軍関係者に見せるな』




　ギクリと手紙を持つ手が強こわ張ばり、ケイトはとっさに先を行くイーノット達を見た。彼らはケイトに気付くことなく、何やら話し始めている。

　ケイトは大きく息を吸った。

　幼い子供の、たどたどしい筆ひつ跡せきではない。大人の、悪意ある字だ。

　動どう揺ようを悟さとられないように、何気ない様子を繕つくろって手紙に視線を落とす。




『この手紙を軍関係者に見せるな。

　見せればイライザの命はない。

　十二時に一人で施し設せつのホールへ来い。

　軍に届けようなどと思うな。

　我々は常にお前を監かん視ししている。

　怪あやしい行動をしたら、それはイライザの命が消えることを意味する』




　──どういうこと？　なんなの、この手紙は。誰だれがアルベルトに、こんな手紙を渡したの。それに、手紙に書いてあることは本当なの？

　ケイトは混乱する。手紙が震ふるえていて、震えているのは自分の手だと気付いて慌てて手紙をしまった。

　──落ち着け。動揺しちゃだめだ。

　それでも心臓はうるさいほどに鳴り、手の震えは止まらない。

　──どうしよう。どうすれば……。

　気が付けばケイトは、一心にイーノットの広い背中を見ていた。その視線に気づいたかのように、イーノットが振ふり返る。

「どうした？」

　何かを言おうと、声が出かかる。




『怪しい行動をしたら、それはイライザの命が消えることを意味する』




　手紙を噓うそだと一いつ蹴しゆうできず、結局言えたのはたった一言。

「……何でもないです。宿に、帰りましょう」

　イーノットは頷うなずく。また、前を向いてしまった。

　ケイトはちりちりと、あるはずのない視線を首筋に感じ、ゾッとした。気のせいのはずなのに、後ろが気になってしょうがない。暗くら闇やみが怖こわい。

『我々は常にお前を監視している』

　心も体も、身動きできない鎖くさりに繫つながれたようだった。







「なんで一緒に寝ねなきゃならないんですか！」

　宿の一室で、ケイトは猛もう抗こう議ぎしていた。

「だってお姉さん、信用ならないもん。イライザのこと、試験前に探すの諦あきらめてないでしょ。夜中に飛び出されでもしたらこっちが大変なんだよ。だから今日はここで少しよう佐さと一緒に寝てよ」

　ケイトは頭を抱かかえる。

　宿に戻り、自室へ行こうとしたケイトを、ティムがイーノットの部屋へと連れてきた。そしてあろうことか、ここで一晩過ごせと言ってきたのだ。

「飛び出したりしない。約束するわ」

「残念だけどそれに関しては一いつ切さい信じられないね」

「試験勉強を一人で集中してやりたいの」

「前日にまで頭に詰め込んでも、あんまり合否には関係ないよ。もう十分すぎるほどやったでしょ」

「大体、少しよう尉いはどうするのよ。上官に付いてなくていいの？」

「僕はお姉さんの部屋で眠ねむるから。いやー、僕もうんざりしてたんだよね。何が悲しくて男と枕まくら並べて寝なきゃなんないのか。やっと悠ゆう々ゆう自じ適てきに一人寝できるよ」

「君は、私が君を襲おそうとでも思っているのか？」

　食い下がるケイトと、それをあしらうティムの会話を無言で眺ながめていたイーノットが、憮ぶ然ぜんとした表情で口を挟はさんだ。

「そりゃ思ってるでしょ」

「思ってません！」

　ケイトとティムが同時に言葉を発した。イーノットは溜ため息いきを吐つく。

「ティム。お前は私という人間に対して、誤解しているところが多々あるようだな。南部基地に帰ったらその辺をきっちりと教えてやろう。もういい、あとは私が話す」

「正しく把は握あくしてるつもりだけどなあ。分かりました、出て行けばいいんでしょ」

　不満そうに唇を尖とがらせた後、ティムはケイトに笑いかける。

「お姉さん、危ないと思ったら声を上げて。すぐ飛んできてあげるよ」

　片目を瞑つむって茶目っ気たっぷりの捨て台詞ぜりふを吐はき、ティムは部屋から出て行った。

　残される二人の気まずさなど全く意に介かいさず、というよりは面白がるような言葉に、ケイトは唸うなるしかない。

　カタン、と音がしてケイトは大げさなほど肩かたを揺ゆらして飛び上がる。イーノットは眉まゆを寄せた。

「私をなんだと思っているんだ。そんなに信用ならないか」

　ケイトは慌あわてて首を横に振る。

「違ちがいますよ！　少尉が言ったことなんて全然本気にしてません。本当に、全く、ありえませんから」

「いや、そこまできっぱり言われるのもな……」

「そ、そうですか？　ごめんなさい」

「いや……」

　なぜかよく分からないまま謝ってしまい、イーノットも短く返しただけで、沈ちん黙もくが流れる。




「ケイト」




　沈黙を破ったのは、イーノットが発した自分の名前だった。

　イーノットに名前を呼ばれたのは初めてだった。ケイトは驚おどろいて顔を上げる。

「ベッドに来るんだ」

「──はっ？」

　まさか、とケイトは瞬しゆん時じに顔を赤くする。ケイトが固まったのが分かったのだろう、イーノットは困ったように笑う。

「何もしない。君に、眠ってほしいだけだ」

　その瞳ひとみはただ純じゆん粋すいにケイトを心配していた。優やさしさを湛たたえた瞳に、ケイトは逆らえなかった。

　ベッドに入り、ケイトはその金の瞳を見上げる。何でも知っていそうな、見み透すかされそうな瞳。その瞳を見ていたら、ふいに言葉が出た。

「少しよう佐さは知っていたんですね。私も、クロスヒルの養護施設の出身だって」

　イーノットは静かに頷いた。

「ああ。イライザから君の名が出た時に、私達は君のことも徹てつ底てい的に調べたからな」

　やっぱり、と思う。教会で初めて聞かされた時も、イーノットとティムに動揺した気配は全く感じられなかった。すべてを知っていたから、倒たおれそうになる自分を支えてくれていたのだ。

「どうして教えてくれなかったんですか」

「君は里親を、本当の両親だと信じていた。君が心からそれを信じているなら、言う必要はないだろう？　君はご両親と幸せに暮らしていた。それがすべてで、真実なんだよ」

　──本当に？

　もう一人の自分が、心の中で意地悪く囁ささやく。

「本当にそうなんでしょうか……。両親は、私を庇かばって死んだんですよ？　しかも血が繫がっているわけでもない、赤の他人の子を──」

　そこでケイトは言葉を切った。イーノットが、柔やわらかく笑ったからだ。

「血が繫がっていないことで、君とご両親との思い出は噓うそになるのか？　血が繫がっていなければ、絆きずなは生まれないのか？」

　違うだろう、とイーノットは言った。揺るぎないその言葉に、ケイトは背中を押されたような気がした。ジン、と目の奥が熱くなる。

　──そうだ。違う。

　赤毛をからかわれてぐちゃぐちゃになった髪かみを梳すいてくれた母の手や、抱だき締しめてくれた父の腕うでが、噓であるはずがない。確かに自分は愛されていたのだ。もう一度、両親の胸に飛び込みたいと思った。そして大好きだと、何度でも言いたい。

「さあ、話はここまでだ。とにかく今日はもう眠るんだ。明日に備えて、何も考えずに眠りなさい」

　イーノットの長い指が、ケイトの頰ほおを撫なでた。その感かん触しよくが気持ちよく、ケイトは目を細めた。

「眠るまで、こうしていてくれるんですか」

　イーノットは苦く笑う。

「それしかできないんだ。軍生活が長くてね、眠りを誘さそう寝ね物もの語がたりのひとつも知らない」

　すらりと伸のびたイーノットの指は、触ふれると少しだけささくれ立っているのが分かる。

　その指がケイトの頰を滑すべる。引っかかるような抵てい抗こうに気付いたのか、そっと離はなれていくその様に、笑えみが漏もれる。そんなことで傷付きはしないのに、壊こわれ物を扱あつかうような、どこか臆おく病びようで優やさしい仕草。

「ちゃんとここにいるから。安心して眠りなさい」

　優しい声と感触が、ケイトを眠りに誘う。

　だが、あの手紙を読んだ時から、ケイトには見えない鎖くさりが巻き付いたままだった。




　パタリ、ときつく組んでいたイーノットの手が落ちる。

　ケイトはそれでも五分待って、そろりとベッドの中から抜ぬけ出した。

　椅い子すに座ったまま、うつむき加減でイーノットは眠っていた。ケイトは、握にぎりしめていた薄うすい紙を開く。それは、薬を包むために使う紙だった。

　確実に宿から抜け出すために、ケイトはイーノットとティムの飲み物に眠り薬を混ぜていた。薬はもしなにかあった時にと思い、ウィングヒルの診しん療りよう所じよから持ってきていたものだった。

　少しの音では目を覚まさないと分かっていても、すぐにでも金の瞳が開いてしまうような気がして、自分の呼吸すら極力抑おさえながら、部屋から出て行く。

　隣となりのティムが休んでいる部屋も、物音ひとつしない。

　──ごめんなさい。

　ケイトは扉とびらに向かって、そう心の中で呟つぶやいた。

　皆みんなが寝ね静しずまった宿から出る。

　今も監かん視しされているかもしれないと思うと、震ふるえるほどに怖こわい。

　それでも。

　──待っててイライザ。すぐ、助けにいく。

　満月の美しい夜。ケイトは『丘おかの家』へと歩き出した。







　イーノット達が追ってこないか後ろを何度も確かめながら、ケイトは三十分ほどかけて『丘の家』へと辿たどり着いた。

　入り口の扉は、ケイトを迎むかえ入れるように開いていた。

　夕方に来た時には、たくさんの子供で溢あふれかえっていたのに、今は誰だれもいないのではないかと錯さつ覚かくするほど、音がしない。気配がしない。

　世界中で独りぼっちのような気がして、そんな弱気な自分をケイトは叱しつ咤たした。イーノット達に黙だまってここまで来ておいて、怖おじ気けづくなど情けないにもほどがある。




「どうやら本当に一人で来たようですね」




　暗くら闇やみから聞こえてきた声に、ケイトは肩を揺らした。

　ゆらりとろうそくの光が、その人物が動くたびに揺れて、乱れる。

　光が、ぼんやりと人物の輪りん郭かくを捉とらえた。

「あなた……」

　現れたその人物に、ケイトは言葉を失う。

「昔からあなたとイライザは仲が良かった。親友想おもいで涙なみだが出ますよ」

　穏おだやかな口調とその声。




「……神父様……？」




　呆ぼう然ぜんとするケイトが、フォースン神父の前へ一歩出ようとすると、途と端たんに腕を摑つかまれ、羽は交がい締じめにされる。

「！　なっ、何すん──！」

　振ふり向くと、それは夕方に『丘の家』を案内してくれたニルスだった。どうして、と思う間もなく、フォースン神父から声がかかる。

「さあケイト。教えてください。『棺ひつぎの手帳』はどこにあるんです？」

「なんで、神父様がそんなことを」

「欲しいからですよ。軍を失しつ墜ついさせる情報が、あの手帳にはたくさん載のっている。欲しいと思うのは当然でしょう」

　フォースン神父は笑う。

「そもそもあれは私達が作り上げた手帳です。私のもとに戻もどってくるのが自然なんですよ」

　──私達？

「まさか」

　ケイトは目を見開く。

「まさか、あなたは革命派なんですか？　あなたがイライザやセントに命じて、軍の不ふ祥しよう事じを探さぐっていたと？」

「セントやイライザは、あくまで情報のまとめ役です。仲間はもっといます。高官の秘書官や、軍の総務部、様々なところに彼らは紛まぎれ込んでいるんですよ」

「彼らって」

「この『丘の家』の出身者や、施設にいる大人達。街にも仲間がいます。クロスヒルの人々は軍に不満を持っている人が多いですし、それに皆私を慕したってくれている」

　ケイトは、今まで歩き回ってきたクロスヒルの街を思い返す。そして夕方、『丘の家』を出るときに、優しく微笑ほほえんでくれた院長が頭に浮うかんだ。

「院長も、革命派だって言うんですか……？」

「ええ、もちろん。彼らはとても優ゆう秀しゆうです。軍関係者の個人情報を扱う部署に仲間が入ってからはもっとやりやすくなった。ただでさえ十年前の大戦で多くの戦死者が出て、軍関係者の履り歴れきは改ざんしやすくなりましたから」

　フォースン神父はうっとりと目を細めた。

「私達は軍から権力を取り上げるために、何年もかけて土台を作り、準備を整えてきました。ようやくそれが報むくわれ出したんです。あの手帳は、私の、いや、私達のすべてなんです」

　それなのに、とフォースン神父は声を低くした。こんな声も出るのかと思うほど、暗く荒あらい声。

「イライザは私達を裏切りました。世話になった恩も忘れ、くだらない友情ごっこや、叶かなわない夢を追うことに夢中になってしまった」

「くだらないって何ですか！　叶わないって何？　イライザが一いつ生しよう懸けん命めい考えて努力して決断してきたことを、くだらないって言うんですか！」

　ケイトが前に出て行こうとすると、後ろに控ひかえたニルスが制する。

「大人しくしろ！」

　後ろから腕を首元に回され、絞しめられる。

　苦痛に歪ゆがむケイトの顔を見ても、フォースン神父は全く表情を変えなかった。

「イライザは私のもとにやって来て、自首してくれと迫せまりました。思わず笑ってしまいましたよ。だが彼女は手帳を隠かくしたんです。これは全く笑えなかった」

　フォースン神父は、「連れてきなさい」と暗闇に向かって言う。

「──！　イライザっ！」

　両りよう脇わきから二人の男に腕を取られて、ぐったりと引きずられてきた女性。

　数週間ぶりに見る、それはイライザだった。

「イライザ！　イライザっ！」

　ケイトは声の限りに叫さけぶ。だが、すぐにニルスに口を覆おおわれ、イライザも反応がない。乱れた髪かみの間からは、疲つかれたように瞼まぶたが落ちているのが見える。

「あまり大きな声を出さないでくれますか。彼女がどうなってもいいんですか」

　フォースン神父は袖そで口ぐちから拳けん銃じゆうを取り出し、イライザの額に当てた。雄ゆう弁べんな脅おどしに、ケイトはピタリと口を噤つぐみ、抵てい抗こうを止やめる。

　その姿を満足そうに眺ながめた後、フォースン神父は再び聞いた。

「さあ、お話はここまでです。今度はあなたの番ですよ。手帳はどこです」

「そんな、私は知らないわ」

「そんなわけがない。あなたをここまで導いたイライザが、あなたに手帳の在り処かを教えていないと？　それこそ信じられませんね」

　フォースン神父は全くケイトの言い分を信じていない。

　──だめだ。やみくもに否定していても好転しないわ。

　本当に知らないと分かれば、あの拳銃はケイトに向けられる。そしてその後にイライザに向けられない、とは言い切れない。手帳の在り処を吐はかせるために、更さらにひどい目にあうかもしれないのだ。なんとかしてイライザを救い出さなければ。そのためには、少しでも長く時間が欲しい。

「さあ、言いなさい。イライザがどうなってもいいんですか」

　イライザは真っ青な顔で、それでも目を覚まさない。どれだけ痛い思いをしたのか。

「……分かったわ。手帳の在り処を言うわ」

「どこにある」

　丁てい寧ねいな口調をかなぐり捨ててフォースン神父は問い詰つめる。

　きっと、すべての場所を調べ尽つくしたのだろう。それでも見つからなかったからこそ、ケイトがここに呼ばれたのだ。

　ケイトはフォースン神父の反応を見ながら、慎しん重ちように答えた。

「宿の中の、私の部屋に隠してある」

「何だって？」

　虚きよを衝つかれたように、フォースン神父は声を上げた。

「私のベッドのマットの下に隠してあるわ」

「でたらめを言うな」

「でたらめかどうかは調べれば分かるでしょう。どうして私が噓うそを言うと思うんです。親友の命がかかってるんですよ」

　フォースン神父は、疑ぎ心しん暗あん鬼きな眼まな差ざしを向けながらも、ケイトの置かれた状じよう況きようを考えたらしい。

「確かに、噓ならばイライザが死ぬだけだ。……だが、宿には少しよう佐さと部下がいる」

「私が薬で眠ねむらせてきたわ。だからこそ、ここに来られたのよ」

　ケイトの言葉を受けて、フォースン神父は決断したようだった。

「……よし、行け」

　フォースン神父がそう命じると、イライザを摑んでいた男の一人が頷うなずく。

「すぐに行かせます」

　そうだ、早く行け、とケイトは念じる。

　ケイトの部屋には、今日は先客がいる。ケイトの部屋で眠っているはずのティムが何かに気付いてくれればと、とっさに吐ついた噓だった。

　それからの数十分。

　永遠のようにも思えたその時間を、ケイトは必死に祈いのることで過ごした。

　──お願い。気付いて少しよう尉い。

　パタパタと足音が聞こえてくる。

「どうやら帰ってきたようだな」

　神父が視線を向けた先に、若い青年が二人入ってきた。一人は太った男で、シャツの袖そでから窮きゆう屈くつそうに太い腕うでが出ている。もう一人はそばかすだらけの頰ほおに、薄茶色の髪かみをしていた。

　──この人達も、革命派なの？

　フォースン神父はすぐさま、青年二人の手元を確かく認にんする。

「おい、手帳は？」

　二人は顔を見合わせた。

「それが、……探したんですが、手帳はどこにもありませんでした」

　ケイトは内心で狼ろう狽ばいした。

　──探した？　少尉が寝ねてるのに、探したっていうの？

　ケイトは先ほどから考え、そしてずっと打ち消してきた可能性を思い浮かべる。

　──もしかして、少尉は部屋にいない？

「……こんな状況で噓が吐けるとは恐おそれ入ったよ。友情とは所しよ詮せんその程度か」

　カチャリとイライザの額に、銃が押し付けられる。ケイトは押さえ込まれた腕を捩ねじるようにして、前に出ようとする。

「やめて！　噓を吐いたのは私よ！」

　そう叫ぶと、「それもそうだな」とフォースン神父はあっさりと頷き、自然な仕草で、ケイトに銃口を向けた。後ろでケイトを押さえていたニルスが手を放す。手を放しても、ケイトが逃にげないと知っているのだ。銃口を向けられ、動ける人間などいない。自分に銃じゆう弾だんが当たらないように移動したのだと気付いた。

「イライザを盾たてに取られても、君は噓しか言えなかった。君は手帳の在り処を知らない」

　そうして納なつ得とくしたように、フォースン神父は昼に会った時と同様に、穏おだやかな笑みを浮かべた。

「残念だよケイト。君ほどの頭脳の持ち主なら、素す晴ばらしい同志にもなれたはずなのに」

「あなた達の仲間になんてならないわ」

　挑ちよう発はつするような物言いはすべきではないのに、気付けばケイトはそう口走っていた。

「軍人など、人々を苦しめる害虫だ。軍がどれだけひどいことをしてきたのか、君だって知らないわけじゃないだろう。クロスヒルの街を見たかい？　北部基地の軍人どもは我が物顔で横行し、労働力のひとつとしてしか、市民を見ていない。権力を振ふりかざし、市民の苦しみなど知ろうともしない。前はこんな風じゃなかったはずだ」

　確かにケイトも軍人が嫌きらいだった。あの救護所での出来事は、絶対に忘れられない傷となってケイトの心に刻まれている。

　──でも。

「軍にいる人がすべて同じなわけじゃない」

　火傷やけどした手の甲こうがぴりぴりと痛む。こんな怪け我がより、もっと重じゆう症しようの火傷を負いながら、人を助けようと走り回った彼らを知ってしまった。火の中に飛び込む人がいることを知ってしまった。人々を助けるために苦心しながら、ままならない軍の現状を嘆なげくイーノットを知ってしまった。

「人を助けるために、身を呈ていして働く人が軍にはいます！　もしも知らないのなら、今知ってください。そういう人が軍にも本当にいるんです！」

「軍人など皆みんな同じだ」

「同じじゃない！　見てないだけです。知らないだけ──」

「もういい。それが君の答えか。……残念だよ」

　フォースン神父はもう聞きたくないとばかりに首を振り、引き金に指をかけた。

　ケイトは最後まで見ていられず、ぎゅっと目をきつく閉じた。




「残念なのはどっちかな？」




　ホールに響ひびいたその声は、この場にふさわしくないほどの無む邪じや気きな声。




　ケイトが目を開けたのと、フォースン神父の銃が宙を飛んだのは同時だった。

　偵てい察さつをしに行き、先ほど宿から帰ってきた二人の片割れが、鮮あざやかな身のこなしで銃を持つフォースン神父の手を蹴けり飛ばしたのだ。隣にいたもう一人の太った男の方が、驚きに目を見開く。

　拳銃が地面に落ち、離はなれた場所でカラカラと回っている。

「な、何をするんだ……！」

　味方からの突とつ然ぜんの暴挙に、フォースン神父は手を押さえながら叫ぶ。

　──違ちがう。

　ケイトは見た。そばかすだらけの頰が赤らみ、面おも白しろそうに笑っている。口をもごもごと動かし、飴あめのようなものを舐なめていた。

　──違う。彼らのじゃない、私の味方だ。

「ティム！」

「初めて名前を呼んでくれたね、お姉さん」

　顔は別人だったが、声はティムの声だった。彼が変装の名手だということを、ケイトは思い出した。

　フォースン神父が、慌あわてて落とされた拳けん銃じゆうに駆かけ寄ろうと手を伸のばした瞬しゆん間かん。

　床ゆかに転がっていた拳銃は、銃声と共に弾はじき飛ばされた。

「そこまでだ。神父エドアルド・フォースン」

　低いのに、響き渡わたるようなその声。輝かがやく宝石を思わせる金色の瞳ひとみ。なぜか言葉が喉のどの奥に張り付いて、「少しよう佐さ」と呟つぶやいたケイトの声は掠かすれていた。

　イーノットが、入り口の扉とびらから拳銃を構えたままこちらにゆっくりと歩いてくる。

　──来てくれた。助けに来てくれた。

　なんで、どうして。嬉うれしい。ホッとした。もう大だい丈じよう夫ぶ。様々な感情が入り乱れて、視界が滲にじんでくる。
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「おっと。これ以上動くなよ」

　続けて聞こえてきた声に、ケイトは振り返る。イライザを連れてきた男達が胸むな元もとに手を入れたまま、固まっている。

　彼らの目線の先に銃口が向けられていた。

「中ちゆう尉い！　准じゆん尉いも！　どうして……」

　向けていたのは、サニーとロジャーだった。ウィングヒルに残っていたはずの二人が、なぜかここにいる。

「さっき着いたんだよ。ケイトが明日で帰るから、その代わりに俺らがイライザを探そうと思ってな。で、着いたらいきなり、『ケイトを助けに行くぞ』だもんなあ」

　ロジャーも頷く。

「ええ。心配しましたよ。駆けつけてみれば、ケイトさんは銃口を向けられてるし、イライザさんは倒たおれ込んでいるし」

　──そうだ、イライザ。

　今や敵は完全にイーノット達に制圧されていた。自由に動けるようになったことをケイトは悟さとり、倒れているイライザに駆け寄る。

「イライザ！」

　ケイトは呼吸を確かめる。憔しよう悴すいした表情だったが、呼吸は規則正しい。

　ケイトはイライザを抱だき締しめ、大きく息を吐はいた。

「良かった……」

　一番の心配事が解消され、次いで湧わき上がってきたのは疑問だった。

「なんで……、どうしてここが？」

　ケイトはイーノットに視線を移した。

「君の様子が変だったことに、気付いていないと思ったのか？　ベッドの下に隠かくしてあった脅きよう迫はくの手紙も読ませてもらったよ」

　そしてイーノットは、厳しい視線をフォースン神父に向けた。

「やはりお前が黒幕か」

「やはりとはなんだ。私は疑われるようなことは何も──」

「教会の扉とびらから入ろうとした時」

　狼ろう狽ばいするフォースン神父の声を遮さえぎって、イーノットは話し始めた。

「お前は私に、怪我をしていると言ったな。その時お前は私の左ひだり腕うでを見た。確かに、私が負傷したのは左腕だ。だが、どうして怪我をしたのが左腕だと知っていたんだ？　私は服の下に包帯を巻いていて、外からは見えなかったはずだ」

　あ、とケイトは声を上げた。確かにイーノットは服の下に包帯を巻き、怪我を隠していた。庇かばうような様子も見せず、自然に振る舞まっていた。傍はたから見れば、どこを怪我しているかなど気付かないだろう。

「北部基地の協力のもと、私の負傷については箝かん口こう令れいを敷しいていた。それなのに、昨日の今日で知っているのはおかしい」

　フォースン神父は何も言わずイーノットを睨にらみつけた。

「神父様が僕達を襲おそおうとしたなら、そりゃあ事細かく報告させるんじゃないかなあと思って。命じた人間なら、少佐の怪我を知っているのは当然だもんね」

　ティムがにっこりと笑う。

　ケイトは呆ぼう然ぜんとイーノット達を見た。彼らはきちんと考えて行動していたのだ。単独で動いた自分は、あまりに自分勝手で考えなしだったと唇くちびるを嚙かみしめる。

　──そんな前から疑っていたなんて。

　自分の出生の秘密とイライザのことで頭がいっぱいだったケイトは、そのことに気付けなかった。

「ここはすべて北部基地によって包囲されている。仲間もすでに北部基地が逮たい捕ほしているだろう」

　イーノットは真っ直すぐにフォースン神父を見た。

「もう終わりにするんだ」

　フォースン神父はぶらん、と力なく両手を投げ出した。










「イライザ！　大丈夫？」

　ケイトが何度か声を上げると、ようやくその薄うす紫むらさきの瞳が開かれた。

「……ケイト？」

　ホールは、ざわざわと忙せわしなく軍服を着た人達が行き交かっている。後始末に追われ、誰だれかの指示するような声がかかって騒さわがしい。

　それでもケイトには、そのか細い声がはっきりと聞こえた。

「そうよ、ケイトよ。もう大丈夫だからね。もうすぐお医者様が来るわ」

　イライザはケイトのそんな必死な声に、何かを思い出したように小さく笑った。

「何だか、小さい頃ころみたい……」

「え？」

「私が熱を出した時、ケイト、看病してくれたでしょう。『大丈夫』って言って、手を握にぎってくれた」

　ケイトはぎゅっと唇を嚙みしめ、頷うなずく。

「……うん。覚えてるわ。思い出したよ」

「ごめんね。こんな大変なことに、巻き込んで。でも、頼たのむならケイトしかいないと思った。あなたに頼みたかったの」

　ケイトは何度も頷く。そんなことはもういい、と言葉の代わりに何度も頷き、肯こう定ていする。

　そんな姿を切なそうに見上げるイライザは、「でも」と言葉を続けた。

「本当は、ただケイトに……思い出してほしかっただけなのかもしれない。自分との思い出を、共有したかった、だけなのかもしれない」

　自分勝手でごめん。そうイライザは謝った。

　確かに、これはケイトとイライザの過去を結び直す旅だったのだ。

「謝る必要なんてない。私は、思い出して良かったって思ってる」

　血が繫つながっていなくても、両親は両親なのだと、ケイトは教えてもらった。

「ありがとう。私をずっと覚えていてくれて」

　ギュッと手を握ると、弱々しくだが握り返される。

「おいケイト！　車の用意ができたぞ！　早く来い！」

　その時、サニーがケイト達のところへ駆け寄ってきた。

「お医者様がまだ来てないけど、先にイライザを運ぶの？」

　ケイトがそう言うと、サニーは「違ちがうだろ！」と怒ど鳴なった。

「え？」

「え、じゃないだろ！　もうすぐ夜が明ける。今日は大事な入学試験の日だろうが！」

「でも、イライザが」

「ケイト！」

　サニーはケイトの両りよう肩かたを摑つかんだ。

「ここからウィングヒルまで、今から車を飛ばせばぎりぎり間に合う。イライザは俺達に任せて、早く行け！」

「でも」

「……ケイト」

　手を握られ、ケイトはイライザに視線を落とした。イライザは笑っている。澄すんだような、朝一番に差す光のようにまっさらな笑えみだ。

「ケイトの手は、『女め神がみさまの手』でしょう。人を救う、手でしょう」

　どこにこんな力が残っていたのかと思うほど、痛いくらいに握り返された。

「──行って、ケイト。試験を、受けてくるの」

「でも、じゃあイライザはどうするの」

「私も、罪を償つぐなったら、挑ちよう戦せんする。私の夢は、家をなくした子供達が幸せに暮らせるような、そんな家を作ることなんだから」

　手から手へと、見えない何かを託たくされたような気がした。熱いものが、胸の中から湧き上がってくるのを感じる。その思いのまま、ケイトは立ち上がった。







「ああっ、やっと来た、ケイトさん！」

　車の運転席から、ロジャーが顔を出している。その横には、イーノットとティムが立っていた。

「さ、乗ってください！」

　ケイトは車に乗り込み、ロジャーと同じく、窓から顔を出して二人を見つめる。

「勝手に宿を出ていって、ごめんなさい」

「僕らを眠らせて出し抜ぬこうなんて百年早いよ。僕の予想は大当たりだね。ま、噓うそが吐つけないところも予想通りだったけど」

　ティムはカラコロと飴あめを口の中で遊ばせながら笑った。

「試験の鉄則は『すばやく正確に』だよ。分かった？」

「うん」

「睡すい眠みん不足は気力で補うとして、はいこれ」

　ティムが差し出したのは、青い薄うす紙がみに包まれた小さな飴あめ玉だまだった。

「疲つかれた時は甘いものだよ。じっくり味わうこと」

「うん」

　すると、サニーとロジャーが顔を見合わせる。

「他人に何かをあげるティムなんて初めて見たぜ……。しかも大好物の飴を！」

　ケイトは飴玉を握りしめる。まだ口に入れてもないのに、元気をもらったような気になった。

　そのまま視線をイーノットに移す。ふわりと風が舞まって、ケイトの赤毛がさわさわと揺ゆれた。

「君は、フェディテのもうひとつの別名を知っているか？」

　突とつ然ぜん言われた言葉に、ケイトは「え？」と困こん惑わくする。イーノットは、ケイトの赤毛を見つめながら言う。

「フェディテは戦いの女神だ。それがあまりにも知られてしまったせいで、もうひとつの別名はあまり知られていない」

　イーノットは、ついとケイトの髪かみを一ひと房ふさ摑つかんだ。

「それは、『癒いやし』だ」

「……癒し？」

　戦いという言葉と、まるで真逆にあるような言葉。

「自由のために人々を導き、戦い、そのために傷を負った人々を癒す。フェディテにはそんな二面性があるんだ。君を見ていると、その別名を思い出す」

「私は、ただの弱い人間です」

　ケイトが首を横に振ふると、イーノットは小さく笑んだ。

「ああそうだ。君は神様ではない。手をかざせばどんな病気も治るような力があるわけではない。君は何の力もないと自分を責め、苦しみ、それでも何かできることはないかと道を探す。その道が、君にとっては『医者』という職業なんだな」

「──はい」

「では必ずそれを摑みとるんだ。君になら、できる」

　背筋がピンと伸のびるような言葉と声だった。

「それから」と言って、イーノットは穏おだやかに笑みを浮うかべた。

「約束してくれ」

「約束？」

「私はまだ、君のバイオリンを聴きいていない。試験が終わったら、聴かせてくれ」

「……すごく下手へたなのに」

「それは聴くのが楽しみだ」

　ケイトが睨にらむと、イーノットは「下手でもいい」と言った。

「イライザがくれたバイオリンで、聴かせてくれ。弾ひきたくないか？」

　一いつ緒しよに演奏したいと、イライザは言ってくれていた。ふいにケイトは理解する。

　だから、イライザはあんなにバイオリンにこだわったの？　メッセージをバイオリンに隠かくして、私の手元にバイオリンが残るようにしたの？　もう一度、私が弾きたくなった時のために──

　ケイトは自分の心の内を探さぐった。いつも逃にげて目を逸そらしてきた場所だ。

　──私は？　私はまた、弾きたいのだろうか。

　湧わき上がってきた思いのまま、ケイトは頷いた。

「弾きたい」

　嬉うれしそうに笑ってくれたイーノットの表情に勇気づけられ、ケイトは思い切って言った。

「その代わりに、次に会ったら、あなたのことをもっと教えてほしいです」

　イーノットは目を瞬まばたかせた。それからゆっくりと、金の瞳ひとみが細められる。車の窓の縁ふちに置いていた手を取られ、真正面で目が合った。

「──分かった。約束しよう」

　笑うイーノットの右みぎ頰ほほに、柔やわらかな光が差してくる。

　朝が、また始まった。
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　ウィングヒルの南部基地で一番日当たりのいい部屋に、その主あるじは住んでいる。

　イーノットは息を吐いて、それから背筋を伸ばした。右手には革かわ張ばりの小さな手帳を持ちながら、扉とびらを叩たたく。

「どうぞ」

　中から穏やかな声が聞こえて、イーノットは扉を開けた。

　すぐに足に、すり、と何かが近寄る。視線を落とせば予想通り、純白の毛並を纏まとった猫ねこがイーノットを出で迎むかえた。

「なんだ、やはり若い男の方がいいのか。だがロジャー准じゆん尉いが入ってきた時は興味なさそうにしていたな。美び醜しゆうが分かるのか？」

　ロジャーが聞けば気分を害しそうなことをさらりと口にして、この部屋の主、そしてこの南部基地を統すべる最高司令官ブラウン・ファーニー少将は笑った。紫むらさき色の瞳は吊つり上がり気味で、真っ白な髪を撫なでつけている。口くち髭ひげはいつ見ても、綺き麗れいに整えられていた。

　猫はすぐにブラウン少将の元へと駆かけ寄り、その足元に丸くなる。

「君はどう思う？　イーノット・レイズ少しよう佐さ」

「猫のことはよく分かりませんので」

　ついでにあなたのことも、とは心の中だけで付け足す。

　同じ基地内の何なん人ぴとにも気づかれずに、イーノットに秘ひ密みつ裡りで手帳探しを命じた上官は、ここでようやく、イーノットが手に持っているものに目を留めた。

「ああ、それが悪名高い『棺ひつぎの手帳』かな」

　イーノットは気を取り直し、手帳を上官の机に置いた。

「手帳の回収、無事任務を遂すい行こういたしました」

「ふうん、これがねえ。なんか、普ふ通つう」

　ブラウン少将は頰ほお杖づえをつきながら、片手で手帳をつまみ、顔の前でしげしげと眺ながめる。

　確かに、とイーノットもブラウン少将と同じ感想を抱いだいたのを思い出す。軍の高官を震ふるえ上がらせた手帳は、よく使い込まれたのが分かる何の変へん哲てつもない手帳だった。

「で、結局どこに隠してあったの？」

「教会の壁かべに掲かかげられているラウスの像の後ろに隠されていました」

　ブラウン少将は陽気な笑い声を上げた。

「教会！　それはまた、何というか。神父の怒いかり狂くるった顔が思い浮かぶよ」

「まさか自分が常にいる場所に隠されていたとは思わなかったのでしょう。それに、ラウスの像は信しん仰こうの象しよう徴ちよう。神聖なものとして扱あつかうよう、徹てつ底てい的に教え込まれますからね。眼中になかった。意表を突つかれた、ということでしょう」

「頭がいい子みたいだね、イライザ・オースティンというのは」

「スクールでも優ゆう秀しゆうな成績だったようです。手帳の情報を集めていたことも、歪ゆがんだ手段と知りつつ、北部基地のことがあってやっていたそうです。方法が間ま違ちがっていたと認めています」

「うん。手帳をこれ以上革命派に利用させないようにしたことは情状酌しやく量りようの余地がある。上には私から話しておこう」

「お願いします」

　ブラウン少将は頷うなずき、それからゆっくりと目の前の手帳を撫でた。

「──さて。どうにか間に合ったね」

「ええ」

「全く、あのボーマン准じゆん将しようを昇しよう進しんさせると聞いた時は、本気で上層部の正気を疑ったよ。汚お職しよくの噂は絶えず、地位を濫らん用ようしてやりたい放題だ。軍の中でキャンキャン吠ほえているくらいならまだいいが、それが国民にまで影えい響きようするならば黙だまってはいられない」

　先ほどまで笑えみを浮かべていた表情は消え去り、鋭するどく冷たさを湛たたえている。部下のイーノットでさえ、首元がひやりとするほどの雰ふん囲い気きを纏まとっていた。

「無能のくせに、自分の尻しり拭ぬぐいだけは得意ときている。だが、やはりこの手帳には及およばなかったようだ。……そうだね、少佐？」

「ええ。彼の名は、きちんと手帳に載のっていました。数々の証しよう拠こと共に」

「──よろしい。人事部が動く前に、片を付けよう」

　満足そうに息を吐はいたブラウン少将は、ちらりとイーノットを見上げた。

「ところで少佐。手帳が見つかったら、軍を辞やめると言っていたが、決意は変わらないかい」

　イーノットは居住まいを正した。真っ直すぐにブラウン少将の瞳を見る。

「そのお話なんですが、白紙に戻もどしていただきたいのです。私は軍というものに対して失望していました。ですが、投げ出すだけでは変わらない。現状を知って、市民を支配するのではなく、彼らの暮らす日々を後ろから支えられるような組織にしていきたい。ある少女の姿を見て、そう考えるようになりました」

　ブラウン少将はその言葉に頷うなずき、机の上の手帳をイーノットの方へと滑すべらせた。

「……なるほど。では私はこの手帳の中身は見ない。君に一任するよ。手帳が南部基地にあることも、伏せておくよう手配する。君のその瞳で真実を見て、そして何ができるかやってみるといい」

　イーノットは差し出された手帳を手に取る。ずっしりと重く感じた。これは自分の覚かく悟ごの重さでもあるのだと、唇くちびるを引き結ぶ。

「でも万が一手帳に私の名前が書いてあったら、その時はお手て柔やわらかに頼むよ」

　にっこりと笑われ、張りつめていた糸が一いつ瞬しゆん緩ゆるむ。冗じよう談だんなのか本気なのか。ブラウン少将はイーノットにとって、一枚も二枚も上手な喰くえない相手だった。

「それにしても、君の気持ちをそこまで変えさせる少女とは、噂うわさの赤毛の女め神がみのことかな」

　イーノットは微笑ほほえんだ。鮮あざやかな赤色が、目に焼き付いている。そして交かわした約束は、胸に確かに息づき、イーノットを温かい気持ちにさせた。

「さあ、どうでしょう」

「何だ、私には内ない緒しよかい。まあいい。どんどん働いて、私の分も励はげんでくれ」

　ブラウン少将の笑い声に、足元で丸くなっていた猫がにゃあ、とひと鳴きした。







　自分の執しつ務む室に戻ったイーノットは、今日届いたばかりの手紙に視線を落とした。




『お元気ですか？

　今日は嬉しい報告をしたいと思います。希望していた医術科に合格しました！　こうして無事に合格できたのは、少佐達のおかげです。ありがとうございました。

　約束、覚えていますか？　バイオリンを練習しながら、会える日を楽しみにしています』




　イーノットは穏おだやかに笑い、手紙をそっと撫でた。







　ウィングヒルの街に建つ、国でただひとつの王立大学。

　最難関の入学試験の中でも、更さらに難関とされる医術科に今年、新たな風が吹ふき込まれる。

　美しい赤い髪かみを持つ少女が、初の女性入学者として、王立大学の歴史に名を刻んだ。







　あとがき







　初めまして、文ふみ野のあかねと申します。本作は、第十回角川ビーンズ小説大賞の読者賞を頂いた作品を改かい稿こうしたものです。

　このお話は、夜にベッドに入って眠ねむるまでの時間を使い、少しずつ少しずつ考えてきたものでした。眠る前に考えて、次の日の夜に書き留める。そしてまたその夜、続きをベッドの中で考える……。

　ですが朝起きてみると、すっかり昨夜のアイデアを忘れてしまったりして、「これではいけない」と枕まくら元もとにノートを置くようになりました。思いつくたびに起き上がって書いていると、なかなか止やめ時が見つけられず、眠れません。それくらい楽しくて楽しくて、眠るのが惜おしいような、ずっと物語を考えていたい、と思う時間を過ごしました。

　とにかく、ハラハラドキドキ、冒ぼう険けんも好きだけど恋れん愛あいも外せない！　という願望を詰つめ込みました。「こんなお話が読みたい！」という勢いのまま物語を作っていき、『人を癒いやす』、『人を守る』ということが書きたくて、ケイトやイーノット達が生まれました。

　そうして自分自身の中だけで満足するはずだった、この『女神と棺の手帳』が、読者賞という素す晴ばらしい賞を頂き、未いまだに信じられない気持ちです。あとがきを書いている今でさえ、「夢なんだよ」と言われれば、「ああ、やっぱり」と納なつ得とくしそうな自分がいます。

　夢でしかなかったチャンスを与あたえてくださった審しん査さ員いんの先生方、読者審査員の皆みな様さま、選考に関かかわってくださったすべての方々に、深く御おん礼れい申し上げます。

　イラストを描いてくださいました、高星麻子様。執しつ筆ぴつ中、素晴らしい絵に何度励はげまされたか分かりません。ケイトの鮮あざやかな赤毛と意思の強い瞳ひとみ、凜り々りしいイーノット達の軍服姿。物語の鍵かぎがいくつも飾かざられたカバー絵は、ミステリアスで素敵！　の一言です。本当にありがとうございました。

　担当様。何も分からない私に、丁てい寧ねいに指導してくださり、時に励ましていただき、ようやくここまで来ることができました。ありがとうございます。そしてこれからも、どうぞよろしくお願いいたします。

　更さらに、受賞を喜んでくれ、執筆中は温かく見守ってくれた家族に感謝したいです。姉には、気分転てん換かんに付き合ってもらい、ずいぶん元気をもらいました。ありがとう。

　そして何より、この本を手に取ってくださった皆様に感謝を。ケイト達のお話は、いかがだったでしょうか？　私は今まで、いち読者としてたくさんの本に心を動かされてきました。ピンチにハラハラしたり、切ない恋に胸が締しめ付けられたり、前向きな主人公に元気をもらったり。今回自分が書く側になり、皆様の心を少しでも動かすことができたなら、これほど嬉うれしいことはありません。

　まだまだ未熟な私ですが、「医者になりたい！」と頑がん張ばるケイトのように、「いいお話を書きたい！」と日々、努力していきたいと思います。

　では、またお会いできることを祈いのって。





文野　あかね　　
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